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令和８年度概算要求等における主要事項（内閣府防災 ）  
令和８年度概算要求額 約 200 億円（令和７年度予算額 約 146 億円） 

※裁量的経費は約 163 億円（対前年度約 54 億円増）、災害救助費等負担⾦などの義務的経費は
約 37 億円（対前年度同額）となっている。

◇内閣官房防災庁設置準備室経費（約 1.2 億円）を含む。

人命・人権最優先の「防災⽴国」の実現に向け、以下の事項に重点的に取り組む。   
（ ）は、７年度当初予算額

Ⅰ「防災庁」（仮称）の設置を⾒据えた災害対応⼒の充実・強化 
（１）避難生活環境の抜本的改善など被災者支援体制強化

〇「災害対応⾞両登録制度」の充実・登録促進
・災害対応⾞両登録制度の運用改善や普及・啓発を⾏う。 【150 百万円(43 百万円)】 

〇「罹災証明コーディネーター等派遣制度」の創設 
・罹災証明書の交付を⽀援するコーディネーター（⽀援の経験者等）を登録し、
発災時に被災自治体のニーズに応じて派遣する。  【92 百万円(新規)】 

〇プッシュ型支援における内閣府備蓄物資の分散備蓄の充実 
・必要な備蓄品目の追加や生活環境整備に必要な物資機材の備蓄の充実。【655 百万円(新規)】

（２）産官学⺠連携体制の構築、防災教育や人材育成の推進
〇官⺠連携による被災者支援体制整備
・「被災者援護協⼒団体登録制度」の充実、災害中間⽀援組織の整備・強化、避難生活

⽀援リーダー/サポーター研修の全国展開や研修修了者の活用等を実施。【692 百万円(315 百万円)】 
〇地方自治体と連携した訓練・研修の拡充、防災教育の推進 
・地方自治体、住⺠等が連携した地震・津波防災訓練等の実施や自治体職員向けの研修受入れ枠・ 

実施個所数を拡充するとともに、デジタル防災教育を推進。【756 百万円(585 百万円)】

（３）防災 DX の推進
〇防災デジタルプラットフォームの構築
・新総合防災情報システム（SOBO-WEB）や新物資システム（B-PLo）

の運用・整備、活用促進等。       【1,440 百万円(956 百万円)】 
〇災害画像の集約・共有・活用の仕組み構築による初動対応の充実
・空撮画像等から的確な災害対応に必要な情報の集約・分析を⾏い、迅速に被害の
全体像を把握し共有する仕組みを構築するプロジェクトを推進。【120 百万円(新規)】

（４）大規模災害対策の充実
〇自治体における事前防災⼒強化の支援事業
・地域の課題を踏まえた先進的な防災計画の策定等を⽀援。 【300 百万円(120 百万円)】

〇船舶を活用した医療提供体制の充実 
・人材の育成・確保、資器材等の整備を更に進めるとともに、訓練によ

る検証、体制の充実に係る調査検討を実施。【1,078 百万円(97 百万円)】 
（５）国際防災協⼒の推進、防災産業の海外展開

・防災産業の海外展開⽀援の充実等を実施するとともに、2027 年秋のアジア太平洋防災
閣僚級会議（⽇本開催）に向けた企画・検討を実施。【368 百万円(312 百万円)】

Ⅱ 「防災庁」（仮称）の設置（事項要求）※内閣官房から事項要求 
令和８年度中の「防災庁」（仮称）の設置準備及び設置・運営に必要な 

経費及び組織・定員について、予算編成過程において検討。  

◇ 
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令和８年度内閣府防災部⾨ 
  概算要求 
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７年度 ８年度 対前年度
予算額 概算要求額 増△減額

○ 災害予防 3,384 4,525 1,142

大規模地震対策の推進 295 440 145

火山災害対策の推進 159 209 50

土砂災害・水害等の災害時における避難対策等の推進 47 47 0

自治体における事前防災力強化の支援事業 120 348 228

要支援者の避難に係る個別避難計画の作成の推進 27 110 83

防災計画の充実のための取組推進 26 45 19

社会全体としての事業継続体制の構築推進 46 75 29

防災を担う人材の育成、訓練の充実 413 492 78

実践的な防災行動定着に向けた国民運動の推進 191 273 82

官民連携による被災者支援体制整備等 359 736 376

防災技術の研究開発の推進 0 50 50

事前防災対策総合推進費 1,700 1,700 0

○ 災害応急対応 5,164 9,284 4,121

災害対応におけるデジタル化の推進等 988 2,809 1,821

プッシュ型支援のより迅速かつ確実な実施等 2,749 3,404 655

大規模地震発生時における応急対策活動の具体計画策定に係る調査検討 24 24 0

船舶を活用した医療提供体制の充実 97 1,078 981

救援の実施等に係る調査検討推進 0 10 10

中央防災無線網の整備・維持管理等 970 1,525 556

立川・有明の丘・東扇島施設の維持管理及び改修 337 434 97

○ 災害復旧・復興 488 1,254 766

被災者支援の推進 201 967 766

復興対策の推進 36 36 0

特定地震防災対策施設の運営に要する経費 251 251 0

○ その他 1,648 1,088 △ 560

国際防災協力の推進 336 402 67

一般事務処理経費等 1,313 686 △ 627

10,684 16,152 5,468

※デジタル庁に一括計上される総合防災情報システムの運用等（9.7億円)が含まれる。

７年度 ８年度 対前年度
予算額 概算要求額 増△減額

災害救助費等負担金 2,840 2,840 0

災害弔慰金等負担金 140 140 0

災害援護貸付金 150 150 0

被災者生活再建支援金補助金 600 600 0

3,730 3,730 0

※復興庁一括計上（東日本大震災分）として、災害救助費等負担金等(0.9億円)及び被災者生活再建支援金補助金(5.1億円)

を別途、計上している。

14,414 19,882 5,468

※内閣官房防災庁設置準備室経費（1.2億円）を含めると200.0億円。

（注）四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない。

令和８年度　内閣府防災部門　概算要求総括表

区 分
（主要事項名）

予算額　　合　計

合　計

■ 災害救助等に係る負担金・補助金

合　計

（単位：百万円）
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た
駅
前
滞
留
者
対
策
協
議
会
や
帰
宅
困
難
者
等
対
策
の
実
態
調
査
の

対
象
を
拡
⼤
す
る
とと
も
に
、地

域
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
帰
宅
困
難
者
等
に
どの
よ
うな
協
⼒
を
求
め
られ
る
か
検
討
し周

知
す
る
こと
で
、帰

宅
困
難
者
等
対
策
の
実
効
性
向
上
を
図
る
。ま
た
、被

災
者
の
属
性
や
被
災
場
所
に
応
じた
帰
宅
困
難

者
等
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、帰

宅
困
難
者
の
被
害
想
定
に
お
け
る
追
加
シ
ナ
リオ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

津
波
避
難
ビル
等
に
係
る
事
例
集
の
更
新
（
新
規
）

○
南
海
トラ
フ巨

⼤
地
震
対
策
検
討
W
G報

告
書
の
公
開
を
受
け
、津

波
避
難
ビル
等
に
関
す
る
注
⽬
が
集
ま
って
い
る
。ま
た
、

⼀
⼈
で
も
多
くの
命
を
救
うた
め
の
津
波
避
難
ビル
等
の
最
新
の
事
例
を
集
め
、広

く全
国
に
津
波
避
難
ビル
等
の
指
定
が

促
進
され
る
よ
う、
事
例
集
を
作
成
（
更
新
）
す
る
。

⼤
規
模
地
震
災
害
に
係
る
分
野
横
断
的
な
影
響
を
考
慮
した
災
害
リス
ク
評
価
に
よ
る
防
災
対
策
の
推
進
（
新
規
）

○
被
害
想
定
⼿
法
の
既
往
知
⾒
を
整
理
す
る
とと
も
に
、分

野
横
断
的
な
災
害
リス
ク評

価
を
⾏
うた
め
の
⼿
法
を
検
討
す
る
。

災
害
リス
ク評

価
に
つ
い
て
は
、モ
デ
ル
地
区
に
お
い
て
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
に
よ
る
検
証
を
⾏
い
、国

レ
ベ
ル
・地
⽅
レ
ベ
ル
に
お

い
て
「分
野
横
断
的
な
災
害
リス
ク評

価
」と
それ

に
基
づ
く「
戦
略
的
な
対
策
計
画
の
⽴
案
」に
係
る
⽅
策
を
⽰
し、
事
前
防

災
対
策
の
推
進
を
図
る
。ま
た
、分

野
横
断
的
な
被
害
想
定
や
脆
弱
性
の
分
析
・評
価
を
定
量
的
に
⾏
うた
め
に
は
⾼
度

な
専
⾨
的
知
⾒
を
要
す
る
こと
か
ら、
研
究
機
関
等
に
よ
る
災
害
リス
ク評

価
⼿
法
の
研
究
開
発
を
促
す
た
め
に
競
争
的
研

究
資
⾦
制
度
を
創
設
す
る
。
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国
災
害
関
係
調
査
費

⺠
間
事
業
者
等

[事
業
年
度
︓
平
成
21
年
度
〜
]

「御
嶽
山
噴
火
を
踏
ま
え
た
今
後
の
火
山
防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
（
報
告
）
」

（
平
成
27
年
３
⽉
）
及
び
、平

成
27
年
７
⽉
と令

和
５
年
６
⽉
の
活
動
火
山
対
策

特
別
措
置
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、火

山
防
災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、各

種
施
策
を推

進
す
る
。

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
火
山
防
災
対
策
に
関
す
る
連
携
強
化
及
び
推
進
体
制
の
整
備
、関

係
機
関
が
連

携
した
広
域
に
降
り積

も
る
火
山
灰
へ
の
対
策
を具

体
化
す
る
た
め
の
調
査
検
討
及

び
各
火
山
地
域
の
火
山
防
災
の
取
組
を
推
進
す
る
こと
で
、火

山
災
害
時
の
国
及

び
地
⽅
公
共
団
体
の
対
応
⼒
が
向
上
し、
被
害
の
軽
減
が
期
待
され
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

調
査

・
企

画
担

当
）

火
山

災
害

対
策

の
推

進
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
2
0
9
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

５
0
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1
5
9
百

万
円

）

火
山
防
災
対
策
に
関
す
る
連
携
強
化
及
び
推
進
体
制
の
検
討

○
抜
本
的
な
火
山
防
災
体
制
の
強
化
の
た
め
、各

火
山
地
域
が
抱
え
る
課
題
抽
出
を

踏
ま
え
、将

来
を
⾒
据
え
た
検
討
を
実
施
す
る
とと
も
に
、調

査
研
究
分
野
と連

携
し

た
火
山
防
災
対
策
に
関
す
る
推
進
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
更
な
る
検
討
を
⾏
う。

火
山
専
門
家
に
よ
る
技
術
的
支
援

○
各
火
山
地
域
の
火
山
防
災
体
制
の
構
築
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、火

山
防
災
エ
キ

ス
パ
ー
トの
派
遣
、火

山
防
災
協
議
会
等
連
絡
・連
携
会
議
の
開
催
、指

針
・手

引
等
を
用
い
た
支
援
等
の
実
施
を
通
じ、
火
山
地
域
に
お
け
る
効
果
的
な
情
報
交

換
の
あ
り⽅

や
支
援
⽅
法
に
関
す
る
調
査
検
討
を
⾏
う。

広
域
噴
火
災
害
対
策
の
検
討

○
大
規
模
な
噴
火
が
発
生
した
際
の
広
域
的
な
避
難
な
どの
安
全
確
保
に
係
る
対
策

や
、関

係
省
庁
及
び
関
係
機
関
が
連
携
した
広
域
に
降
り積

も
る
火
山
灰
へ
の
対

策
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、対

策
の
具
体
化
に
向
け
た
調
査
検
討
を
⾏
う。

各
火
山
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
火
山
防
災
対
策
の
推
進

○
集
客
施
設
等
に
よ
る
避
難
確
保
計
画
の
作
成
等
に
際
して
、市

町
村
及
び
火
山
防

災
協
議
会
が
避
難
促
進
施
設
を
適
切
に
援
助
し、
取
組
が
一
層
推
進
され
る
よ

う、
市
町
村
や
避
難
促
進
施
設
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
踏
ま
え
た
避
難
確
保
計
画

作
成
の
支
援
を
⾏
う。

火
山
防
災
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
の
推
進
（
新
規
）

○
火
山
防
災
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
って
は
、防

災
分
野
全
般
の
知
識
に
加
え
て
、火

山
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
も
求
め
られ
る
。各

地
⽅
公
共
団
体
等
に
お
け
る
火

山
防
災
を
担
う人

材
を
育
成
す
る
こと
を
目
的
に
、火

山
防
災
研
修
を
実
施
す
る
。

<
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
>
（
R6
.4
.1
施
⾏
）
※
関
係
個
所
抜
粋

避
難
確
保
計
画
の
作
成
状
況

避
難
促
進
施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
75
8施

設
中
、
54
5施

設
で
避
難
確
保
計
画
作
成
済
み

（
令
和
６
年
９
月
末
時
点
）
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[事
業
年
度
︓
平
成
27
年
度
〜
終
了
年
度
未
定
]

⾸
都
圏
等
に
お
け
る
⼤
規
模
⽔
害
時
の
住
⺠
避
難
に
係
る
検
討

○
令
和
４
年
６
⽉
に
東
京
都
とと
も
に
設
置
した
「首
都
圏
に
お
け
る
広
域
的

な
避
難
対
策
の
具
体
化
に
向
け
た
検
討
会
」の
検
討
成
果
等
を
踏
ま
え
、

「首
都
圏
大
規
模
水
害
広
域
避
難
計
画
モ
デ
ル
」を
作
成
した
。今

後
は
、

・策
定
した
タイ
ム
ライ
ン
、計

画
モ
デ
ル
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
を
図
る
た
め
、対

象
とな
る
自
治
体
に
お
い
て
、指

定
公
共
機
関
や
住
⺠
、⺠

間
事
業
者
等

を
含
む
広
域
避
難
訓
練
の
実
施

・住
⺠
、各

自
治
体
へ
の
実
態
調
査
、関

係
機
関
と連

携
し
た
「広
域
避

難
」の
住
⺠
に
対
す
る
理
解
促
進
、普

及
啓
発
を
通
した
課
題
の
抽
出
と

マ
ス
コミ
等
と連

携
した
社
会
的
な
理
解
促
進
（
気
運
の
醸
成
）
を
図
る

た
め
の
方
策
の
作
成

を
⾏
い
、引

き
続
き
、大

規
模
水
害
時
に
お
け
る
住
⺠
避
難
に
係
る
取
り組

み
を
促
進
す
る
。

⽔
害
・⼟
砂
災
害
か
らの

住
⺠
の
主
体
的
な
避
難
⾏
動
の
促
進
に
係
る
検
討

令
和
６
年
9⽉

能
登
半
島
豪
⾬
な
どに
よ
る
大
⾬
等
の
近
年
の
水
害
・土

砂
災
害
の
状
況
を
踏
ま
え
、住

⺠
へ
の
避
難
情
報
の
円
滑
な
発
令
を
⽀
援

す
る
た
め
、内

水
氾
濫
や
複
数
河
川
等
が
同
時
に
水
位
上
昇
した
際
の
避

難
情
報
発
令
・設
定
基
準
に
つ
い
て
状
況
調
査
・分
析
を
⾏
い
、発

令
時
の

留
意
点
等
を
整
理
し、
避
難
情
報
に
関
す
る
ガ
イド
ライ
ンの
充
実
を図

る
。

土
砂

災
害

・
水

害
等

の
災

害
時

に
お

け
る

避
難

対
策

等
の

推
進

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

4
7
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
4
7
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ
○
大
規
模
水
害
発
生
時
に
お
い
て
、広

域
避
難
活
動
に
際
して
の

国
・地
方
公
共
団
体
が
直
面
して
い
る
課
題
を
解
決
す
る
こと
に

よ
り、
効
果
的
な
避
難
計
画
の
⽴
案
な
どの
取
り組

み
が
促
進
さ

れ
、被

害
の
軽
減
が
図
られ
る
。

○
災
害
時
に
お
け
る
住
⺠
の
適
切
な
避
難
⾏
動
に
つ
な
が
る
こと
で
、

避
難
対
策
の
強
化
が
⾒
込
ま
れ
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

調
査

・
企

画
担

当
）

⺠
間
事
業
者
等

災
害
関
係
調
査
費

国

＜
近
年
の
災
害
を
踏
ま
え
た
報
告
書
で
求
め
ら
れ
て
い
る
目
指
す
べ
き
社
会
＞

気
候
変
動
の
影
響
等
に
よ
る
近
年
の
水
災
害
の
激
甚
化
等
を踏

ま
え
、

・「
平
成
30
年
7⽉

豪
⾬
を
踏
ま
え
た
水
害
・土
砂
災
害
か
らの
避
難
の
あ
り方

に
つ
い
て
(報
告
)」

（
平
成
30
年
12
⽉
）

・「
令
和
3年

7⽉
か
らの
一
連
の
豪
⾬
災
害
を踏

ま
え
た
避
難
の
あ
り方

に
つ
い
て
(報
告
)」

（
令
和
４
年
２
⽉
）

に
基
づ
き
、住

⺠
の
適
切
な
避
難
⾏
動
を
促
進
し、
被
害
を軽

減
す
る
た
め
の
検
討
を
⾏
う。

「
自

ら
の

命
は
自

ら
が
守

る
」
意
識
を
持
つ


平

時
よ
り
災

害
リ
ス
ク
や

避
難

行
動

等
に
つ

い
て
把

握
す

る
。


地

域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
の

も
と
、
避

難
計
画

の
作

成
や
避

難
訓

練
等

を
行

い
地
域

の
防

災
力

を
高

め
る
。


災

害
時

に
は

自
ら
の
判

断
で
適

切
に
避

難
行
動

を
と
る
。

住
民
が
適
切
な
避

難
行

動
を
と
れ

る
よ
う
全
力
で
支
援

す
る


平

時
よ
り
、
災
害

リ
ス
ク
の
あ
る
全

て
の

地
域
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
住

民
を
対

象
に
、
継

続
的

に
防
災

教
育

、
避

難
訓

練
な
ど
を
実

施
し
、
「自

ら
の

命
は

自
ら
が
守

る
」意

識
の

徹
底
や

地
域

の
災

害
リ
ス
ク
と
と
る
べ

き
避

難
行

動
等

の
周

知
を
す

る
。


災

害
時
に
は
、
避
難

行
動

が
容
易

に
と
れ

る
よ
う
、
防
災

情
報

を
わ

か
り
や

す
く
提

供
す
る
。

目 指 す 社 会

住
民

行
政

✓
行
政

は
防

災
対
策

の
充

実
に
不

断
の

努
力

を
続

け
て
い
く
が

、
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

象
状

況
の

激
化

や
行
政

職
員

が
限

ら
れ

て
い
る
こ
と
等

に
よ
り
、
突

発
的

に
発

生
す
る
激
甚

な
災

害
へ

の
行
政

主
導

の
ハ
ー

ド
対

策
・
ソ
フ
ト
対
策

に
限
界

✓
防
災

対
策

を
今

後
も
維

持
・
向

上
す

る
た
め
、
国
民

全
体

で
共

通
理

解
の

も
と
、
住

民
主

体
の
防

災
対

策
に
転

換
し
て

い
く
必
要

現 状
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〇
支
援
内
容

補
助
率
:2
分
の
1

・個
別
具
体
の
地
域
課
題
を
踏
ま
え
た
先
進
的
な
検
討
の
た
め
の
、調

査
、

シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
（
実
地
検
証
を
含
む
。）

、検
討
、計

画
策
定
等
の
うち
、

その
成
果
が
各
⾃
治
体
の
作
成
す
る
防
災
に
関
す
る
計
画
の
策
定
・⾒
直
し

を
目
的
に
実
施
され
る
も
の
を対

象
とす
る
。

〇
地
域
の
特
徴
や
課
題
を
踏
ま
え
た
検
討
例

・⼤
規
模
地
震
に
お
け
る
、リ
ソー
ス
不
⾜
の
限
界
を
明
らか
に
した
被
害
想
定
や

防
災
対
策
な
どの
⾒
直
し

・⼤
規
模
水
害
を
想
定
した
広
域
避
難
計
画
を
検
討
す
る
に
あ
た
り、
市
町
村

事
務
を
都
道
府
県
が
広
域
的
な
⽴
場
か
ら⽀

援
す
る
検
討

・⾃
治
体
が
事
務
局
を
務
め
る
各
⽕
⼭
防
災
協
議
会
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
⽕
⼭
地
域
の
特
徴
に
応
じ、
⽕
⼭
ハ
ザ
ー
ドマ
ップ
や
避
難
計
画
等
の

一
連
の
警
戒
避
難
体
制
に
つ
い
て
、G
IS
等
の
デ
ジ
タル
デ
ー
タを
活
用
した

避
難
対
策
と併

せ
た
検
討

・⼤
規
模
⽕
⼭
噴
⽕
を
想
定
した
広
域
降
灰
に
か
か
る
防
災
対
策
を検

討
す
る
に
あ
た
り、
拠
点
位
置
や
対
応
手
段
等
に
つ
い
て
、各

地
域
の
実
情
に

応
じた
対
策
の
検
討

○
⼤
規
模
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、被

害
想
定
の
⾒
直
しや
新
た
な
防
災
対
策
が
検

討
され
て
お
り、
今
後
、各

地
域
で
も
被
害
想
定
の
⾒
直
しや
、地

域
の
実
情
を踏

ま
え
た
実
効
性
の
高
い
防
災
計
画
の
検
討
を
進
め
る
こと
が
必
要
で
あ
る
。

○
⽕
⼭
噴
⽕
や
風
水
害
に
対
して
も
、社

会
構
造
の
変
化
や
地
域
特
性
等
の
⾃
治

体
の
実
情
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

○
以
上
を
踏
ま
え
、⾃

治
体
の
被
害
想
定
や
防
災
計
画
等
の
策
定
・⾒
直
しの
うち
、

具
体
の
地
域
課
題
を
踏
まえ
た
先
進
的
な
取
組
に
つ
い
て
計
画
策
定
を
⽀
援
す
る
。

○
加
え
て
、取

組
事
例
を
周
知
・共
有
し、
他
⾃
治
体
で
の
実
践
を
促
す
こと
で
、防

災
対
策
の
促
進
を
図
る
。

大
規

模
災

害
対

策
支

援
補

助
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
3
0
0
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

1
8
0
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1
2
0
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
全
国
の
⾃
治
体
で
抱
え
て
い
る
課
題
解
決
に
資
す
る
先
進
的
取
組
を

具
体
化
させ
る
とと
も
に
、全

国
の
⾃
治
体
へ
の
横
展
開
を
図
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

調
査

・
企

画
担

当
）

国
都
道
府
県
・市
町
村

⼤
規
模
災
害
対
策

⽀
援
補
助
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国

災
害

関
係
調
査
費

民
間

事
業
者

等

１
．

ふ
る
さ

と
防
災
職
員
・
非
在
庁
型
研
修
員
の
連
携

２
．

地
域
防

災
力
強
化
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催

○
事

前
防
災

に
関
し
て
テ
ー
マ
を

設
定

し
、

有
識
者
も
交
え
て

取
組

や
知

見
を
共
有
。

○
ブ

ロ
ッ
ク

内
の
防
災
関
係
職
員

同
士

の
交

流
を
促
進
。

１
．
ふ

る
さ

と
防
災
職

員
・
非
在
庁
型
研
修
員

の
連
携

地
域
の

事
前
防
災

を
徹
底
的
に
進
め
る
た

め
、
内

閣
府
に
配

置
し

た
各
都

道
府
県
を
担
当
す
る
職
員
（
ふ
る

さ
と
防

災
職

員
）

及
び
各

都
道
府
県
庁
に
在
庁
し
て
内
閣
府

の
業
務

に
従
事

す
る

研
修
員

（
非
在
庁
型
研
修
員
）
等
が
連
携

し
、
都

道
府
県

及
び

市
区
町

村
の
防
災
施
策
推
進
に
係
る
技
術

的
助
言

や
連
絡

調
整

を
行
う

。

２
．

地
域
防

災
力
強
化
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催

自
治
体

職
員
の
事

前
防
災
に
係
る
識
見
の

向
上
と

共
有
を
図

る
た

め
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
都
道
府
県
や
大

都
市
等

の
防
災

担
当

者
が
一

堂
に
会
し
、
関
係
す
る
学
識
経
験

者
や
先

進
自
治

体
職

員
等
を

招
い
て
効
果
的
な
取
組
や
課
題
等

を
共
有

す
る
ブ

ロ
ッ

ク
会
議

を
開
催
す
る
。

地
方

公
共

団
体

と
連

携
し

た
地

域
防

災
力

強
化

の
取

組
推

進
に

係
る

経
費

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

4
8
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
内

閣
府
か

ら
の
働
き
か
け
や
自
治
体
間
の
取
組
共
有
に
よ
り
、

自
治

体
に
お

け
る
事
前
防
災
の
取
組
を
促
進
。

○
自

治
体
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
よ
り
、
内
閣

府
に

お
け
る

地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
施
策
検
討
を
促
進
。

期
待

さ
れ

る
効

果

都
道

府
県

・
市

区
町

村

D
県

非
在

庁
型

研
修

員

A
県

非
在

庁
型

研
修

員

B
県

非
在

庁
型

研
修

員

C
県

非
在

庁
型

研
修

員

事
前

防
災

の
徹

底 D
県

C
県

B
県

A
県

管
内

市
町

村

管
内

市
町

村

管
内

市
町

村

管
内

市
町

村

補
佐

主
査

主
査

A
県

担
当

職
員

B
県

担
当

職
員

C
県

担
当

職
員

D
県

担
当

職
員

都
道

府
県

担
当

職
員

（
ふ

る
さ

と
防

災
職

員
）

内
閣

府
防

災
地

域
防

災
力

強
化

担
当

D
県

A
県

B
県

C
県

近
隣
ブ
ロ
ッ
ク
内
都
道
府
県
等
職
員

非
在
庁
型

研
修
員

防
災
関
係
職
員

内
閣
府
防
災

職
員

有
識
者

（
学
識
経
験
者
・

先
進
自
治
体
職
員
等
）

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

地
域

防
災

力
強

化
担

当
）

8



○
都
道
府
県
に
よ
る
市
町
村
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
の
実
施
に
よ
り
、
計

画
作
成
に
着
手
す

る
時
期
の
前
倒
し
や
、
よ
り
実
効
的
な
取
組
が

可
能
と
な
る
。

○
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
具
体
的
な
課
題
解
決
の
相
談

・助
言

に
よ
り
、
個
別

避
難
計
画

作
成
の

加
速
が
図
ら
れ
る
。

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

要
支

援
者

の
避

難
に

係
る

個
別

避
難

計
画

の
作

成
の

推
進

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
1

0
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

 8
0
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
2

7
百

万
円

）
政

策
統

括
官

（
防

災
担

当
）

（
生

活
環

境
担

当
）

内
閣

府
民

間
調

査
会
社

等

事
業

概
要

･
目

的

○
激
甚
な
災
害
が
近
年

頻
発
し
て
い
る
な
か
、
多
く
の
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
被
害

を
受

け
る
結

果
と
な
り
、
要

配
慮
者

の
避

難
の

実
効

性
確

保
が

急
務

と
な
っ
て
い

る
こ
と
か

ら
、
令

和
３
年

５
月

に
災

害
対

策
基

本
法

(昭
和

36
年

法
律
第

22
3
号

)が
改

正
さ
れ

、
市

町
村

に
避

難
行

動
要

支
援

者
ご
と
に
個

別
避

難
計

画
の

作
成

が
努

力
義

務
化

さ
れ

る
な
ど
の

規
定

等
が

創
設

さ
れ

た
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上

で
危

険
な
地

域
に
お
住

い
の

、
介

護
を
要

す
る
方

な
ど
、
優

先
度

が
高

い
と
考

え
ら
れ

る
者
の
個
別
避
難

計
画
に
つ
い
て
概
ね
５
年
程
度
で
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
市
町
村
に
依
頼
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
で
危
険
な
地
域
に
お
住
い
の
、
介
護
を
要
す
る
方
な
ど
、
優
先

度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
者
の
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
概
ね
５
年
程
度
で
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
市
町
村
に
依
頼
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

○
個
別
避

難
計
画

を
作
成
す
る
市
町
村
は
、
災
害
の
態
様
や
ハ
ザ
ー
ド
の
状
況
、
気

候
に
加

え
、
人

口
規

模
、
年
齢

構
成

、
避

難
所

の
確

保
状

況
な
ど
、
地

域
の
状

況
が

異
な
り
、
個

別
避

難
計

画
の

作
成

に
あ
た
っ
て
課

題
と
な
る
事
柄

が
様
々

で
あ

る
。

○
こ
の
課

題
に
対

応
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
モ
デ
ル
事

業
等

に
取

り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が

、
令
和

７
年

４
月

現
在

に
お
い
て
、
未

策
定

の
団
体

が
５
０
あ
り
、
ま
た
、
一

部
作
成

済
み
の

団
体

に
お
い
て
も
、
災
害
発
生

に
備

え
、
更

な
る
計

画
の

作
成

が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

○
ま
た
、
個
別
の
課
題
と
し
て
も
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
計
画
づ
く
り
や
特
別

支
援
学
校

へ
の

直
接

避
難

等
、
多

様
な
関

係
団

体
と
の

連
携

が
必

要
な
課

題
が

山
積

し
て

い
る
た
め
、
本
事
業
で
は
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
の
更
な
る
加
速
化
を
目
指
す
。

○
こ
の

た
め

に
は

、
関

係
団

体
と
市

町
村

の
関

係
づ
く
り
を
支

援
す
る
全

国
団

体
や

都
道

府
県

の
役

割
が

極
め

て
重

要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
関

係
団

体
と
連

携
し
た
取

組
が
十

分
に
進
ん
で
い
な
い
市
町
村

を
後
押
し
す
る
た
め
、
市
町
村

に
対
す
る
総

合
的
な
支

援
を
実
施
で
き
る
体
制
作
り
を
行
う
。

<
個
別
避
難
計
画
作
成
加
速
化
事
業

>
○

全
国
協
議
会
等
の
開
催

•
全
国

レ
ベ
ル
の

関
係
団
体
や
関
係
省
庁

か
ら
な
る
全

国
協

議
会

を
開

催
し
、
個

別
避

難
計

画
の

作
成

な
ど
に
関

連
す
る
取
組

事
例
や

ノ
ウ
ハ

ウ
の
共

有
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
防

災
、

福
祉
、
保
健
な
ど
の
連
携
が

必
要
な
各
分
野

の
関
係

者
の
間

に
お
け
る
一
元
的

な
情
報
共

有
、
会
議
開
催
、
各
地
域
へ
の
働
き
か
け
等
に
つ
な
げ
る
。

•
全

国
都

道
府

県
の

担
当

者
を
集

め
、
先

進
事

例
等

の
紹

介
、
各

都
道

府
県

の
作

成
状

況
や

市
町

村
の

取
組
状

況
、
抱

え
る
課

題
や

当
該
課

題
に
係

る
有
識

者
か

ら
の

助
言

・
解

決
方
策
の
方
向
性
等
を
共
有
し
、
都
道
府
県

に
よ
る
市

町
村
支
援

の
促
進
を
図

る
。

○
関
係
団
体
と
の
連
携
し
た
取
組
の
加
速
を
支
援

す
る
事
業
の
実
施

 （
連

携
支

援
事
業
）

•
市

町
村

と
関

係
団

体
の

連
携

し
た
取

組
を
加

速
化

す
る
た
め

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

様
々
な
取
組
事
例
を
収
集
、
整
理
し
、
都
道

府
県

に
よ
る
市

町
村

支
援

を
可

能
と
す
る
た
め

の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
基
盤
を
整
備

し
普
及

を
図

る
。

•
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
の
研
修
、
Ｗ
Ｓ
、
普

及
啓
発

等
を
実
施
す
る
。

○
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣

•
先
導
的
に
取
り
組

む
自
治
体
職
員
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
全
国

の
自
治
体

に
派
遣
す
る
。

•
具

体
的

な
課

題
に
対

し
、
同

じ
自

治
体

職
員

の
立

場
の
視

点
で
助

言
等

す
る
こ
と
に
よ
る
早

期

の
対

応
を
実

現
す
る
。

○
個
別
避
難
計
画
作
成
相
談
員
の
都
道

府
県
へ
の

配
置

・
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
進
ま
な
い
都
道
府
県
に
対
し
て
、
個
別
避
難
計
画
作
成
相
談
員
を

配
置
し
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
等
の
支
援
を
行
う
。

<
普

及
・
啓

発
事

業
>

○
個
別
避
難
計
画
作
成
モ
デ
ル
事
業
の
広

報
展
開

•
こ
れ

ま
で
の

モ
デ
ル

事
業

及
び
加

速
化

支
援

事
業

で
得

ら
れ

た
、
効

率
的

・
効

果
的

な
作

成
プ
ロ
セ
ス
を
全
国
の
自
治
体
に
共
有
す
る
。

•
個

別
避

難
計

画
の

作
成

に
役

立
つ
情

報
を
収

集
し
、
広

報
素

材
等

と
し
て
全

国
の

自
治

体
に

展
開

す
る
こ
と
で
自

治
体

の
取

組
を
支

援
す
る
。
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政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

計
画

担
当

）

防
災

計
画

の
充

実
の

た
め

の
取

組
推

進
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
4
5
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

1
9
百

万
円

】
（

令
和

７
年

度
予

算
額

2
6
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

国
災

害
関

係
調

査
費

民
間
事
業
者
等

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

○
関

係
府

省
庁

の
施

策
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や

、
地

方
公

共
団

体
の

推
進

計
画

の
実

効
性

の
向

上
に
よ
り
、
各

基
本

計
画

に
掲

げ
る
減

災
目

標
の

達
成

に
向

け
た
取

組
の

推
進

が
期

待
さ
れ

ま
す
。
ま

た
、

国
民

一
人

ひ
と

り
の

大
規

模
地

震
に

対
す

る
事

前
防

災
の

取
組
の
促
進
や
、
発
災
時
の
適
切
な
行
動
が
浸
透
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
中
央
防
災
会
議
等
で
は
、
各
種
の
大
規
模
地
震
（
南

海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下
地
震
、
日
本
海
溝
・
千

島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
）
に
関
す
る
基
本
計
画
の

策
定
、
継
続
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
は
令
和
７
年
度
に
、
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
つ
い
て
は
令
和

４
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
基
本
計
画
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
直
下
地
震
に
つ
い
て
も
変
更
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

○
こ
れ
ら
の
大
規
模
地
震
対
策
の
推
進
に
向
け
て
は
、

変
更
後
の
基
本
計
画
に
基
づ
く
各
府
省
庁
の
取
組
を

強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
等
が

変
更
後
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
作
成
・
変
更
す
る
推

進
計
画
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
講
ず

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
ま

た
、

こ
う

し
た

大
規

模
地

震
に

対
す

る
事

前
防

災
の

取
組

は
、

国
や

地
方

公
共

団
体

の
み

な
ら

ず
、

国
民

一
人

ひ
と

り
が

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
、

発
災

時
の

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
有
識
者
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
施
策

の
進
捗
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
課
題
の
把
握

を
行
い
、
関
係
府
省
庁
へ
共
有
す
る
な
ど
に
よ
り
、
減
災
目
標
の
達

成
等
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

○
地
方
公
共
団
体
等
が
作
成
す
る
推
進
計
画
が
、
個
々
の
地
域
の
地

理
的
・
社
会
的
特
性
を
踏
ま
え
る
な
ど
実
効
性
が
確
保
さ
れ
た
計
画

と
な
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
等
が
直
面
し
得
る
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
好
事
例
等
の
調
査
・
整
理
を
し
、
横
展
開
を
図
り
ま
す
。

○
さ
ら
に
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
大
規
模
災
害
を
「
自
分
ご
と
」
と

し
て
捉
え
、
「
命
を
守
り
、
命
を
つ
な
ぐ
」
行
動
を
し
て
も
ら
う
べ

く
、
首
都
直
下
地
震
等
の
基
本
計
画
等
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
国
民

に
対
す
る
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

【
※

各
計

画
に

お
け

る
、

1
0
年

間
で

達
成

す
べ

き
減

災
目

標
】

南
海
ト
ラ
フ
地
震

死
者
数
：
約
2
9
.
8
万
人

→
 
概
ね
８
割
減

（
R
7
.
7
変
更
～
）

全
壊
焼
失
棟
数
：
約
2
3
5
万
棟

→
 
概
ね
５
割
減

首
都
直
下
地
震

死
者
数
：
約
2
.
3
万
人

→
 
概
ね
半
減

（
H
2
7
.
3
変
更
～
）

全
壊
焼
失
棟
数
：
約
6
1
万
棟

→
概
ね
半
減

日
本
海
溝
地
震

死
者
数
：
約
1
9
.
9
万
人

→
 
概
ね
８
割
減

千
島
海
溝
地
震

死
者
数
：
約
1
0
万
人

→
 
概
ね
８
割
減

（
R
4
.
9
変
更
～
）
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○
首

都
直

下
地

震
や

南
海

ト
ラ

フ
地

震
等

の
発

生
に

備
え

、
災

害
時

に
国

民
生

活
等

へ
の

影
響

を
最

小
化

す
る

た
め

、
中

央
省

庁
・

地
方

公
共

団
体

・
民

間
企

業
な

ど
社

会
全

体
の

事
業

継
続

体
制

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
特

に
、

今
後

見
直

し
予

定
の

首
都

直
下

地
震

緊
急

対
策

推
進

基
本

計
画

等
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な
取

組
推
進
が
重
要
で
す

。

社
会

全
体

と
し

て
の

事
業

継
続

体
制

の
構

築
推

進
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
7

5
百

万
円

 【
う

ち
要

望
額

 2
9
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
4

6
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的

資
金

の
流

れ

○
社

会
全
体

の
事
業
継
続
体
制
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
い

か
な

る
大
規

模
災
害
に
お
い
て
も
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に

及
ぼ

す
影
響

を
最
小
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

計
画

担
当

）

国
災

害
関
係
調
査
費

民
間

事
業
者

等

⇒
中

央
省
庁

に
つ

い
て
は
、
霞
が
関
地
区
の
庁

舎
等

で
業

務
を

継
続

す
る
た

め
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
冗

長
性

・
代

替
性

の
強

化
や

首
都

圏
外

か
ら

の
広
域
的
な
応
援
体

制
の

構
築

、
庁

舎
等

が
使

用
で

き
な

く
な

っ
た
場
合
を
想
定
し

た
首

都
圏

内
外

の
一

時
的

移
転

の
実
効

性
確
保
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

⇒
地

方
公

共
団

体
に

つ
い

て
は

、
災

害
時

に
お
け
る
人

的
応

援
の

受
入

れ
体

制
の

実
効

性
を
高

め
る
と
と
も
に
、
「
南

海
ト
ラ
フ
地

震
に
お
け
る
応

急
対

策
職

員
派

遣
制

度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
等

を
踏

ま
え
た
都

道
府

県
に
お
け
る
受

入
れ

体
制

の
強

化
が

求
め

ら
れ

て
い
ま
す
。

⇒
民

間
企

業
等

に
つ
い
て
は
、
自
社
の
防
災
力

向
上

だ
け

で
な

く
、

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン
全
体
で
の
事
業

継
続

力
の

一
層

の
向

上
が

求
め

ら
れ
て

い
ま
す
。

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

①
中

央
省
庁

に
お
け
る
業
務
継
続
体
制
の
確
保

・
霞

が
関
地

区
の
庁
舎
等
で
の
執
行
体
制
・
執
務
環
境
の
確
保
に
向
け

た
効

率
的
・

効
果
的
な
方
策
の
検
討
。

・
首

都
圏
内

外
の
代
替
拠
点
へ
の
一
時
的
移
転
に
関
す
る
政
府
の
業
務

継
続

計
画
の

実
効
性
確
保
に
向
け
た
訓
練
等
に
よ
る
課
題
検
証
。

・
省

庁
業
務

継
続
計
画
に
つ
い
て
有
識
者
に
よ
る
評
価
。

②
地

方
公
共

団
体
に
お
け
る
業
務
継
続
体
制
の
確
保

・
地

方
公

共
団

体
に

お
け

る
受

援
体

制
の

構
築

の
促

進
に

向
け

た
調

査
・

検
討
業

務
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
。

・
大

規
模
災

害
を
想
定
し
た
都
道
府
県
の
受
援
体
制
の
検
討
。

③
民

間
企
業

等
の
事
業
継
続
体
制
の
構
築
及
び

災
害
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
の
取
組
推
進

・
南

海
ト
ラ

フ
地
震
、
首
都
直
下
地
震
の
基
本
計
画
見
直
し
を
踏
ま
え

た
企

業
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
課
題
に
関
す
る
調
査
や
、
事
業
継
続
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

の
見
直

し
に
向
け
た
有
識
者
検
討
会
の
企
画
運
営
、
改
定
版

の
作

成
。

・
改

定
版
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
促
進
の
た
め
の
情
報

発
信

。
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事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性

期
待

さ
れ

る
効

果

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
内

容

国
と

地
方

の
防

災
を

担
う

人
材

の
育

成
に

係
る

経
費

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

2
3

3
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

 3
7
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1

8
4
百

万
円

）

民
間
事
業
者
等

資
金

の
流

れ

災
害
関
係
調

査
費
等

国

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

訓
練

・
人

材
育

成
担

当
）

[
事

業
年
度

：
平
成

2
5
年
度

～
終

了
年

度
未

定
]

○
危

機
事

態
に

迅
速

・
的

確
に

対
応

で
き

、
国

・
地

方
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
で

き
る

防
災

人
材

育
成

の
た

め
に

、
国

・
自

治
体

等
の

職
員

を
対

象
と

し
て

、
防

災
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

養
成

に
向

け
た

研
修
を

実
施
し
ま

す
。

○
ま

た
、

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

女
性

参
画

の
拡

大
や

デ
ジ

タ
ル

活
用

推
進

、
日

本
海

溝
・

千
島

海
溝

地
震

等
の

巨
大

地
震

対
策

な
ど

、
社

会
情

勢
や

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

研
修

内
容

の
充

実
や

受
講

者
数

の
拡

大
等

に
向

け
、

防
災

の
有

識
者

か
ら

な
る

企
画

検
討

会
を

開
催

し
、

体
系

的
な

防
災

人
材

の
養
成
に

係
る
検

討
を

実
施

し
ま

す
。

○
さ

ら
に

、
発

災
時

の
応

援
職

員
等

が
、

担
当

す
る

業
務

の
手

順
や

基
礎

知
識

を
習

得
す

る
た

め
の

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

ツ
ー
ル
の

整
備
・

運
用

を
図

り
ま

す
。

①
Ｏ
Ｊ
Ｔ

研
修
【

4
8
百

万
円
】

自
治

体
等

の
職

員
が

内
閣

府
防

災
の

業
務

を
行

い
な

が
ら

、
防

災
研

修
を

受
講
す
る

Ｏ
Ｊ
Ｔ

研
修

を
行
い
ま

す
。

②
有
明
の

丘
研
修

【
1
1
6
百
万
円

】

国
・

自
治

体
等

の
職

員
を

対
象

に
企

画
検

討
会

で
の

検
討

を
踏

ま
え

て
、

職
位

に
応

じ
た

効
率

的
な

研
修

の
実

施
等

に
よ

り
、

防
災

人
材

の
育

成
を

図
り
ま
す
。

③
地
域
研

修
【
6
2
百
万

円
】
（

拡
充
）

都
道

府
県

と
の

共
催

に
よ

る
地

域
研

修
の

企
画

・
実

施
、

研
修

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
整

備
の

ほ
か

、
総

務
省

の
応

援
自

治
体

の
事

前
割

り
当

て
に

基
づ

き
、

地
域

研
修

の
対

象
を

都
道

府
県

単
位

か
ら

応
援

受
援

の
都

道
府

県
に

拡
充

し
、

新
た
な
研

修
を
実

施
し

ま
す
。

④
防
災
ス

ペ
シ
ャ

リ
ス

ト
養
成

ｅ
ラ
ー

ニ
ン

グ
【
7
百

万
円
】

自
治

体
の

職
員

が
常

時
・

短
時

間
で

災
害

対
応

業
務

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る
「
ｅ

ラ
ー
ニ

ン
グ

」
を
運
用

し
ま
す

。

○
各

地
域

に
お
い
て
、
防

災
人

材
が

育
成

さ
れ

、
地

域
の

災
害

対
応

力
の

強
化

が
図

ら
れ

る
と
と
も
に
、
国

の
職

員
の

災
害

意
識

醸
成

が
図

ら
れ

、
大

規
模

災
害

時
の
災
害
対
応
へ
の
備
え
が
図
ら
れ

ま
す
。
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政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

訓
練

・
人

材
育

成
担

当
）

防
災

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
支

援
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
運

用
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
１

６
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
２

５
百

万
円

）

＜
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

＞
維
持
的
整
備

【要
求
内
容
、要
求
の
背
景
、目
的
等
】

内
閣
府
で
は
、「
危
機
事
態
に
迅
速
・的
確
に
対
応
で
き
る
人
」「
国
・地
方
の
ネ
ット
ワ
ー
クを
形
成
で
き

る
人
」を
人
物
像
とし
た
防
災
ス
ペ
シ
ャリ
ス
トの
養
成
を
⾏
って
い
る
。そ
の
うち
の
「有
明
の
丘
研
修
」は
、

防
災
全
般
を
対
象
とし
た
全
10
コー
ス
か
らな
り、
コー
デ
ィネ
ー
ター
（
有
識
者
）
の
監
修
の
下
、最

新
の
防
災
施
策
等
を
反
映
して
い
る
。

昨
今
の
災
害
の
頻
発
化
・激
甚
化
・多
様
化
に
加
え
、社

会
・産
業
の
⾼
度
化
や
デ
ジ
タル
化
な
どに

伴
い
、防

災
⾏
政
は
広
範
か
つ
複
雑
化
し、
⾃
治
体
職
員
は
分
野
横
断
的
な
知
識
と業

務
の
対
応
が

求
め
られ

て
い
る
。そ
の
た
め
、最

新
か
つ
体
系
的
な
、質

の
⾼
い
防
災
研
修
の
必
要
性
が
増
加
す
る
一

方
、「
研
修
指
導
要
領
・標
準
テ
キ
ス
ト」

※
1の
更
新
に
か
か
る
作
業
は
膨
⼤
化
し、
事
務
局
や
有
識
者

に
よ
る
属
人
的
な
対
応
で
は
、継

続
が
困
難
な
状
況
とな
りつ
つ
あ
る
。

※
1:
講
師
向
け
の
指
導
基
準
及
び
標
準
的
な
研
修
テ
キ
ス
ト

そ
こ
で
、最

新
の
施
策
や
社
会
情
勢
・ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
研
修
内
容
の
充
実
に
向
け
、A
Iや

RP
A※

2等
の
情
報
処
理
技
術
を
⽤
い
た
、教

材
の
効
率
的
な
更
新
を
⽀
援
す
る
「⽀
援
シ
ス
テ
ム
2.
0」

（
R7
）
を
さら
に
改
良
し、
「⽀
援
シ
ス
テ
ム
3.
0」
の
作
成
費
⽤
とし
て
、1
6百

万
円
を
要
求
す
る
。

※
2︓

Ro
bo
tic
Pr
oc
es
s
Au
to
m
at
io
n（

ロボ
ット
に
よ
る
業
務
⾃
動
化
）

【必
要
性
、緊
急
性
、効
果
】

「
防
災
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
指
針
」
の
策
定
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
及
び
首
都
直
下
地
震
の
基
本
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
最
新
の
防
災
施
策
に
適
時
適
切
に
対
応

し
た
防
災
研
修
と
す
る
た
め
、
高
頻
度
か
つ
広
範
に
教
材
を
更
新
す
る
体
制
の
整
備
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
整
備
に
よ
り
、
教
材
の
更
新
体
制
を
強
化
し
、
研
修
の
質
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
更
新
作
業
の
負
担
を
軽
減
し
、
働
き
方
改
革
に
も
資
す
る
た
め
、
職
員
は
よ

り
価
値
創
造
的
な
業
務
に
注
力
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
支
援
シ
ス
テ
ム

研
修
指
導
要
領
等
（
有
明
の
丘
研
修
）

･･

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

事
務
局
・
有
識
者
に
よ
る
検
討
【
内
容
精
査
・
検
討
】

地
方
公
共
団
体

都
道
府
県

市
区
町
村

国
（
内
閣
府
）

有
明
の
丘

研
修

〔
デ
ー
タ
利
用
〕

〔
デ
ー
タ
解
析
・
配
信
：
要
更
新
箇
所
を
抽
出
〕

〔
デ
ー
タ
取
得
・
変
換
：
最
新
情
報
を
取
得
〕

情
報
源

災
害
対
策
基
本
法

訓
練
大
綱

中
央
防
災
会
議

防
災
基
本
計
画

省
庁
通
知

地
域
防
災
計
画

マ
ニ
ュ
ア
ル

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

論
文

災
害
検
証
報
告
書

な
ど

イン
ター
ネ
ット
経
由

（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）

シ
ス
テ
ム
化
対
象
範
囲

事
業
イ
メ
ー
ジ
、
具
体
例

研
修
指
導
要
領
・
標
準
テ
キ
ス
ト
を
最
新
に
更
新

講
座
・
教
材
等
の
更
新
箇
所
を
提
案 国
（
内
閣
府
）

災
害
対
応

eラ
ー
ニ
ン
グ

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ス

⑩ 総
合

監
理

テ
ー
マ

①
避
難
所

開
設

コ
ン
テ
ン
ツ
を
最
新
に
更
新

支
援
シ
ス
テ
ム
2.
0

コ
ー
ス

②
災
害
へ

の
備
え

コ
ー
ス

① 防
災

基
礎

･･

支
援
シ
ス
テ
ム
1.
0

コ
ー
ス

● ■
■

■
■

有
明
の
丘
研
修
の
一
部
コ
ー

ス
で
シ
ス
テ
ム
1.
0を

作
成
・

試
行

試
用 ・ 改
良

試
用
・
課
題
抽
出

要
求

内
容

投
資
対
効
果 情
報
処
理
業
務
庁
費

国
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
者

資
金
の
流
れ

委
託

費
⽤
削
減
効
果
16
百
万
円
（
整
備
経
費
に
対
し1
7.
6％

）
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事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性

期
待

さ
れ

る
効

果

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
内

容

総
合

防
災

訓
練

大
綱

に
基

づ
く

総
合

防
災

訓
練

に
係

る
経

費
 ①

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
2

3
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

 2
1
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1

0
5
百

万
円

）

民
間
事
業
者
等

資
金

の
流

れ

災
害
関
係
調

査
費
等

国

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

訓
練

・
人

材
育

成
担

当
）

[
事

業
年
度

：
平
成

2
6
年
度

～
終

了
年

度
未

定
]

○
災

害
発

生
時

に
は

防
災

関
係

機
関

が
一

体
と

な
っ

て
対

応
す

る
必

要
が

あ
り

、
か

つ
、

平
時

の
訓

練
が

な
け

れ
ば

、
実

際
の

発
災

時
の

業
務

遂
行

は
不
可
能

で
す
。

○
そ

の
た

め
、

災
害

対
策

基
本

法
や

、
防

災
基

本
計

画
等

に
お

い
て

は
、

訓
練

の
実

施
が

定
め

ら
れ

て
い
ま
す

。

○
そ

れ
ら

を
踏

ま
え

て
、

総
合

防
災

訓
練

大
綱

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

各
種

訓
練

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
・

各
機

関
の
機
能

確
認

と
実

効
性

の
検

証
・

平
時

か
ら
の
各

機
関

等
相

互
の

連
携

強
化

・
防
災

計
画
等
の

課
題

発
見

や
継

続
的

な
改

善
・

住
民

の
防
災
意

識
・

知
識

の
向

上
・

各
機

関
や
民
間

の
日

常
的

な
取

組
の

検
証

を
図
る
こ

と
を
目

的
と

し
ま

す
。

①
「
防
災

の
日
」

総
合
防

災
訓
練

等
【

1
百

万
円

】

官
邸
で
の

政
府
本

部
の

運
営
や
政

府
現

地
調

査
の

訓
練

を
し

ま
す

。

②
緊
急
災

害
対
策

本
部

事
務
局

運
営
訓

練
【
8
百

万
円
】

本
部
事
務

局
の
業

務
の

習
熟
や
各

機
関

の
連

携
に

つ
い

て
訓

練
し

ま
す

。

③
緊
急
災

害
現
地

対
策

本
部
運

営
訓
練

【
4
1
百

万
円
】

現
対

本
部

の
業

務
の

習
熟

や
自

治
体

等
と

の
連

携
に

つ
い

て
訓

練
し

ま
す

。

④
都
道
府

県
災
害

対
策

本
部
と

の
連
携

訓
練
【

4
1
百

万
円
】

能
登

半
島

地
震

の
教

訓
を

踏
ま

え
て

、
国

と
自

治
体

と
の

連
携

を
強

化
し

、
被

災
状

況
の

把
握

や
市

町
村

支
援

な
ど

災
害

対
応

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
と
都
道

府
県
の

災
対

本
部
と
の

連
携
訓

練
を

実
施

し
ま

す
。

⑤
自
然
災

害
対
処

能
力

の
向
上

に
資
す

る
訓

練
等

の
充

実
【
1
1
百

万
円

】

感
染

症
対

策
や

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
な

ど
に

対
応

し
た

訓
練

、
研

修
を

充
実

さ
せ

、
国

と
自

治
体

間
で

訓
練

情
報

を
共

有
し

、
経

験
値

・
イ

メ
ー

ジ
の
共
通
化

を
図
り

ま
す

。

⑥
国
の
地

方
公
共

団
体

へ
の
先

手
支
援

に
向

け
た

訓
練

【
2
1
百

万
円
】

(
新
規
）

改
正

災
害

対
策

基
本

法
に

規
定

す
る

、
国

の
機

関
が

都
道

府
県

か
ら

の
要

請
を

待
つ

こ
と

な
く

支
援

を
実

施
す

る
訓

練
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

内
閣
府
の
司

令
塔
機

能
の

強
化
と
地

域
防
災

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

○
多

数
か
つ
多
様

な
主

体
が
参

加
す
る
訓

練
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
課

題
の

抽
出

・
改
善
、
防
災

関
係
機

関
の
連

携
強

化
に
よ
り
、
災

害
対

応
力

・
防

災
意

識
の

向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
次

ペ
ー
ジ
に
続

く
）
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事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性

期
待

さ
れ

る
効

果

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
内

容

総
合

防
災

訓
練

大
綱

に
基

づ
く

総
合

防
災

訓
練

に
係

る
経

費
 ②

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
2

0
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

 2
0
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
9

9
百

万
円

）

民
間
事
業
者
等

資
金

の
流

れ

災
害
関
係
調

査
費
等

国

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

訓
練

・
人

材
育

成
担

当
）

[
事

業
年
度

：
平
成

2
6
年
度

～
終

了
年

度
未

定
]

○
災

害
発

生
時

に
は

防
災

関
係

機
関

が
一

体
と

な
っ

て
対

応
す

る
必

要
が

あ
り

、
か

つ
、

平
時

の
訓

練
が

な
け

れ
ば

、
実

際
の

発
災

時
の

業
務

遂
行

は
不
可
能

で
す
。

○
そ

の
た

め
、

災
害

対
策

基
本

法
や

、
防

災
基

本
計

画
等

に
お

い
て

は
、

訓
練

の
実

施
が

定
め

ら
れ

て
い
ま
す

。

○
そ

れ
ら

を
踏

ま
え

て
、

総
合

防
災

訓
練

大
綱

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

各
種

訓
練

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
・

各
機

関
の
機
能

確
認

と
実

効
性

の
検

証
・

平
時

か
ら
の
各

機
関

等
相

互
の

連
携

強
化

・
防
災

計
画
等
の

課
題

発
見

や
継

続
的

な
改

善
・

住
民

の
防
災
意

識
・

知
識

の
向

上
・

各
機

関
や
民
間

の
日

常
的

な
取

組
の

検
証

を
図
る
こ

と
を
目

的
と

し
ま

す
。

⑦
地
震
・

津
波
防

災
訓

練
【
7
0
百
万
円

】
（
拡

充
）

地
域

住
民

等
が

参
加

し
た

避
難

行
動

等
の

訓
練

と
と

も
に

、
地

域
の

災
害

リ
ス

ク
や

発
災

時
の

行
動

等
を

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
人

的
被
害
の
低

減
と
災

害
対

応
力
の
向

上
を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
令

和
７

年
７

月
に

発
生

し
た

カ
ム

チ
ャ

ッ
カ

半
島

付
近

の
地

震
に

伴
い

発
表

さ
れ

た
津

波
警

報
を

受
け

た
大

規
模

・
長

時
間

の
避

難
で

の
課

題
を

踏
ま

え
、

高
台

や
避

難
ビ

ル
等

の
一

次
避

難
場

所
に

お
け

る
避

難
状

況
の

把
握

、
避

難
住

民
の

安
全

を
確

保
し

、
二

次
避

難
場

所
に

円
滑

に
避

難
誘

導
す

る
な

ど
の

訓
練

を
実

施
し

、
人

命
・

人
権

を
最

優
先

し
た

防
災

対
応

を
図

り
ま
す
。

⑧
孤
立
集

落
防
災

訓
練

【
5
0
百

万
円
】

災
害

時
に

交
通

・
通

信
等

が
途

絶
し

て
孤

立
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
地

域
に

お
い

て
、

状
況

把
握

や
適

切
か

つ
迅

速
な

支
援

等
の

訓
練

を
実

施
す

る
こ
と
に
よ

り
、
各

地
域

に
お
け
る

災
害

対
応

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

○
多

数
か
つ
多
様

な
主

体
が
参

加
す
る
訓

練
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
課

題
の

抽
出

・
改
善
、
防
災

関
係
機

関
の
連

携
強

化
に
よ
り
、
災

害
対

応
力

・
防

災
意

識
の

向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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[事
業

年
度

：
平

成
2

6
年

度
～

終
了

年
度

未
定

]
近

年
、

大
規

模
災

害
の

発
生

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

な
か

、
台

風
、

豪
雨

、
地

震
等

へ
の

防
災

・
減

災
を

図
る

た
め

に
は

、
国

民
の

防
災

意
識

の
向

上
、

防
災

知
識

の
普

及
及

び
防

災
関

係
機

関
、

学
校

、
公

民
館

、
地

元
企

業
を

は
じ

め
、

地
域

住
民

を
含

め
た

防
災

体
制

の
整

備
が

極
め

て
重

要
で

す
。

そ
の

た
め

、
国

民
一

人
ひ

と
り

に
災

害
を

自
分

事
と

し
て

捉
え

、
身

の
回

り
の

災
害

リ
ス

ク
や

災
害

時
に

取
る

べ
き

行
動

へ
の

理
解

を
促

す
「

防
災

推
進

国
民

大
会

」
や

「
津

波
防

災
の

日
イ

ベ
ン

ト
」

、
「

火
山

防
災

の
日

イ
ベ

ン
ト

」
の

開
催

、
防

災
の

担
い

手
の

発
掘

と
育

成
、

好
事

例
の

相
互

間
の

水
平

展
開

等
が

可
能

な
「

総
合

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
」

の
運

営
な

ど
に

よ
り

、
全

国
の

防
災

活
動

の
底

上
げ

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

自
助

・
共

助
を

向
上

す
る

た
め

、
地

域
住

民
等

が
地

域
の

災
害

リ
ス

ク
に

基
づ

い
て

作
成

す
る

地
区

防
災

計
画

の
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

さ
ら

に
防

災
意

識
の

向
上

を
図

る
「

防
災

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
」

や
団

体
・

個
人

が
取

り
組

む
優

良
な

防
災

教
育

の
横

展
開

を
図

る
「

防
災

教
育

チ
ャ

レ
ン

ジ
プ

ラ
ン

」
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
令

和
８

年
度

に
予

定
さ

れ
る

「
防

災
庁

」
設

置
を

見
据

え
、

「
本

気
の

事
前

防
災

」
の

観
点

か
ら

、
令

和
７

年
６

月
に

公
表

さ
れ

た
「

防
災

庁
設

置
準

備
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
報

告
書

」
等

を
踏

ま
え

、
幼

児
期

か
ら

義
務

教
育

期
に

か
け

て
、

本
格

的
な

防
災

教
育

を
関

係
省

庁
と

も
連

携
し

て
実

行
す

る
な

ど
、

国
民

一
人

ひ
と

り
の

行
動

変
容

を
促

す
教

育
・

啓
発

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

実
践
的
な
防
災
行
動
定
着
に
向
け
た
国
民
運
動
の
推
進

令
和
８
年
度
概
算
要
求
額

27
3百

万
円
【う
ち
要
望
額

10
1百

万
円
】

（
令
和
７
年
度
予
算
額

19
1百

万
円
）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

国
災

害
関

係
調

査
費

民
間

事
業

者
等

資
金

の
流

れ
○

国
民

に
対

す
る

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
を

き
め

細
か

く
行

う
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
効

果
が

各
界

各
層

に
浸

透
、

国
民

の
防

災
活

動
へ

の
自

律
的

・
積

極
的

な
参

加
が

促
進

さ
れ

、
地

域
の

防
災

力
が

高
ま

り
、

災
害

の
未

然
予

防
及

び
災

害
被

害
の

軽
減

が
可

能
と

な
り

ま
す

。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

（
普
及
・防
災
教
育
・N

PO
ボ
ラ
ン
テ
ィア
連
携
担
当
）

〇
地

区
防

災
計

画
の

作
成

促
進

→
地

域
の

自
助

・
共

助
の

強
化


地

区
防

災
計

画
の

取
組

状
況

調
査

：
自

治
体

等
に

対
し

て
取

組
状

況
を

調
査

、
優

良
事

例
の

発
掘

・
横

展
開


作

成
支

援
者

の
育

成
に

向
け

た
取

組
：

地
区

の
防

災
計

画
作

成
者

や
作

成
を

支
援

す
る

自
治

体
職

員
に

対
す

  る
研

修
、

育
成

・
支

援

防
災

力
の

高
い

社
会

の
構

築

実
践

的
な

防
災

行
動

推
の

た
め

の
取

組

〇
国

民
運

動
の

推
進

→
国

民
の

防
災

意
識

の
向

上


防
災

推
進

国
民

大
会

（
ぼ

う
さ

い
こ

く
た

い
）

：
行

政
、

学
術

界
、

民
間

企
業

等
の

様
々

な
主

体
が

防
災

活
動

を
全

国
規

模
で

発
表


津

波
防

災
、

火
山

防
災

に
係

る
普

及
啓

発
：

津
波

防
災

の
日

（
1
1
月

5
日

）
、

火
山

防
災

の
日

（
8
月

2
6

日
）

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
し

て
国

民
の

防
災

意
識

の
底

上
げ

を
図

る


T
E
A

M
防

災
ジ

ャ
パ

ン
：

防
災

の
担

い
手

の
発

掘
や

防
災

の
好

事
例

を
紹

介
で

き
る

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
の

運
営

な
ど

〇
防

災
教

育
の

推
進

→
主

に
こ

ど
も

た
ち

が
災

害
か

ら
生

命
を

守
る

能
力

を
身

に
付

け
る


防

災
教

育
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
：

防
災

教
育

の
取

組
プ

ラ
ン

を
募

集
、

支
援

し
、

優
良

事
例

を
横

展
開


国

民
（

特
に

若
年

者
）

の
行

動
変

容
を

促
す

新
た

な
普

及
コ

ン
テ

ン
ツ

整
備

・
発

信
：

新
た

な
普

及
用

動
画

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

創
設

、
心

理
学

等
多

様
な

専
門

的
知

見
や

過
去

の
具

体
的

教
訓

を
踏

ま
え

た
コ

ン
テ

ン
ツ

の
整

備
、

防
災

に
造

詣
の

あ
る

有
名

人
を

活
用

し
た

広
報

な
ど
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官
⺠
連
携
に
よ
る
被
災
者
支
援
体
制
整
備
等

令
和
8年

度
概
算
要
求
額
69
2百

万
円
【
う
ち
要
望
額
47
5百

万
円
】

（
令
和
７
年
度
予
算
額

31
5百

万
円
）

⃝
大
規
模
災
害
に
際
し
て
は
、
膨
大
な
災
害
対
応
の
業
務
が
発
生
す
る
が
、

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
被
災
者
の
支
援
で
は
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
、
も
れ
や
ム
ラ
の
な
い
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
⾏
政
だ

け
で
は
難
し
く
、
災
害
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
発
的
な
取
り
組

み
と
の
連
携
が
不
可
⽋
で
あ
る
。

⃝
こ
の
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
、
官
⺠
連
携
体
制
の
構
築
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
む
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

⃝
こ
れ
を
背
景
に
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
被
災
者
援
護
協

⼒
団
体
登
録
制
度
が
創
設
さ
れ
、
令
和
７
年

7⽉
か
ら
同
制
度
が
施
⾏
さ

れ
た
。
ま
た
、
第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
（
令
和
７
年
６
⽉

６
日
閣
議
決
定
）
で
は
、
発
災
時
に
お
け
る
⺠
間
・
NP

O・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
活
動
環
境
の
整
備
の
必
要
性
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

⃝
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
⾏
す
る
た
め
、
都
道
府
県
域
の
災
害
中
間
支
援

組
織
を
⽴
上
げ
、
⺠
間
の
被
災
者
の
支
援
団
体
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
災
害
中
間
支
援
組
織
を
核
と
し
た
官
⺠
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
。
こ
の
体
制
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
「
避
難

生
活
支
援
・
防
災
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

被
災
者
支
援
団
体
へ
の
活
動
経
費
を
一
部
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支

援
団
体
の
裾
野
を
広
げ
る
。

事
業
概
要
・
目
的

内
閣
府

資
⾦
の
流
れ

○
平
時
か
ら
の
官
⺠
連
携
体
制
が
構
築
・
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
発
災
時
に
は

円
滑
・
効
果
的
で
き
め
細
や
か
な
被
災
者
支
援
が
実
施
さ
れ
、
災
害
被
害
の
軽

減
が
可
能
と
な
る
。

期
待
さ
れ
る
効
果

（
１
）
都
道
府
県
域
に
お
け
る
官
⺠
連
携
体
制
の
整
備

○
第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
に
お
け
る
、
令
和
12
年
度
ま
で
に
都

道
府
県
域
に
お
け
る
災
害
中
間
支
援
組
織
の
設
置
率
を
10

0%
と
す
る
目
標
の

達
成
の
た
め
、
過
年
度
の
体
制
強
化
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を
活
⽤
し
、
災
害
中

間
支
援
組
織
の
⽴
ち
上
げ
を
支
援
す
る
。

（
２
）
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
新
時
代
の
実
現
に
向
け
た
「
避
難
生
活
支

援
・
防
災
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

○
同
計
画
に
お
け
る
、
全
国
の
市
区
町
村
（
17

41
自
治
体
）
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
人
材
育
成
研
修
等
の
開
催
完
了
率
を
、
令
和
12
年
度
ま
で
に
50
％
、
令

和
17
年
度
ま
で
に
10

0％
と
す
る
目
標
の
達
成
の
た
め
、
避
難
生
活
支
援
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
。

（
３
）
災
害
対
策
へ
の
⺠
間
主
体
参
画
、
官
⺠
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

○
団
体
登
録
制
度
を
運
⽤
し
て
被
災
者
支
援
を
担
う
団
体
と
人
材
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
整
備
し
、
平
時
か
ら
地
方
自
治
体
と
災
害
中
間
支
援
組
織
に
情
報
を

集
め
、
発
災
時
に
こ
れ
を
核
と
し
て
官
⺠
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

（
４
）
被
災
者
支
援
団
体
へ
の
活
動
経
費
補
助
事
業

○
⻑
期
化
す
る
被
災
者
支
援
を
支
え
、
活
動
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、
自
治
体

等
と
連
携
す
る
NP

O等
の
被
災
者
支
援
活
動
の
経
費
を
一
部
補
助
す
る
。

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

災
害
関
係
調
査
費

⺠
間
事
業
者

政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

（
普
及
・
防
災
教
育
・

N
PO
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
担
当
）
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政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

普
及

・
防

災
教

育
・

N
P
O

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
携

担
当

）

災
害

時
応

援
協

定
シ

ス
テ

ム
の

整
備

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

４
４

百
万

円
【

う
ち

要
望

額
４

百
万

円
】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
４

４
百

万
円

）

＜
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

＞
維
持
的
整
備

資
金
の
流
れ

国

シ
ス
テ
ム
事
業
者

事
業
イ
メ
ー
ジ
、
具
体
例

被
災
者
支
援
団
体

（
NP

O、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

要
求

内
容

今
後
懸
念
さ
れ
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
や
、
高
齢
化
・
仮
想
化
を
背
景
に
求
め
ら
れ
る
公
助
の
範
囲
が
質
・
量
と
も
に
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
中
、
効
率
的
・
効
果
的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
積
極
的
に
こ
れ
ら
の
団
体
と
連
携
し
て
い
く
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
に
被
災
者
支
援
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
被
災
者
支
援
を
担
う
NP

O等
の
団
体
情
報
を
登
録
し
、
国
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
管
理
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
よ
り
円
滑
か
つ
効
果
的
な
官
⺠
連
携
が
⾏
わ
れ
る
体
制
整
備
を
図
る
。
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国

災
害

関
係
調
査
費

民
間

事
業
者

等

○
研

究
開

発
状
況
・
技
術
シ
ー
ズ
調
査

民
間

企
業
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
に

関
す

る
研
究

開
発
の
動
向
を
把
握
し
、
防
災
政
策
に
活
用
し

う
る

技
術
シ

ー
ズ
を
調
査
し
ま
す
。

○
災

害
対

策
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
調
査

自
治

体
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
、
防
災
技
術
に

関
す

る
ニ
ー

ズ
を
調
査
し
ま
す
。

○
技

術
テ

ー
マ
の
整
理
・
公
表

調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
防
災
に
関
し
て
研
究
開
発
・
社
会

実
装

を
推
進

す
べ
き
技
術
テ
ー
マ
を
整
理
・
公
表
す
る
こ
と

で
、

テ
ー
マ

に
即
し
た
防
災
技
術
の
研
究
開
発
の
重
点
的
・

実
効

的
な
支

援
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
今

後
発

生
が
懸
念

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
、

首
都
直
下

地
震

等
の
大

規
模
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
を
守

り
抜
く

た
め
に
、

常
に
最

先
端

の
技
術
動
向
を
見
据
え
て
、
防

災
政

策
の

企
画
・

立
案

を
行
い

、
災
害
対
応
に
お
い
て

最
先
端

技
術

を
徹

底
的
に

活
用

す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
そ

の
た

め
、

・
民
間

企
業
、
研
究
機
関
、
各
府
省
庁
等
に

よ
る

防
災
技
術

の
研

究
開
発

状
況

・
防
災

政
策
に
活

用
し
う
る
技
術
シ
ー
ズ

・
災
害

対
策
に
お

け
る
技
術
ニ
ー
ズ

に
つ

い
て

分
野
横
断

的
に
調
査
・
把
握
し
、
研

究
開

発
・
社
会

実
装

を
推
進

す
べ
き
技
術
テ
ー
マ
を
整
理
・

公
表
し
ま

す
。

こ
れ
に

よ
り
、
テ
ー
マ
に
即
し
た
防
災
技
術

の
研

究
開
発
の

重
点

的
・
実

効
的
な
支
援
に
つ
な
げ
、
我
が

国
の

事
前

防
災
や

災
害

対
応
の

高
度
化
を
図
り
ま
す
。

防
災

技
術

の
研

究
開

発
の

推
進

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

5
0
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
防

災
技

術
の
研
究
開
発
・
社
会
実
装
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

事
前

防
災
や

災
害
対
応
の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

政
策

調
整

担
当

）
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国

目
未
定
経
費
の
移
替

各
府

省
庁

○
対

象
事

業

（
１
）
防
災
技
術
開
発

内
閣
府
か
ら
示
す
技
術
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
等
を
支
援

例
）
線
状
降
水
帯
の
予
測
精
度
向
上
、
Ａ
Ｉ
活
用

等

（
２
）
各
府
省
庁
・
他
分
野
等
の
連
携
強
化

関
係
省
庁
・
地
方
自
治
体
・
民
間
団
体
等
が
連
携
し
た
取
組
を
支
援

例
）
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
防
災
教
育

等

（
３
）
地
域
防
災
力
の
向
上

自
治
体
・
民
間
等
の
連
携
に
よ
る
地
域
防
災
力
向
上
の
取
組
を
支
援

例
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
教
育

等

（
４
）
そ
の
他

法
改
正
や
発
災
に
よ
り
生
じ
た
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
等
を
支
援

○
令
和
８
年
度
の
防
災
庁
の
設
置
を
見
据
え
、
政
府
に
お
け
る

災
害
対
応
の
円
滑
な
総
合
調
整
、
司
令
塔
機
能
の
強
化
に
向
け
、

特
に
事
前
防
災
対
策
に
つ
い
て
、

（
１
）
防
災
技
術
開
発

（
２
）
各
府
省
庁
・
他
分
野
等
の
連
携
強
化

（
３
）
地
域
防
災
力
の
向
上

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
た
め
、
事
前
防
災
対
策
総
合
推
進
費
を
内
閣
府
防
災
に

計
上

し
、

・
事
前
防
災
に
係
る
重
点
的
な
課
題
や
連
携
事
業
に
つ
い
て

の
施
策
提
案
を
各
府
省
庁
か
ら
募
集

・
各
府
省
庁
に
予
算
を
移
し
替
え
、
対
象
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
災
害
対
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

事
前

防
災

対
策

総
合

推
進

費
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
1
,7

0
0
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1
,7

0
0
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
防

災
庁
に
よ
る
円
滑
な
総
合
調
整
や
司
令
塔
機
能
の
実
効
性

を
担
保
し
、
災
害
対
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

（
補
助

率
は
移
替
先
に
依
る
）

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
参

事
官

（
政

策
調

整
担

当
）
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○
新

物
資
シ

ス
テ
ム
（

B-
PL
o）

に
係
る
基
本
操
作
研
修
や
実

践
的

な
現
地

訓
練
の
方

針
の
作
成
・
運
営
を
行
う
。

○
新

総
合
防

災
情
報
シ

ス
テ

ム
の
活
用
方
法
を
整
理
し
た
運

用
指

針
や
、

机
上
演
習

（
TT
X）

等
の
実
践
的
な
訓
練
が
全

国
的

に
普
及

す
る
よ
う

研
修
等
の
普
及
促
進
活
動
を
行
う
。

○
南

海
ト
ラ

フ
地
震
等

の
広

域
災
害
に

対
応

し
う

る
IS
UT
の

体
制

強
化
を
図

る
た

め
、

IS
U
Tが

行
う

地
図
作
成
業
務

を
担

う
民

間
事
業
者

と
の

協
力
体
制

の
拡

充
を

推
進
す
る

。

○
防
災
情

報
シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
効

果
的

な
災

害
対
応

の
実
現

に
向
け
て
、

関
係
省

庁
・

都
道

府
県

等
を

対
象

と
し
た
シ
ス

テ
ム
研

修
・
訓
練

を
行
い

、
シ

ス
テ

ム
利

活
用

の
意

義
・
有
用
性

を
啓
発

す
る
と
と

も
に
、

利
用

者
の

操
作

習
熟

を
図

る
。

○
令
和
７

年
度
に

運
用

を
開

始
し

た
「

新
物

資
シ

ス
テ
ム

（
B
-

P
L
o
）
」

に
つ
い
て

、
①

同
シ

ス
テ

ム
の

基
本

操
作
を
習

得
す
る

た
め
の
研

修
、
②

同
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

各
地
域
の
関

係
者
参

加
型
の
実

践
的
な

現
地

訓
練

を
実

施
す

る
こ

と
に
よ
り
、

災
害
時

の
迅
速
か

つ
確
実

な
物

資
支

援
体

制
を

整
備

す
る
。

○
新
総
合

防
災
情

報
シ

ス
テ

ム
（

S
O
B
O
-
W
E
B
）

の
更
な
る

利
活
用

促
進
に
向
け

て
、
具

体
的

な
災

害
対

応
業

務
に

即
し
て
シ
ス

テ
ム
の

活
用
方
法

を
整
理

し
た

運
用

指
針

の
研

修
を

通
じ
た
普
及

、
多
様

な
災
害
種

別
に
対

応
し

た
机

上
演

習
（

T
T
X
）

等
の
実
践

的
な
訓

練
の
普
及

促
進
を

図
る

。
（
T
T
X
：
T
a
bl
e
 
T
o
p 
E
xe
r
c
i
s
e
 の

略
）

○
特
に
広

域
災
害

発
生

時
に

大
量

に
発

生
す

る
情

報
集
約

業
務
の

支
援
に
迅
速

に
対
応

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

た
め
に
、
I
S
U
T
（
災

害
時
情
報

集
約
支

援
チ

ー
ム

）
が

行
う

地
図

作
成
業
務
の

体
制
強

化
を
推
進

す
る
。

（
I
S
U
T
：
I
n
f
o
rm
a
t
i
o
n 
S
u
p
p
or
t 
T
e
a
m
 
の
略
）

防
災

情
報

シ
ス

テ
ム

の
効

果
的

な
利

活
用

促
進

業
務

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

５
４

８
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

 3
3

0
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
 2

1
８

百
万

円
）

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
）

資
金

の
流

れ

国
民
間
事
業
者

等
災

害
関
係
調
査
費

○
防

災
情
報

シ
ス
テ
ム

の
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

災
害

対
応
機

関
に
よ
る

効
果
的
な
災
害
対
応
を
実
現
す
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

事
業

概
要

・
目

的
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○
官

民
の

多
様

な
被

災
者

支
援

シ
ス

テ
ム

間
の

相
互

連
携

に
必

要
な

E
T
L
ツ

ー
ル

（
複

数
の

シ
ス

テ
ム

間
で

の
デ

ー
タ

連
携

等
に

必
要

な
デ

ー
タ

処
理

を
行

う
ツ

ー
ル

）
等

を
活

用
し

た
実

証
調

査
を

行
う

と
と

も
に

、
自

治
体

等
と

連
携

し
た

被
災

者
支

援
版

E
E
I
（

災
害

対
応

基
本

共
有

情
報

）
の

検
討

や
、

被
災

者
情

報
の

取
扱

い
等

、
相

互
情

報
連

携
に

必
要

な
留

意
事

項
を

ま
と

め
た

「
指
針
」

の
作
成

に
係

る
調
査
を

実
施
す

る
。

〇
令

和
６
年

能
登

半
島

地
震

に
お

い
て

行
政

区
域

を
跨
ぐ

広
域
避

難
者
の

把
握

が
課

題
と

な
っ

た
こ
と
を

踏
ま
え

、
自

治
体

間
で

被
災

者
情

報
等

を
共
有

で
き
る
環

境
整

備
が

喫
緊

の
課

題
。

〇
現

状
、

官
民

の
多

様
な

被
災

者
支

援
シ

ス
テ

ム
が
普
及

す
る
中

で
、
自

治
体

毎
に

異
な

る
被

災
者
支
援

シ
ス
テ

ム
が
導

入
さ

れ
、

シ
ス

テ
ム

間
で
情
報

連
携
・

共
有

が
困

難
な

場
合

が
生

じ
て

お
り
、

広
域
避

難
者
の

把
握

の
妨

げ
と

な
っ

て
い
る
状

況
。

○
こ

の
た

め
、

官
民

の
多

様
な

被
災

者
支

援
シ

ス
テ
ム
間
の

相
互

連
携

に
必

要
な

実
証

を
行

う
と

と
も
に
、

相
互

連
携

に
あ

た
り

必
要

と
な

る
情

報
項
目

や
留
意

事
項

等
の

整
理

に
係

る
調

査
を

実
施
。

広
域

連
携

を
含

め
た

新
た

な
被

災
者

支
援

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

た
調

査
業

務
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
６

１
２

百
万

円
【

要
望

額
】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
、

避
難

支
援

担
当

、
被

災
者

生
活

再
建

担
当

）

○
官
民
の

多
様
な

被
災

者
支

援
シ

ス
テ

ム
の

相
互

連
携

機
能

を
実
装
し
、

シ
ス
テ

ム
相

互
の

円
滑

な
情

報
連

携
を

実
現

す
る

と
と
も
に

、
情
報

連
携

に
係

る
留

意
事

項
を

ま
と

め
た

指
針

の
普
及
に

よ
り
、

迅
速

か
つ

き
め

細
や

か
な

被
災

者
支

援
を

実
現
す
る

後
押
し

と
な

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

国
災
害
関
係

調
査

費
民

間
事

業
者

等

資
金

の
流

れ

避
難
先
自
治
体

＊
＊
社

被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム

警
察
・
消
防

社
会
福
祉
協
議

会
・

NP
O

指
定
公
共
機
関

被
災
自
治
体

○
○
社

被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム


住
民
基
本
台
帳


住
登
外
者
宛
名
情
報


家
屋
課
税
台
帳


避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
等

被
災
者
支
援
に
必
要
な
各

種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス


避
難
行
動
要
支
援
者
シ
ス
テ
ム


避
難
所
受
付
シ
ス
テ
ム


住
家
被
害
認
定
調
査
シ
ス
テ
ム


住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
等

災
害
時
に
稼
働
す
る

各
種
シ
ス
テ
ム

災
害
対
応
機
関
等
の

シ
ス
テ
ム
等

都
道
府
県
・

他
自
治
体
シ
ス
テ
ム
等

ET
Lツ
ー
ル
等
連
携
ツ
ー
ル

災
害
対
応
機
関
の
間
で
共
有
す
べ
き
被
災
者
支
援
情
報
の
取
扱

や
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

ET
Lツ
ー
ル
等
の
連
携
ツ
ー
ル
を
実
証
開
発
・
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
各
シ
ス
テ
ム
や

D
Bと

の
デ
ー
タ
連
携
を
実
現
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国

災
害

関
係
調
査
費
等

民
間
事
業
者
等

１
作

業
項

目
（
１
）
作
業
計
画
、
管
理

（
２
）
災
害
画
像
活
用
ニ
ー
ズ
、
シ
ー
ズ
調
査
及
び
将
来
像
の
パ
タ
ー
ン
整
理

（
３
）
S
O
B
O
-
W
E
B
へ
の
デ
ー
タ
提
供
に
お
け
る
制
度
検
討

（
４
）
災
害
画
像
提
供
・
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

（
５
）
実
現
可
能
な
将
来
像
に
関
す
る
P
o
C
実
施
支
援

（
６
）
提
供
画
像
の
平
時
利
用
に
関
す
る
検
討

（
７
）
「
鳥
の
目
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
製

（
８
）
報
告
書
と
り
ま
と
め
（
問
合
せ
対
応
・
助
言
）

２
事

業
イ

メ
ー
ジ

〇
【
司

令
塔

機
能
の
強

化
】

防
災
庁

設
置
に
向

け
、
災
害
対
応
の
更
な

る
高
度

化
を
図
る

た
め

、
災
害

発
生
時
に
は
、
速
や
か
に
官
民
が

所
有
す

る
人
工

衛
星

、
航
空

機
、
ド
ロ
ー
ン
等
の
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル
に

用
い
て
被
害
の
全
体
像
を
把
握
し

、
「
防

災
デ
ジ

タ
ル

プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
活
用
し
て
関
係

機
関
に

共
有
す

る
仕

組
み
（

組
織
体
制
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
）
を
構

築
し
ま

す
。

「
鳥

の
目

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
事

業
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
1

2
0
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
的

確
な

災
害

対
応
に
必
要
な
情
報
の
収
集
･集

約
･
共
有
に
よ
り
、

速
や

か
な
被

害
の
全
体
像
把
握
や
被
災
者
･
要
救
助
者
の
発
見
、

各
機

関
の
災

害
対
応
に
係
る
意
思
決
定
支
援

等
に
寄
与
し
ま
す
。

○
防

災
庁

に
期

待
さ
れ
て
い
る
「
各
種
災
害
対
応
策
を
最
大
限
に

発
動

す
る
た

め
の
司
令
塔
機
能
」
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

災
害

緊
急

事
態

対
処

担
当

）
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○
災

害
対

応
機

関
間

（
特

に
都

道
府

県
及

び
市

町
村

間
）

の
デ

ー
タ

流
通

の
更

な
る

促
進

に
向

け
て

、
災

害
対

応
基

本
共

有
情

報
（

E
E
I
）

の
普
及

を
含

め
た

デ
ー

タ
連

携
ル
ー
ル
等
の
検
討
を
行

う
。

○
各

省
庁

の
災

害
対

応
業

務
に

お
け

る
デ

ー
タ

利
活

用
を

促
進

す
る

た
め

、
E
E
I
に

定
義

さ
れ

て
い

な
い

も
の

の
各

省
庁

の
災

害
対

応
業

務
に

お
い

て
必

須
と

な
る

よ
う

な
情

報
の

明
確

化
及

び
情

報
収

集
ル

ー
ル

等
の

検
討
を

実
施

す
る

。

○
内
閣

府
で
は
、
こ

れ
ま
で
災
害
対
応
機
関

（
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

指
定
公

共
機
関
）
に
よ

る
デ
ー
タ
連
携
の
共
有

ル
ー

ル
を

検
討

整
理

す
る
と

と
も
に
、
防
災

分
野
の
デ
ー
タ
連
携
の

た
め

の
プ

ラ
ッ

ト

フ
ォ
ー

ム
の
中
核
と
な

る
新
総
合
防
災
情
報
シ

ス
テ

ム
（

S
O
B
O
-

W
E
B
）

を
開
発
し
、
令

和
６
年
度
よ
り
運
用
を
開

始
し

て
い

る
。

○
新
総
合
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
（
S
O
B
O
-
W
E
B
）

を
中

核
と

し
た

災
害

対
応
機

関
間
の
デ
ー
タ

流
通
を
促
進
す
る
た
め

、
特

に
地

方
公

共
団

体
に
お

け
る
効
率
的
な

情
報
集
約
の
た
め
の
デ

ー
タ

連
携

ル
ー

ル
等

の
検
討

を
行
う
。

○
新
総
合
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
（
S
O
B
O
-
W
E
B
）

に
集

約
さ

れ
る

情
報

を
最
大

限
に
活
用
し
、

災
害
対
応
機
関
間
（
特

に
府

省
庁

）
の

災
害

対
応
業

務
に
お
け
る
デ

ー
タ
利
活
用
の
更
な
る

促
進

に
向

け
て

、
運

用
ル
ー

ル
等
の
検
討
を

行
う
。

防
災

分
野

の
デ

ー
タ

流
通

促
進

・
高

度
化

等
に

向
け

た
調

査
検

討
業

務
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
１

７
０

百
万

円
【

要
望

額
】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

○
デ

ー
タ

連
携

の
た

め
の
仕
組
み
や
ル
ー
ル

等
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、

防
災

分
野

の
各

種
デ

ー
タ
の
流
通
が
促
進
さ
れ

、
災
害
対
応
機
関
の
応

急
対

策
や

、
地

方
自

治
体

に
よ
る
被
災
者
支
援
、

国
民
等
へ
の
情
報
提
供

な
ど

が
高

度
化

さ
れ

る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

国
災
害
関
係

調
査

費
民
間

事
業

者
等

資
金

の
流

れ

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
）

1

都
道
府
県

市
区
町
村

本
事

業
の
範
囲
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〇
現
在
、
国
・
自
治
体
に
お
い
て
備
蓄
し

て
い
る
災
害
用
物
資
に
つ
い
て
、
海

路
・
空
路
等
の
陸
上
以
外
の
輸
送
手
段
も
活
用
し
て
、
物
資
の
保
管
か
ら
搬
出
・

輸
送
ま
で
を
円
滑
に
行
う
体
制
・
手
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
併
せ
て
、
プ
ッ
シ
ュ

型
支
援
終
了
後
の
資
機
材
等
の
回
収
ま
で
含
め
た
安
定
的
な
輸
送
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
も
検
討
の
上
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
実
証
実
験
を
行
う
。

国
災

害
関

係
調
査
費

民
間
事

業
者

等

〇
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
被
災
自
治
体
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

や
物
資
の
要
請
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
国
に
お
い
て
、
被

災
地
か
ら
の
要
請
が
な
く
て
も
、
必
要
不
可
欠
と
見
込
ま
れ
る
物
資

を
調
達
し
、
被
災
地
に
物
資
を
緊
急
輸
送
す
る
「
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
」
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
一
方
で
、
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
被
災
地
ま
で
の
陸
路
が
絶

た
れ
、
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
物
資
輸
送
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
た
ほ
か
、
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
終
了
後
の
資
機
材
の
回
収
に
お

い
て
も
輸
送
面
の
課
題
が
見
ら
れ
た
。

〇
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
海
路
・
空
路
等
の
他
の
輸

送
手
段
の
活
用
や
、
発
災
時
の
輸
送
か
ら
支
援
終
了
後
の
回
収
時
ま

で
の
一
連
の
輸
送
体
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

〇
海
路
・
空
路
等
の
陸
上
以
外
の
輸
送
手
段
を
含
め
、
物
資
の
保
管
・

搬
出
・
輸
送
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
、
実
証
実
験
を
行
い
、

結
果
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
被
災
者
支
援
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

プ
ッ

シ
ュ

型
支

援
に

お
け

る
物

資
輸

送
等

に
関

す
る

実
証

調
査

事
業

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

１
９

６
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性

資
金

の
流

れ

○
海
路
・
空
路
等
の
輸
送
手
段
を
含
め
た
輸
送
体
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
大
規
模
災
害
時
に
陸
路
で
の
輸

送
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
避
難

所
等
へ
の
迅
速
か
つ
確
実
な
物
資
支
援
が
可
能
と
な
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
）

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

備
蓄

倉
庫

地 域 内 輸 送 拠 点

広 域 輸 送 拠 点

避 難 所

道
路

寸
断

道
路

寸
断

道
路

寸
断

迅
速

・
確
実

に
代
替
輸
送

調
達

物
資
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○
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
災
害
用
物
資
備
蓄
に
関
す
る
検
討
項
目

と
し
て
、
「
品
目
」
「
数
量
」
の
２
項
目
を
中
心
に
優
先
度
合
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
、
指
針
と
し
て
整
理
す
る
。

 
品
目
：
災
害
時
に
必
要
と
さ
れ
る
物
資
に
つ
い
て
、
過
去
の

 
災
害
に
お
け
る
物
資
支
援
の
実
績
を
踏
ま
え
、
備
蓄

  
  
  
  
  
  
  
す
べ
き
物
資
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
。

数
量
：

人
口
規

模
、

想
定
避
難
者
数
等
の
要
素
を
加
味

し
た
数

量
算

定
モ
デ
ル
を
設
計
す
る
。

品
目
ご

と
に

適
切
な
備
蓄
数
量
を
設
定
す
る
。

○
検
討
結
果
を
基
に
、
災
害
用
備
蓄
物
資
の
備
蓄
推
進
に
向
け
た
施

策
を
検
討
す
る
。

国
民
間
事

業
者

等

○
令
和
７
年
６
月
４
日
に
公
布
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
第
49

条
第
2項

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
は
災
害
用
備
蓄
物
資

の
状
況
を
年
１
回
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
備
蓄

計
画
の
透
明
性
と
説
明
責
任
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
法
改
正
時
点
で
は
内
閣
府
に
よ
り
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
で
現
地

へ
輸
送
す
る
基
本
８
品
目
に
つ
い
て
「
必
要
量
の
算
出
式
」

が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
８
品
目
以
外
で
備
蓄
す
べ

き
品
目
や
数
量
に
関
す
る
明
確
な
指
針
は
存
在
し
て
い
な
い
。

○
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
災
害
用
備
蓄
物
資
の
備
蓄
促
進
に

向
け
て
、
備
蓄
及
び
管
理
等
に
関
す
る
国
の
方
針
等
の
整

理
・
検
討
を
行
う
。

自
治

体
備

蓄
促

進
に

向
け

た
検

討
業

務
令

和
8
年

度
概

算
要

求
額

1
3

9
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性

資
金

の
流

れ

〇
地

方
公
共

団
体
が
大

規
模

災
害
に
必
要
な
備
蓄
数
量
を
把
握

し
備

蓄
目
標

と
し
て
設

定
す

る
こ
と
で
、
数
量
の
可
視
化
と
備

蓄
計

画
の
透

明
化
が
進

み
、

備
蓄
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
）

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

災
害

関
係
調
査
費
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○
全

国
的

な
被

災
者

支
援

シ
ス

テ
ム

の
活

用
状

況
を

調
査

し
、

現
状

及
び

課
題

を
把

握
し

た
う

え
で

、
シ

ス
テ

ム
導

入
自

治
体

や
被

災
者

支
援

シ
ス

テ
ム

ベ
ン

ダ
ー

等
の

民
間

企
業

と
連

携
し

、
研

修
メ

ニ
ュ

ー
・

研
修

テ
キ

ス
ト

等
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発
・
検
証

す
る
。

○
ま

た
、

平
時

に
お

け
る

利
活

用
推

進
の

観
点

か
ら

、
災

害
時

の
被

災
者

支
援

業
務

や
広

域
避

難
者

へ
の

対
応

を
想

定
し

た
訓

練
シ

ナ
リ

オ
を

作
成

し
、

複
数

自
治

体
で

の
実

地
訓

練
を

通
じ

て
有

用
性

や
個

人
情

報
取

扱
上

の
留

意
点

を
検

証
す

る
と

と
も

に
、

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

パ
ッ

ケ
ー

ジ
化

し
、

シ
ス

テ
ム

導
入

自
治

体
へ

の
普

及
を

図
る

。

○
官

民
の

多
様

な
被

災
者

支
援

シ
ス

テ

ム
の

導
入

が
進

む
一

方
、

日
常

的
に

シ
ス

テ
ム

に
接

す
る

機
会

が
少

な
く

、

災
害

発
生

時
に

シ
ス

テ
ム

の
活

用
を

想
定

し
た

体
制

構
築

が
な

さ
れ

て
い

な
い
状
況

。

○
効

果
的

か
つ

き
め

細
や

か
な

被
災

者

支
援

の
推

進
に

寄
与

す
る

た
め

、
発

災
時

の
被

災
者

支
援

業
務

や
広

域
避

難
者

へ
の

対
応

を
想

定
し

た
研

修
・

訓
練

メ
ニ

ュ
ー

を
作

成
・

展
開

す
る

。

被
災

者
支

援
シ

ス
テ

ム
の

利
活

用
促

進
に

向
け

た
研

修
業

務
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
７

０
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
、

避
難

支
援

担
当

、
被

災
者

生
活

再
建

担
当

）

○
自
治
体

職
員
の

災
害

対
応

力
向

上
・

迅
速

化
や

き
め

細
や

か
な
被
災
者

支
援
が

実
現

す
る

こ
と

に
よ

り
、

実
効

性
あ

る
被

災
者
支
援

体
制
の

強
化

が
期

待
さ

れ
る

。

期
待

さ
れ

る
効

果

国
災
害
関
係

調
査

費
民

間
事

業
者

等

資
金

の
流

れ

シ
ス
テ
ム
導
入
自
治
体
へ
の

研
修
メ
ニ
ュ
ー
作
成
・
研
修

汎
用
的
な
訓
練
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
作
成
・

実
地
検
証

訓
練
シ
ナ
リ
オ
・
訓
練
実
施
要
領
作
成

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た

図
上
訓
練
の
実
施

振
り
返
り
・
検
証

・
改
善

研
修
メ
ニ
ュ
ー
・

研
修
テ
キ
ス
ト
作
成

研
修
実
施

内
容
の
検
証

・
改
善

講
義

デ
モ

シ
ス
テ
ム
活
用
状
況

調
査
・
課
題
把
握
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防
災

×
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
令

和
8
年

度
概

算
要

求
額

3
1
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

 2
1
百

万
円

】
（

令
和

7
年

度
予

算
額

1
0
百

万
円

 ）

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

計
画

担
当

）

国
災
害
関
係
調
査
費

民
間

事
業

者
等

資
金

の
流

れ

[
事
業
年
度
：
令
和
３
年
度
～
終
了
年
度
未
定
］

○
近

年
、
激

甚
化
、
頻
発
化
す
る
災
害
に
対
し

て
、
よ

り
効
果
的

・
効

率
的

に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術

を
は
じ
め

と
す

る
民
間

が
持
つ
先
進
技
術
を
防
災
分
野
で

積
極
的

に
活
用
す

る
こ

と
が
重

要
で
す
。

○
一

方
で
、

多
く
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

は
、
防

災
に
関
す

る
先

進
技

術
に

知
見
を
持
つ
事
業
者
に
幅
広
く
ア

ク
セ
ス

し
づ
ら
い

状
況

に
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
防
災
×
テ
ク
ノ

ロ
ジ

ー
官

民
連
携
プ

ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム
」
（
防
テ
ク
PF
）
を
設
置
し

、
サ
イ

ト
・
セ
ミ

ナ
ー

を
通
じ

て
地
方
公
共
団
体
等
の
ニ
ー
ズ
と

民
間
企

業
等
が
持

つ
先

進
技
術

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

○
さ

ら
に
、

防
災
産
業
育
成
及
び
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
な
社

会
の
実
現

に
向

け
て

、
地

方
公
共
団
体
に
加
え
、
企
業
の
防

災
力
・

事
業
継
続

力
強

化
に
資

す
る
先
進
技
術
導
入
を
促
進
す
る

た
め
、

企
業
間

マ
ッ

チ
ン
グ

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
地

方
公
共

団
体
等
の
先
進
技
術
導
入
の
た
め
の
環
境

整
備

を
進
め

な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
と
先
進
技
術
と
の

マ
ッ

チ
ン
グ

を
促
進
し
ま
す
。

・
マ

ッ
チ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
・
ピ
ッ
チ
の
開
催
や
広
報

活
動

、
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
運
営

・
官

民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
他
省
庁
・
団
体
と
の
連
携

に
よ

る
横
展

開

○
企
業
間
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
た
め
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、

企
業

の
事
前

防
災
や
事
業
継
続
強
化
に
向
け
た
ニ
ー

ズ
、

企
業
向

け
の
防
災
先
進
技
術
及
び
企
業
間
マ
ッ

チ
ン

グ
の
課

題
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し

ま
す

。

○
災

害
対

応
に

お
け

る
先

進
技

術
の

活
用

が
促

進
さ

れ
、

社
会

全
体

で
の

災
害

対
応

の
迅

速
化

・
効

率
化

、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
つ
な
が
り

、
防

災
産

業
の

育
成
も
図

ら
れ

ま
す

。

事
業

概
要

・
目

的
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国
情
報
処
理
業
務
庁
費

シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
者

資
金

の
流

れ

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

計
画

担
当

）

防
災

×
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

保
守

・
運

用
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
１

２
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

７
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
６

百
万

円
）

＜
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

＞

運
用
的
経
費

【要
求
内
容
、要
求
の
背
景
、目
的
等
】

防
災
×
テ
クノ
ロジ
ー
官
⺠
連
携
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
は
、地

⽅
公
共
団
体
等
の
災
害

対
応
⼒
向
上
に
向
け
、地

⽅
公
共
団
体
等
の
困
りご
とや
関
⼼
事
項
(ニ
ー
ズ
)と
、

⺠
間
企
業
等
が
持
つ
先
進
技
術
の
マ
ッチ
ング
を
促
進
す
る
事
業
。こ
の
⼀
環
とし
て
、

マ
ッチ
ング
に
関
す
る
機
能
(ニ
ー
ズ
・技
術
の
検
索
等
)を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
有
した

サ
イト
を
運
営
して
い
ま
す
。

【必
要
性
、緊
急
性
、効
果
】


継
続
的
か
つ
安
定
した
シ
ス
テ
ム
運
用
を
図
る
た
め
、定

期
点
検
及
び
障
害
対
応

の
保
守
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
とな
りま
す
。


ま
た
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
⾏
い
、効

果
・効
率
的
な
サ
イト
運
営
を
⾏
うた
め
の
ガ

バ
メン
トグ
ラウ
ドへ
の
移
⾏
を
実
現
す
る
た
め
必
要
とな
りま
す
。

要
求

内
容

事
業
イ
メ
ー
ジ
、
具
体
例

マ
ッチ
ン
グ
の
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
とし
て
以
下
の
サ
イ
トを
運
用
中
。

■
ログ
イン
前

■
ログ
イン
後
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国
情
報
処
理
業
務
庁
費

シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
者

資
金

の
流

れ

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
）

新
総

合
防

災
情

報
シ

ス
テ

ム
（

S
O

B
O

-
W

E
B
）

の
運

用
・

整
備

等
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
８

２
５

百
万

円
【

う
ち

要
望

額
１

３
１

百
万

円
】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
６

８
６

百
万

円
）

＜
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

＞

維
持
的
整
備

【要
求
内
容
、要
求
の
背
景
、目
的
等
】

総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

は
、
災
害
対
応
機
関
の
間
で
災
害
情
報
を
迅
速
に
集
約
・

共
有
す
る
「
防
災
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
中
核
を
担
う
シ
ス
テ
ム
で
、

災
害
情
報
を
地
理
空
間
情
報

と
し
て
共
有
し
、
災
害
発
生
時
に
災
害
対
応
機
関
が
被

災
状
況
等
を
早
期
に
把
握
・

推
計
し
、
迅
速
・
的
確
な
意
志
決
定
の
支
援
を
目
的
と

し
て
い
る
。

継
続
的
な
シ
ス
テ
ム
の
安

定
運
用
を
図
る
た
め
、
保
守
運
用
経
費
を
要
求
す
る
。

な
お
、
総
合
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
更
な
る
利
活
用
に
向
け
て
、
将
来
予
測
技
術

及
び
AI
等
の
先
端
技
術
を
活

用
し
た
機
能
拡
張
等
を
可
及
的
速
や
か
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急

的
な
整
備
費
用
の
発
生
を
見
込
ん
で
い
る
。

【必
要
性
、緊
急
性
、効
果
】

災
害

の
発

生
に

備
え

、
2
4
時

間
3
6
5
日

の
継

続
的

な
シ

ス
テ

ム
の

安
定

運
用

を
図

る

た
め
、
定
期

点
検
及
び
障
害
対
応
の
保
守
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
。

要
求

内
容

事
業
イ
メ
ー
ジ
、
具
体
例

情
報

利
用
機
関

情
報
源

各
省
庁

自
治
体

指
定
公
共

機
関

等

災
害
対
応

基
本
共
有
情
報

新 総 合 防 災 情 報 シ ス テ ム

情
報

提
供
機
関

各
省
庁

自
治
体

指
定
公
共

機
関

⺠
間
企
業
等

ベ
ー
ス
・
レ
ジ

ス
ト
リ

デ
ー
タ
解
析
/変
換

受
信

集
約

加
工

蓄
積

分
析

連
携

配
信

地
図
マ
ッ
ピ
ン
グ

デ
ー
タ

災
害
対
応

デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ

ク ラ ウ ド

セ
ン
サ
ー

ド
ロ
ー
ン

GP
S

人
流
デ
ー
タ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

情
報
共
有

論
理
統
合
・異
種
情
報
重
畳
処
理

外
部
配
信

情
報
収
集

被
害
推
計

地
図
レ
イヤ
配
信

ダッ
シ
ュボ
ー
ド

et
c.
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国
情
報
処
理
業
務
庁
費

⺠
間
事
業
者

資
金

の
流

れ

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
）

物
資

調
達

・
輸

送
調

整
等

支
援

シ
ス

テ
ム

運
用

・
整

備
等

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

６
７

百
万

円
【

う
ち

要
望

額
２

６
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
５

３
百

万
円

）

＜
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

＞

【要
求
内
容
、要
求
の
背
景
、目
的
等
】

①
本
シ
ス
テ
ム
は
、国

と自
治
体
の
間
で
、発

災
時
の
物
資
の
調
達
・輸
送
等
に
必
要
な
情
報
を
共
有

し、
調
整
を
効
率
化
す
る
こと
で
、迅

速
か
つ
円
滑
な
被
災
者
へ
の
物
資
⽀
援
を
実
現
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
り、
令
和
7年

度
か
ら現

⾏
シ
ス
テ
ム
の
運
⽤
を
開
始
して
い
る
。

②
災
害
が
発
生
した
際
に
特
に
必
要
とな
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、発

災
に
備
え
て
各
自
治
体
は
平
時
に

備
蓄
物
資
を本

シ
ス
テ
ム
に
⼊
⼒
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、国

及
び
自
治
体
に
よ
る
防
災
訓
練
に
も
活

⽤
され
て
い
る
。

③
令
和
8年

度
は
、5
年
国
債
2年

目
で
あ
る
現
⾏
シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
張
経
費
及
び
保
守
運
⽤
に
係

る
費
⽤
を
要
求
す
る
。

【必
要
性
、緊
急
性
、効
果
】

被
災
者
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
物
資
供
給
は
、
被
災
者
の
人
命
に
関
わ
る
重
要
業
務
で
あ

り
、
同
業
務
を
円
滑
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

維
持
的
整
備

要
求

内
容

災
害
発
生
時
の
避
難
所
避
難
者
の
生
命
維
持
に
必
要
な
物
資
の
迅
速
・
確
実
な
調

達
及
び
輸
送
調
整
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
投
資
対
効
果
と
し
て
説
明
で
き

な
い

投
資
対
効
果

①
シ
ス
テ
ム
保
守
・運
⽤

⇒
災
害
の
発
生
に
備
え
、2
4時

間
36
5日

の
継
続
的
な
安
定
運
⽤
を
図
る
必
要
が
あ
り、

平
時
か
らシ
ス
テ
ム
稼
働
監
視
、定

期
点
検
及
び
障
害
対
応
等
の
保
守
・運
⽤
体
制

の
確
保
を
実
施
。

②
機
能
拡
張
業
務

⇒
現
⾏
シ
ス
テ
ム
に
て
外
部
シ
ス
テ
ム
との
連
接
に
係
る
イン
タフ
ェー
ス
の
検
討
や
、

訓
練
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
機
能
の
拡
充
等
、利

⽤
者
が
よ
り簡

易
的
に
操
作
で
き
、

習
熟
が
可
能
とな
る
よ
うな
機
能
を
強
化
す
る
。ま
た
、令

和
7年

度
に
実
施
す
る

実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、新

技
術
に
よ
る
情
報
集
約
に
対
応
した
機
能
を

検
討
す
る
。

事
業
イ
メ
ー
ジ
、
具
体
例
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政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

計
画

担
当

）

災
害

時
応

援
協

定
シ

ス
テ

ム
の

保
守

・
運

用
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
７

百
万

円
（

令
和

７
年

度
予

算
額

４
百

万
円

）

＜
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

＞
運
用
等
経
費

【要
求
内
容
、要
求
の
背
景
、目
的
等
】

災
害

時
に

迅
速

か
つ

効
果

的
な

災
害

応
急

対
策

を
行

う
た

め
に

本
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

他
団

体
の

協
定

締
結

状
況

に
関

す
る

情
報

収
集

や
協

定
書

の
原

案
作

成
、

被
災

者
支

援
団

体
等

の
情

報
収

集
等

を
行

い
、

災
害

時
応

援
協

定
の

締
結

促
進

や
災

害
時

の
よ
り
円
滑

・
効
果
的
な

官
民
連
携
体
制
の
整
備
を
図
る
。

【必
要
性
、緊
急
性
、効
果
】

災
害
時
に
迅
速

か
つ

効
果

的
な

災
害

応
急

対
策

を
行

う
に
は

、
個

々
の

自
治

体
の

み
で

の
対

応
に
は
限
界
が

あ
る

た
め

、
平

常
時

か
ら

国
、

地
方

公
共
団

体
、

企
業

等
と

の
間

で
協

定
を

締
結
し
、
連
携

強
化

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

ま
た
、
災
害
時

に
行

政
の

マ
ン

パ
ワ

ー
と

ス
キ

ル
だ

け
で
十

分
な

被
災

者
支

援
を

担
う

こ
と

は
困
難
で
あ
る

た
め

、
Ｎ

Ｐ
О

、
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が
積

極
的

に
被

災
者

支
援

に
参

画
で

き
る
環
境
を
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、

地
方

公
共

団
体

に
お

け
る

新
た

な
協
定

の
締

結
の

検
討

や
、

被
災

者
支

援
団
体
等
と
の

平
時

か
ら

の
「

顔
の

見
え

る
」

関
係

づ
く
り

に
資

す
る

よ
う

、
地

方
公

共
団

体
が
締
結
し
た

災
害

時
応

援
協

定
の

内
容

及
び

被
災

支
援
団

体
等

の
情

報
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し
、
常
時
検

索
・

閲
覧

す
る

こ
と

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム
を

提
供

し
て

い
る

。

本
シ
ス
テ
ム
を

引
き

続
き

安
定

運
用

す
る

た
め

に
、

ク
ラ
ウ

ド
サ

ー
バ

ー
の

レ
ン

タ
ル

・
保

守
に
係
る
経
費

や
、

登
録

さ
れ

た
デ

ー
タ

を
検

索
・

閲
覧
で

き
る

よ
う

に
す

る
デ

ー
タ

加
工

処
理
が
継
続
的

に
必

要
と

な
る

。

要
求

内
容

事
業
イ
メ
ー
ジ
、
具
体
例

⺠
間
企
業
等

地
方
公
共
団
体

他
の
地
方
公
共
団
体

○
○
に
関
す
る

応
援
協
定

情
報
提
供
機
関

イン
ター
ネ
ット

経
由

国

被
災
者
支
援
団
体
等

（
NP
O
、ボ
ラン
テ
ィア
等
）

○
○
に
関
す
る

応
援
協
定

団
体
登
録

申
請
書

団
体
登
録

申
請
書

AW
S
Cl
ou
d

災
害
時
応
援
協
定
等

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

協
定
デ
ー
タ登

録

災
害
時
応
援
協
定
シ
ス
テ
ム 協

定
デ
ー
タ
の
加
工

☞
PD
Fデ
ー
タの
O
CR
処
理

☞
検
索
分
類
の
設
定

（
応
援
内
容
・自
治
体
区
分
・

協
定
先
分
類
）

支
援
者
デ
ー
タ
の
加
工

☞
PD
Fデ
ー
タの
O
CR
処
理

☞
検
索
分
類
の
設
定

（
団
体
の
名
称
、所

在
地
、

活
動
内
容
・活
動
エ
リア

他
）

団
体

支
援
者
デ
ー
タ登

録

個
人

情
報

利
⽤
機
関

関
係
省
庁

地
方
公
共
団
体

他

検
索 ・

閲
覧

支
援
者
デ
ー
タ

ダウ
ンロ
ー
ド

検
索 ・

閲
覧

協
定
デ
ー
タ

ダウ
ンロ
ー
ド

イン
ター
ネ
ット

経
由

国
委
託

シ
ス
テ
ム
保
守

運
⽤
事
業
者

資
金

の
流

れ
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○
大
規
模
災
害
時
の
プ

ッ
シ

ュ
型

支
援

で
は

、
基

本
８

品
目

（
食

料
、

毛
布

、
乳

児
用

粉
ミ

ル
ク

又
は

乳
児

用
液

体
ミ

ル
ク

、
乳

児
・

小
児

用
お

む
つ

、
大

人
用

お
む

つ
、

携
帯

ト
イ

レ
・

簡
易

ト
イ

レ
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
、

生
理

用
品

）
を

中
心

に
、

被
災

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
物

資
を

調
達

・
供

給
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
ま
た
、
全
国
各
地
へ
の
迅
速
か
つ
確
実
な
物
資
支
援
を
可
能
と
す

る
た
め
、
立
川
防
災
合
同
庁
舎
を
含
め
、
全
国
８
地
域
に
、
調
達

に
時
間
を
要
す
る
た
め
一
定
の
備
蓄
が
必
要
な
も
の
を
事
前
に
購

入
し
、
分
散
し
て
備
蓄
し
て
い
る
。

○
引
き
続
き
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
に
必
要
と
な
る
経
費
の
一
部
を
あ
ら

か
じ
め
予

算
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

大
規

模
災

害
時

の
よ

り
迅

速
か

つ
確

実
な

プ
ッ

シ
ュ

型
支

援
を

実
現

す
る

と
と

も
に

、
プ

ッ
シ

ュ
型

支
援

で
供

給
し

た
国

の
備

蓄
品

を
迅

速
に

補
充

し
、
次
な
る
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
す
る
。

国

災
害
支
援
物
資
供
給
業
務
庁
費

民
間
事
業
者
等

○
災
害
時
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
備
蓄
物
資
や
自
ら
調
達
し

た
物
資
等
を
被
災
者
に
供
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

被
災
地
で
の
調
達
が
困
難
な
場
合
に
は
、
国
に
お
い
て
地
方

公
共
団
体
か
ら
の
要
請
を
待
た
ず
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
支
援
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
で
は
、
被
災
者
の
命
と
生
活
環
境
に
不
可

欠
な
必
需
品
の
ほ
か
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
物
資
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
に
お
い
て
は
、
立
川
防
災
合
同
庁
舎
に
お
け
る
国
の
備
蓄

物
資
の
活
用
を
含
め
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援
を
実
施
し
た
。

○
大
規
模
災
害
時
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
よ
り
迅
速
か
つ
確
実

な
実
施
の
た
め
、
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
に
必
要
と
な
る
経
費
の

一
部
を
あ
ら
か
じ
め
予
算
化
す
る
。

プ
ッ

シ
ュ

型
支

援
の

よ
り

迅
速

か
つ

確
実

な
実

施
に

必
要

な
経

費
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
2
,7

4
９

百
万

円
（

令
和

７
年

度
予

算
額

2
,7

4
９

百
万

円
）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性

資
金

の
流

れ

大
規
模
災
害
時
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
に
必
要
と
な
る
経
費
の
一

部
を
あ
ら
か
じ
め
予
算
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
地
へ
の
よ

り
迅
速
か
つ
確
実
な
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
を
実
現
す
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
）

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例
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○
令

和
７

年
度

ま
で

に
整

備
し

た
全

国
８

地
域

の
分

散
備

蓄
拠

点
に

加
え

、
新

た
な

分
散

備
蓄

拠
点

を
追

加
的

に
整

備
す

る
と

と
も

に
、

既
存

の
備

蓄
拠

点
の

物
資

・
資

機
材

に
つ

い
て

も
品

目
・

数
量

の
充

実
を

図
る

。

○
備

蓄
品

目
に

つ
い

て
は

、
避

難
所

で
の

生
活

環
境

の
確

保
に

必
須

か
つ

流
通

量
等

の
条

件
に

よ
り

自
治

体
で

の
迅

速
な

調
達

が
困

難
と

想
定

さ
れ

る
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

、
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

、
簡

易
ト

イ
レ

等
に

加
え

、
熱

中
症

等
へ

の
対

策
に

必
要

と
な

る
冷

暖
房

機
器

、
搬

出
入

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

必
要

不
可

欠
な

荷
捌

き
用

テ
ン

ト
・

ハ
ン

ド
フ

ォ
ー

ク
等

を
備

蓄
す

る
。

国
災
害
関
係
調
査
費

民
間
事
業
者
等

○
大
規
模
災
害
発
生
時
に
避
難
所
に
必
要
な
物
資
は
地
方
公
共
団
体

が
調
達
・
備
蓄
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
よ
う

に
、
避
難
所
開
設
後
直
ち
に
必
要
と
な
り
災
害
規
模
に
よ
っ
て
は

需
要
が
急
増
す
る
一
方
で
、
流
通
や
在
庫
状
況
が
不
安
定
な
た
め

市
場
調
達
に
時
間
を
要
す
る
物
資
も
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
国

に
お
い
て
も
一
部
を
備
蓄
し
、
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
更
な
る
円
滑

化
に
よ
り
、
発
災
当
初
の
被
災
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
迅
速
な

被
災
者
支
援
の
一
助
と
す
る
。

○
全
国
ど
こ
で
も
災
害
が
発
生
し
う
る
状
況
下
、
被
災
地
方
公
共
団

体
を
迅
速
に
支
援
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
、
全
国
８
地

域
に
拠
点
を
整
備
し
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等

の
流
通
や
在
庫
状
況
が
不
安
定
な
支
援
物
資
を
中
心
に
分
散
備
蓄

を
実
施
し
た
。

○
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
な
支
援
を
実
現
し
得
る
体
制
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
追
加
で
分
散
備
蓄
拠
点
を
設

け
る
と
と
も
に
、
現
在
備
蓄
し
て
い
る
物
資
・
資
機
材
に
つ
い
て

も
、
避
難
生
活
環
境
の
整
備
や
効
率
的
な
搬
出
入
を
実
現
す
る
た

め
、
品
目
・
数
量
の
充
実
を
図
る
。

プ
ッ

シ
ュ

型
支

援
に

お
け

る
内

閣
府

備
蓄

物
資

の
分

散
備

蓄
の

充
実

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

6
5
5
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性

資
金

の
流

れ
○

新
た

に
備

蓄
拠

点
を

整
備

し
、

備
蓄

物
資

や
資

機
材

の
充

実
を

図
る

こ
と

で
、

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

避
難

所
等

へ
の

迅
速

な
物

資
支

援
が

可
能

と
な

る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

防
災

デ
ジ

タ
ル

・
物

資
支

援
担

当
）

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
例

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
例

荷
捌
き
テ
ン
ト
の
例

冷
暖
房
機
器
の
例

現
在
の
備
蓄
倉
庫
の
拠
点
イ
メ
ー
ジ
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○
政
府
で
は
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
各
防
災
機
関
が
実
施
す
べ
き
応
急
対
策
活
動
に
関
す
る
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

〇
そ
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
①
最
新
の
全
国
の
防
災
拠
点
等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
②
近
年
の
災
害
対
応
か
ら
得
ら
れ
た

教
訓
、
③
減
災
の
た
め
の
対
策
、
④
被
害
想
定
が
変
更
さ
れ
た
際
の
影
響
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
広
範
多
岐
に
わ

た
る
調
査
検
討
を
委
託
す
る
事
業
で
す
。

大
規

模
地

震
発

生
時

に
お

け
る

応
急

対
策

活
動

の
具

体
計

画
策

定
に

係
る

調
査

検
討

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

2
4
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
2
4
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

国
民
間

事
業
者

資
金

の
流

れ

○
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
、
救
助
・
救
急
・
消
火
活
動
等
、
医
療
活
動
、
物
資
調
達
、
燃
料
、
電
力
・

ガ
ス
、
通
信
等
に
係
る
計
画
の
実
効
性
の
向
上
に
よ
り
、
的
確
か
つ
迅
速
な
被
災
地
支
援
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

○
防
災
庁
設
置
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
に
お
い
て
も
、
防
災
庁
の
初
動
体
制
構
築
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
首
都
直
下
地
震
被
害
想
定
の
見
直
し
や
新
た
な
防
災
対
策
を
踏
ま
え

た
具
体
計
画
の
改
定
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
応
急
対
策
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

災
害
関
係

調
査

費

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

災
害

緊
急

事
態

対
処

担
当

）

○
応

急
対

策
活

動
の

具
体

計
画

改
定

に
係

る
調

査
・

検
討

具
体
計
画
に
つ
い
て
、
内
容
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
の
反
映
、
拠
点
情
報
の
更
新
等
、
具
体
計
画
改
定

の
た
め
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

○
首

都
直

下
地

震
緊

急
対

策
推

進
基

本
計

画
の

変
更

を
踏

ま
え

た
調

査
・

検
討

令
和
７
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
首
都
直
下
地
震
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
報
告
や
「
首
都
直
下
地
震
緊
急
対
策
推
進
基
本

計
画
」
の
改
定
に
よ
る
、
被
害
想
定
の
見
直
し
や
新
た
な
防
災
対
策
を
踏
ま
え
た
具
体
計
画
改
定
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
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船
舶

を
活

用
し

た
医

療
提

供
体

制
の

充
実

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
,0

7
8
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

9
7
9
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
9
7
百

万
円

）

国
調

査
費

等
民
間
事
業
者
等

資
金

の
流

れ

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

船
舶

活
用

医
療

担
当

）

〇
「

災
害

時
等
に
お
け
る
船
舶
を
活
用
し
た
医
療

提
供

体
制

の
整

備
の

推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
令
和
６
年
６
月
に

施
行

さ
れ

、
令

和
７

年
３

月
に
は
「
整
備
推
進
計
画
」
が
閣
議
決
定

さ
れ

ま
し

た
。

令
和

８
年

１
月
か
ら
は
、
船
舶
活
用
医
療
の
運
用
開

始
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

〇
船

舶
活
用
医
療
を

円
滑
に
実
施
し
て
い
く
た

め
に

は
、

船
舶

活
用

医
療

を
実
際
に
担
う
人
材
を
育
成
・
確
保
す

る
と

と
も

に
、

発
災

時
の

初
動
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。

〇
ま

た
、
南
海
ト
ラ

フ
、
首
都
直
下
地
震
、
日

本
海

溝
・

千
島

海
溝

周
辺

海
溝
型
地
震
等
の
大
規
模
災
害
を
想
定

し
、

東
京

圏
（

６
年

度
補

正
）
に
加
え
、
必
要
な
資
器
材
等
を
効
果

的
に

分
散

備
蓄

し
ま

す
。

〇
毎

年
実
施
の
図
上

・
実
動
訓
練
の
実
施
回
数

を
増

や
し

、
自

治
体

を
含

む
関
係
者
の
練
度
向
上
と
と
も
に
、
「

活
動

要
領

（
初

版
）

」
の

検
証
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

〇
災

害
時
に
お
け
る

船
舶
活
用
医
療
へ
の
多
様

な
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

す
る
た
め
、
船
舶
活
用
医
療
に
関
す
る

様
々

な
課

題
に

つ
い

て
、

総
合

的
か
つ
持
続
的
に
検
討
を
行
い
、
体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

事
業

概
要

・
目

的

【
「

船
舶

活
用

医
療

人
材

」
育

成
・

確
保

】
関

係
医

療
団

体
の

協
力

の
下

、
「

船
舶

活
用

医
療

人
材

」
の

教
育

・
人

材
リ

ス
ト

化
を

行
う

と
と

も
に

、
初

動
時

の
先

遣
隊

人
材

を
確

保
し

ま
す

。

【
資

器
材

等
の

整
備

】
船

舶
で

の
医

療
活

動
に

必
要

と
な

る
エ

ア
テ

ン
ト

な
ど

の
資

器
材

等
に

つ
い

て
、

分
散

備
蓄

（
３

カ
所

追
加

）
し

ま
す

。

【
訓

練
を

通
じ

た
検

証
】

大
規

模
災

害
の

発
生

を
想

定
し

、
関

係
者

と
の

連
携

の
下

、
船

舶
を

活
用

し
て

の
実

動
訓

練
等

を
通

じ
て

、
活

動
要

領
の

実
効

性
を

高
め

ま
す

。

【
医

療
提

供
体

制
の

充
実

に
係

る
調

査
・

検
討

】
船

舶
活

用
医

療
提

供
体

制
の

改
善

・
充

実
を

継
続

的
に

図
る

た
め

、
有

識
者

検
討

会
を

設
け

る
と

と
も

に
、

様
々

な
課

題
に

関
す

る
調

査
を

行
い

ま
す

。

【
国

民
へ

の
広

報
等

の
実

施
】

広
報

用
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

作
成

し
、

自
治

体
・

医
療

団
体

等
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
国

民
に

広
報

を
行

い
ま

す
。

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

○
災

害
時

等
に

お
け
る

船
舶

を
活

用
し

た
医

療
提

供
体

制
の

充
実

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
被
災

地
域

に
お

け
る

医
療

施
設

の
機

能
を

補
完

し
、

国
民

の
生

命
及

び
身
体

の
災

害
等

か
ら

の
保

護
に

寄
与

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

期
待

さ
れ

る
効

果
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国
委
託

金
調
査
等
の
契
約
先

○
救
援
に
お
け
る
物
資
支
援
に
係
る
対
応
能
力
の
向
上
に
関
す
る

調
査
・
検
討
等

・
こ
れ
ま
で
の
国
民
保
護
訓
練
や
自
然
災
害
対
応
で
得
た
知
見
や

自
然
災
害
対
応
用
の
備
蓄
の
活
用
と
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
物
資
の
調
達
・
輸
送
等
に
必
要
な
関
係
者
間
の
情
報
の
共

有
、
備
蓄
状
況
の
可
視
化
、
効
率
的
な
輸
送
方
法
等
、
救
援
に

お
け
る
物
資
支
援
の
方
法
等
を
調
査
・
検
討
し
、
物
資
支
援
を

行
う
上
で
の
留
意
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
都
道
府
県
等
に
提
供

し
ま

す
。

・
自

然
災

害
向

け
に
運

用
中

の
新

物
資

シ
ス
テ
ム
（
B-
PL
o）

を
国
民

保
護

で
も
活

用
で
き
る
よ
う
、
上

記
で
取

り
ま
と
め
た
留

意
事

項
を
踏

ま
え
、
シ
ス
テ
ム
上
で
活
用
可
能
な
訓
練
想
定
（
シ
ナ
リ
オ
）
を
策
定

し
、
救
援
の
実
施
主
体
で
あ
る
都
道
府
県
等
の
対
応
能
力
の
向
上

を
目

指
し
ま
す
。

○
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

中
、
地
方
公
共
団
体
の
救
援
の
実
施
に
係
る
対
応
能
力
の
向
上

は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
国
民
保

護
訓
練
や
自
然
災
害
対
応
で
得
た
課
題
や
対
応
策
等
を
基
に
、

救
援
の
実
施
に
必
要
な
物
資
支
援
の
方
法
等
を
検
討
し
、
物
資

支
援
に
お
け
る
留
意
事
項
と
し
て
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
訓

練
想
定
（
シ
ナ
リ
オ
）
を
策
定
し
、
都
道
府
県
等
の
対
応
能
力

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

救
援

の
実

施
等

に
係

る
調

査
検

討
推

進
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
1
0
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
救
援
の
実
施
に
係
る
対
応
能
力
の
向
上

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

救
援

担
当

）
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○
中

央
防

災
無

線
網

設
備
の

監
視
・
点

検
保

守
・
災

害
時
運

用
支
援

・
リ
ー
ス
契

約
・
通

信
事

業
者

回
線

借
用
等

○
中
央
防
災
無
線
網
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
の

設
備
整
備

・
指

定
公

共
機

関
へ

の
衛

星
携

帯
サ

ー
ビ
ス
の

導
入

・
直

流
電

源
装

置
（
蓄

電
池

）
の

更
新

・
地

上
系

通
信

設
備

の
整

備
検

討
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
の
更
新

・
映

像
配

信
設

備
整

備
・
衛

星
通

信
設

備
の

整
備

〇
大

規
模

災
害

発
生

時
に

全
国

の
防

災
関

係
機

関
相

互
の

通
信

を
確

保
す

る
こ

と
で

、
政

府
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
災

害
対

応
に

寄
与

し
ま

す
。

○
利

用
状

況
、

技
術

動
向

や
設

備
の

最
適

化
に

よ
る

見
直

し
と

部
品

交
換

等
に

よ
る

延
命

化
な

ど
に

よ
り

、
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

の
削

減
を

実
現

し
ま

す
。

○
中

央
防

災
無

線
網

の
構

成
や

シ
ス
テ
ム
の

見
直

し
、
新

技
術

活
用

等
に
よ
り
、
防

災
デ
ジ
タ

ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等

の
基

盤
と
な
る
通

信
イ
ン
フ
ラ
の

持
続

的
な
信

頼
性

（
耐

災
害

性
）
向

上
や

機
能

向
上

を
実

現
し
、
防

災
D
Xの

推
進

に
寄

与
し
ま
す
。

[事
業
年
度
：
昭
和
5
3年

度
～
終
了
年
度
未
定
]

○
中
央
防
災
無
線
網
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
お
い
て
も
，
災
害
情
報
の
収
集
・
伝
達
を
確
実
に
行

う
た
め
、
総
理
大
臣
官
邸
や
指
定
行
政
機
関
等
（
3
1機

関
）
、
指
定
公
共
機
関
（
10
6機

関
）
及
び
地
方
公
共
団

体
（
4
7都

道
府
県
５
政
令
市
）
と
の
間
や
災
害
発
生
時
に

設
置
さ
れ
る
緊
急
災
害
対
策
本
部
（
立
川
災
害
対
策
本
部

予
備
施
設
を
含
む
。
）
や
現
地
災
害
対
策
本
部
等
を
結
ぶ
、

政
府
専
用
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
災
害
時
に
お
い

て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
映
像
に
よ
る
発
災
状
況
の
把
握
や
関

係
機
関
と
の
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ル
共

有
・
T
V会

議
等
に
よ
る
通
信
を
確
保
す
る
た
め
、
中
央
防

災
無
線
網
の
整
備
及
び
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

○
多
く
の
設
備
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
設
備
配
置

の
最
適
化
や
新
技
術
を
活
用
し
つ
つ
、
計
画
的
な
設
備
の

刷
新
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
央

防
災

無
線

網
の

管
理

に
要

す
る

経
費

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
,5

2
5
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

5
4
9
百

万
円

】
（

令
和

７
年

度
予

算
額

9
6
9
百

万
円

）

事
業
概
要
・
目
的

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

資
金
の
流
れ

期
待
さ
れ
る
効
果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

災
害

緊
急

事
態

対
処

担
当

）

国
民
間
事
業
者
等

中
央
防
災
通
信
維
持
費

無
線
通
信
機
器
等
整
備
費

防
災
衛
星
通
信
設
備
（
可
搬
局
）

地
上
系
通
信
設
備
（
多
重
無
線
設
備
）
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国
中
央
防
災
通
信
維
持
費

民
間
事
業
者
等

資
金

の
流

れ

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

災
害

緊
急

事
態

対
処

担
当

）

中
央

防
災

無
線

W
E

B
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
１

百
万

円
（

令
和

７
年

度
予

算
額

１
百

万
円

）

〇
中

央
防
災

無
線
網

中
央

防
災

無
線

網
は

、
内

閣
府

（
防

災
担

当
）

が
整

備
す

る
防

災
専

用
の

独
立

し
た

通
信

網
で

あ
り

、
地

上
マ

イ
ク

ロ
無

線
回

線
、

衛
星

通
信

回
線

、
有

線
回

線
に

よ
り

総
理

大
臣

官
邸

や
中

央
省

庁
及

び
指

定
公

共
機

関
等

の
全

国
の

防
災

機
関

を
接

続
。

ま
た

、
災

害
発

生
時

に
は

現
地

対
策

本
部

と
の

通
信

回
線

を
構

築
し

、
中

央
防

災
無

線
網

を
介

し
て

災
害

発
生

時
の

被
害

状
況

・
対
応
状

況
等
の
情
報
集
約
と
共
有
を
行
っ

て
い
ま

す
。

〇
中

央
防
災

無
線
Ｗ
Ｅ
Ｂ

中
央

防
災

無
線

Ｗ
Ｅ

Ｂ
は

、
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
官

邸
、

内
閣

府
防

災
及

び
各

省
庁

と
情

報
を

共
有

す
る

た
め

の
設

備
で

あ
り

、
フ

ァ
イ

ル
共

有
、

政
府

災
害

対
策

本
部

会
議

等
の

映
像

の
各

省
庁

配
信
、

実
働

5
省

庁
（
警

察
庁
、

消
防

庁
、

国
交

省
、

海
保

庁
、

防
衛

省
）

の
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
上

空
映

像
等

の
集

約
・

配
信

な
ど
に

よ
り
情
報
共
有
を
行
い
ま
す
。

ま
た

、
現

地
対

策
本

部
が

設
置

さ
れ

た
場

合
、

現
地

と
内

閣
府

防
災

と
の
情

報
共
有
に
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

要
求

内
容

〇
中

央
防
災

無
線
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
運
用
経
費

設
備

の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
の
保
守
費
・
定
期
点
検

８
年

度
概

算
要
求
額

７
３
７
千
円

現
地
対
策
本
部

各
省
庁

内
閣
府
防
災

官
邸

中
央
防
災
無
線
網

中
央
防
災
無
線

W
EB

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

＜
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

＞
運
用
等
経
費
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国

災
害
関
係
調
査
費
、
各
所
修
繕

民
間
事
業
者
等

○
施
設
外
観

[事
業
年
度
：
昭
和
６
３
年
度
～
終
了
年
度
未
定
]

○
災
害
対
策
本
部
予
備
施
設
（
立
川
）
は
、
首
都
直
下
地
震
等
の

大
規
模
災
害
で
都
心
関
係
施
設
（
官
邸
等
）
が
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
場
合
に
備
え
、
国
の
災
害
対
策
本
部
機
能
、
内
閣
府

（
中
央
合
同
庁
舎
第
８
号
館
）
の
防
災
専
用
の
通
信
統
制
・
情

報
処
理
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
及
び
被
災
自
治
体
へ
の
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
用
物
資
の
備
蓄
倉
庫
等
を
持
つ
施
設
。

○
東
京
湾
臨
海
部
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
施
設
（
有
明
の
丘
、
東

扇
島
）
は
、
首
都
圏
に
お
い
て
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の

政
府
の
現
地
対
策
本
部
機
能
及
び
救
助
活
動
や
物
資
搬
送
等
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
施
設
。

○
大
規
模
災
害
に
備
え
、
以
下
の
事
業
を
実
施
す
る
。

・
当
該
施
設
の
維
持
管
理
（
光
熱
水
費
、
清
掃
等
）
を
適
切
に
行

う
と
共
に
、
耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
設
備
等
を
改
修
す
る
。

・
政
府
実
行
計
画
等
に
基
づ
き
、
照
明
の
LE
D化

及
び
太
陽
発
電
設

備
を
設
置
す
る
。

・
災
害
対
応
の
実
効
性
確
保
の
た
め
、
通
信
環
境
・
上
水
道
の
冗

長
化
、
仮
眠
環
境
・
警
備
体
制
等
を
確
保
す
る
。

立
川

・
有

明
の

丘
・

東
扇

島
施

設
の

維
持

管
理

及
び

改
修

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

4
3
4
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

9
6
百

万
円

】
（

令
和

７
年

度
予

算
額

3
3
7
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ

資
金

の
流

れ

○
各
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
・
改
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
要

の
機
能
及
び
性
能
が
確
保
で
き
、
大
規
模
災
害
発
生
時
、
政
府

と
し
て
迅
速
な
災
害
対
応
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

復
旧

・
復

興
担

当
）

施
設
施
工
庁
費
、
施
設
整
備
費
等

災
害
対
策
本
部
予
備
施
設

（
立
川
）

東
京
湾
臨
海
部
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
施
設

（
東
扇

島
）

（
有
明

の
丘

）

左
：
本
館
及
び
新
館

右
：
備
蓄
倉
庫
棟
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○
能

登
半

島
地

震
で

は
、

キ
ッ

チ
ン

カ
ー

、
ト

レ
ー

ラ
ー

ハ
ウ

ス
、

ム
ー

ビ
ン

グ
ハ

ウ
ス

、
ト

イ
レ

カ
ー

、
ラ

ン
ド

リ
ー

カ
ー

等
の

災
害

対
応

車
両

が
、

被
災

者
の

住
ま

い
の

確
保

、
災

害
対

応
従

事
者

等
の

宿
泊

場
所

の
確

保
、

避
難

所
環

境
の

改
善

等
の

観
点

で
有
効

に
活
用
さ
れ
た
。

○
こ

れ
を

踏
ま

え
、

令
和

７
年

６
月

か
ら

は
災

害
対

応
車

両
登

録
制

度
の

運
用

を
開

始
し

、
災

害
時

に
被

災
自

治
体

が
こ

れ
ら

車
両

に
つ

い
て

派
遣

を
要

請
し

、
迅

速
な

被
災

者
支

援
を

可
能

と
し

た
。

○
さ

ら
に

制
度

の
深

化
を

図
る

た
め

、
よ

り
迅

速
な

派
遣

に
資

す
る

た
め

の
車

両
検

索
シ

ス
テ

ム
の

改
修

を
行

う
と

と
も

に
、

広
報

活
動

、
講

習
会

及
び

登
録

ス
テ

ッ
カ

ー
の

配
布

等
の

普

及
・

啓
発
活

動
を
実
施
す
る
。

国
民

間
事

業
者

災
害

時
に

活
用

可
能

な
キ

ッ
チ

ン
カ

ー
・

ト
レ

ー
ラ

ー
ハ

ウ
ス

等
に

係
る

登
録

制
度

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
5

0
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

1
0

7
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
4

3
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
大

規
模

災
害

発
生
時

の
被

災
地

に
お

け
る

迅
速

な
復

旧
・

復
興

を
実

現
す

る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

災
害
関
係
調
査
費

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

（
仮
設
住
宅
）

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス

（
仮
設
住
宅
）
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地
域

ご
と

の
実

情
や

課
題

に
即

し
た

マ
ン

シ
ョ

ン
防

災
の

優
良

事
例

や
課

題
を

取

り
ま

と
め

、
横

展
開

を
図

る
こ

と
で

、
全

国
の

マ
ン

シ
ョ

ン
管

理
組

合
に

お
い

て

効
果

的
な

訓
練

が
実

施
可

能
と

な
り

、
マ

ン
シ

ョ
ン

住
民

の
防

災
に

係
る

意
識

が

向
上

し
、

適
切

な
在

宅
避

難
が

実
施

さ
れ

る
こ

と
で

、
地

域
住

民
を

含
め

た
全

て

の
住
民
の
避
難
生
活
向
上
に
資
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

資
金

の
流

れ

期
待

さ
れ

る
効

果

マ
ン

シ
ョ

ン
在

宅
避

難
の

推
進

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
0
０

百
万

円
【

要
望

額
】

（
新

規
）

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

食
事

支
援

担
当

）

事
業

概
要

･
目

的

〇
マ
ン
シ
ョ

ン
密
集

地
域

に
お
け

る
大

規
模
災

害
が

起
き
た

際
に

、
す
べ

て

の
住
民

が
避

難
所
に

避
難

す
る
こ

と
が

困
難
で

あ
る

こ
と
か

ら
、

在
宅
避

難

を
中
心

と
し

た
マ
ン

シ
ョ

ン
防
災

の
推

進
が
急

務
と

な
っ
て

お
り

、
本
年

３

月
に
と

り
ま

と
め
ら

れ
た

「
南
海

ト
ラ

フ
巨
大

地
震

対
策
に

つ
い

て
（
報

告

書
）
」

で
は

、
マ
ン

シ
ョ

ン
で
の

防
災

訓
練
が

必
要

と
さ
れ

、
首

都
直
下

地

震
対
策

検
討

W
G
に
お

い
て

も
、
マ

ン
シ

ョ
ン
防

災
と

し
て
在

宅
避

難
に
関

す

る
議
論

が
な

さ
れ
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。

〇
一
方

で
、

一
部
の

自
治

体
で
は

、
防

災
備
蓄

資
機

材
の
助

成
、

優
良
な

マ

ン
シ
ョ

ン
の

認
定
制

度
、

リ
ー
フ

レ
ッ

ト
に
よ

る
普

及
啓
発

等
の

マ
ン
シ

ョ

ン
防
災

の
取

組
が
実

施
さ

れ
て
い

る
も

の
の
、

マ
ン

シ
ョ
ン

管
理

組
合
ご

と

に
防
災

へ
の

意
識
は

異
な

り
、
理

解
・

取
組
が

十
分

進
ん
で

い
な

い
。

〇
マ
ン

シ
ョ

ン
住
民

に
対

し
て
防

災
に

係
る
取

組
内

容
を
周

知
す

る
手
段

と

し
て
、

各
管

理
組
合

が
実

施
す
る

防
災

訓
練
が

一
般

的
だ
が

、
防

災
意
識

の

欠
如
や

費
用

負
担
の

問
題

か
ら
十

分
な

防
災
訓

練
が

行
わ
れ

て
い

な
い
現

状

が
あ
る

こ
と

か
ら
、

モ
デ

ル
事
業

と
し

て
防
災

訓
練

を
行
う

こ
と

に
よ
り

、

優
良
事

例
や

課
題
を

取
り

ま
と
め

、
全

国
の
マ

ン
シ

ョ
ン
管

理
組

合
等
に

横

展
開
を

図
る

。

○
全
国
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
等
を
対
象
に
、
モ
デ
ル
事
業
と
な
る
マ
ン
シ
ョ
ン

防
災
訓
練
(
住
民
の
安
否
確
認
や
マ
ン
シ
ョ
ン
設
備
の
把
握
、
炊
き
出
し
訓
練
、
防
災

ト
イ
レ
体
験
、
座
学
講
習
等
)
を
実
施
し
、
優
良
事
例
の
抽
出
及
び
課
題
の
抽
出
を
行

う
。

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
専
門
家
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
等
の
事
例
紹
介
や
在
宅
避
難
に
必
要
な
資
機
材
の
展
示
や
体
験
等
を
併
せ

て
行
う
。

内
閣

府
民

間
調

査
会

社
等
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

（
１
）
具
体
的
な
訓
練
内
容

（
２
）
訓
練
終
了
後
の
課
題
の
洗
い
出
し

実
態
に
即
し
た
避
難
所
運
営
訓
練
（
TK
B等

）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

発
災
時
の
避
難
所
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
訓
練
終
了
後
、
課
題
・
疑
義
に
つ
い
て

抽
出
。

（
３
）
「
避
難
生
活
の
取
組
指
針
」
等
へ
の
反
映

訓
練
で
得
ら
れ
た
優
良
事
例
、
課
題
に
つ
い
て
、
「
避
難
生
活
の
取
組

指
針
」
等
に
盛
り
込
み
、
避
難
生
活
の
環
境
改
善
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
。

○
内
閣
府
に
お
い
て
は
、
令
和
6年

12
月
に

「
避
難
生
活
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
組
指
針
」
、

「
避
難
所
運
営
等
避
難
生
活
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
）
」
を
策
定
（
改
定
）
し
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
沿
っ
た
避
難
所
訓
練
を

実
施
。

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
、
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
の
確
認
を
行
い
、
実

質
的
に
全
て
の
避
難
所
で
こ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。

○
今
後
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
、
「
首
都
直
下
型
地

震
」
、
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
型
地
震
」
な
ど
、
各
都
道
府
県
等
に
お
い

て
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
基
づ
い
て
避
難
所
の
質
と
向
上
に
配
慮
し
た
発
災
時
の

避
難
所
の
開
所
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
概
ね
ス
フ
ィ
ア
基
準

に
沿
っ
た
避
難
所
の
開
所
に
係
る
訓
練
を
実
施
す
る
。

○
併
せ
て
、
令
和
７
年
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
「
災
害
対
応
車
両
登
録
制

度
」
に
つ
い
て
も
、
講
習
会
、
登
録
、
要
請
の
演
習
も
実
施
す
る
。

発
災

後
の

迅
速

か
つ

質
の

高
い

避
難

所
環

境
整

備
促

進
訓

練
等

経
費

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
0
０

百
万

円
【

要
望

額
】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

○
自
治
体
に
お
け
る
避
難
所
の
迅
速
な
開
設
及
び
質
の
向
上
を
促
す
。

○
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
避
難
所
の
生
活
環
境
改
善
に
つ
な
げ
る
。

○
災
害
対
応
車
両
登
録
制
度
の
普
及
及
び
登
録
台
数
の
確
保
を
図
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果
請
負

契
約

都
道
府
県
、

市
町
村

資
金

の
流

れ

内
閣
府
（
防
災
）

⺠
間
企
業

シ
ナ
リ
オ
作
成
、

訓
練
等
の
準
備
・
運
営

自
治
体
の
選
定
、

訓
練
等
の
実
施

写
真
提
供
：大

船
渡
市

写
真
提
供
：能

登
町

避
難

所
レ

イ
ア

ウ
ト

設
定

①

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
、

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
等

を
設

置
し

、
宿

泊
演
習

②

仮
設

ト
イ

レ
を

設
置

し
、

満
杯

と
な

っ
た

場
合

の
し

尿
処

理
対

策
等

③

温
冷

環
境

に
配

慮
し

た
食

事
の

提
供

（
避

難
所

に
お

け
る

、
温

か
い

食
事

提
供

の
重

要
性

を
理

解
促
進

。
）

④

災
害

対
応

車
両

登
録

制
度

に
関

す
る

講
習

会
及

び
登

録
車

両
の
要

請
に

係
る

演
習

⑤

女
性

専
用

ス
ペ

ー
ス

（
更

衣
室

、
授

乳
室

、
キ

ッ
ズ

ス
ペ

ー
ス
等

を
設

置
）

、
ペ

ッ
ト

連
れ

の
避

難
者

の
対

応
な

ど
⑥

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

生
活

環
境

担
当

）

43



①
平

時
か

ら
、
災

害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
組

が
全

国
で
実

施
さ
れ

る
こ
と

で
、
災

害
発

生
時

、
被

災
者

一
人

ひ
と
り
の

状
況

を
踏

ま
え
た
き
め
細

や
か

な

支
援

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
支

援
漏

れ
や

災
害

関
連

死
の

防
止

に
つ
な
が

る
。

②
優

良
な
取

組
事

例
の

横
展

開
に
よ
り
、
全

国
に
お
け
る
取

組
水

準
を
底

上
げ
。

③
関

係
者

間
で
顔

の
見

え
る
関

係
性

が
構

築
さ
れ

る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
性
を
活
か
し
た
支
援
を
一
体
的
か
つ
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

④
平
時

か
ら
、
車

中
泊
避

難
や

広
域

的
な
避

難
に
関

す
る
体

制
が

構
築

さ
れ

る

こ
と
で
、
災

害
発

生
時

、
避

難
場

所
に
関

わ
ら
ず
被

災
者

一
人

ひ
と
り
に
寄

り

添
っ
た
支
援
を
円
滑
に
行
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

資
金

の
流

れ

期
待

さ
れ

る
効

果

災
害

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

普
及

・
定

着
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
1
0
3
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

9
6
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
８

百
万

円
）

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

避
難

支
援

担
当

）

内
閣

府
民

間
調

査
会

社
等

事
業

概
要

･
目

的

○
場

所
（
避

難
所

）
か

ら
人

（
避

難
者

等
）
へ

の
支

援
の

転
換

が
求

め
ら
れ

る
中

で
、
災

害
発

生
時

に
は

、
災

害
関

連
死

を
防

止
す
る
た
め
、
早

期
に
被

災
者

の
状

況
を
把

握
し
必

要
な
支

援
を
届

け
る
と
と
も
に
、
一

日
も
早

い
生

活
再

建
を
実

現
す
る
こ
と

が
重

要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
被

災
者

一
人

ひ
と
り
の

状
況

を
踏

ま
え
、
関

係
者

が

連
携

し
、
継

続
的

に
支

援
を
行

う
取

組
で
あ
る
「
災

害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
よ
り

一
層

推
進

す
る
必

要
が

あ
り
、
防

災
庁

設
置

準
備

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
報

告
書

に

お
い
て
も
、
平

時
か

ら
「
災

害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

体
制

構
築

を
図

る
必

要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

○
こ
れ

ま
で
、
災

害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

先
進

的
な
取

組
の

事
例

集
（
令

和
３
年

度
）
や

標
準

的
な
取

組
方

法
等

を
ま
と
め
た
手

引
書

（
令

和
４
年

度
）
を
作

成
・
周

知

す
る
と
と
も
に
、
自

治
体

職
員

や
民

間
関

係
者

（
福

祉
関

係
者

、
士

業
関

係
者

、

N
P
O
関

係
者

等
）
を
対

象
に
し
た
説

明
会

や
研

修
、
災

害
時

の
実

施
体

制
構

築
に

向
け
た
モ
デ
ル

事
業

（
令

和
５
年

度
～

）
や

、
全

国
レ
ベ
ル

で
関

係
団

体
間

の
関

係

構
築

や
知

見
の

共
有

を
図

る
た
め
の

協
議

会
の

開
催

（
令

和
６
年

度
～

）
を
実

施
し

て
き
た
と
こ
ろ
。

○
一
方
で
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
な
担
い
手
と
な
る
民
間
関

係
者
に
つ

い
て
、
各

地
域

に
お
い
て
、
関

係
者

同
士

や
自

治
体

と
の

関
係

性
の

構
築

が
進

ん

で
い
な
い
状
況
。

○
ま
た
、
近

年
、
車

中
泊

や
広

域
的

な
避

難
な
ど
、
避

難
の

在
り
方

が
多

様
化

す
る
中

で
、
「
在

宅
・
車

中
泊

避
難

者
等

の
支

援
の

手
引

き
」
（
令

和
６
年

度
）
や

２
次

避
難

の
円

滑
化

に
向

け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
令

和
７
年

度
予

定
）
を
作

成
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

ら
の

内
容

を
踏

ま
え
た
自

治
体

に
よ
る
実

践
的

訓
練

が
行

わ
れ

て
い
な
い
状

況
。

①
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

・
全

国
協

議
会

の
開
催

・
全
国
説
明
会
・
研
修
の
実
施

・
実
施
体
制
構
築
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

（
都
道
府
県
タ
イ
プ
、
市
町
村
タ
イ
プ
）

自
治
体
ご
と
又
は
複
数
の
自
治
体
を
跨
が
る
実
施
体
制
の
構
築
を

後
押
し
し
、
優
良
事
例
を
横
展
開
。

（
民

間
タ
イ
プ
）

士
業
関
係
者
等
に
お
け
る
実
施
体
制
の
構
築
を
後
押
し
し
、
優
良

事
例
を
横
展
開
。

②
車
中
泊
避
難
及
び
広
域
的
な
避
難
に
関
す
る
訓
練
実
施
事
業

運
営
体
制
の
構
築
、
訓
練
の
実
施
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

は
じ
め
と
す
る
自
治
体
の
取
組
を
後
押
し
。
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〇
平
時
か
ら
関
係
者
間
に
お
い
て
必
要
と
な
る
情

報
や
認
識
を
共
有
し
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、
発
災
時
に
速
や
か
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

各
種

災
害

対
応

関
係

者
連

絡
協

議
会

に
か

か
る

補
助

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

9
4
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

避
難

支
援

担
当

・
食

事
支

援
担

当
）

内
閣

府
都

道
府

県
補

助

事
業

概
要

･
目

的

能
登

半
島

地
震

を
踏

ま
え

た
対

応
と

し
て

、
避

難
生

活
に

お
い

て
、

市

町
村

で
は

、
指

定
場

所
や

物
資

拠
 
 
点

等
に

最
低

限
必

要
な

備
蓄

や
を

確

保
す

る
と

と
も

に
、

都
道

府
県

に
お

い
て

は
市

町
村

の
備

蓄
状

況
を

踏
ま

え
た

備
蓄

の
確

保
や

温
か

い
食

事
の

提
供

な
ど

避
難

所
環

境
の

確
保

を
求

め
ら
れ

て
い

る
。

 
 
ま

た
、

自
治

体
（

市
町

村
）

に
お

い
て

は
避

難
所

で
の

温
か

い
食

事
を

提
供

す
る

た
め

、
関

係
事

業
者

ら
と

連
携

し
、

体
制

づ
く

り
に

向
け

て
協

議
を

し
て

い
る

例
は

あ
る

が
、

都
道

府
県

と
し

て
も

、
そ

の
よ

う
な

自
治

体
（

市
町

村
）

を
増

や
し

、
災

害
時

に
お

け
る

迅
速

な
対

応
が

求
め

ら
れ

て
い
る

。

加
え

て
、

災
害

対
策

基
本

法
等

の
改

正
に

伴
い

新
た

に
「

福
祉

サ
ー

ビ

ス
の

提
供

」
が

追
加

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

災
害

時
に

お
け

る
個

人
情

報
の

取
扱

い
や

必
要

と
な

る
対

応
等

に
つ

い
て

、
平

時
か

ら
関

係
者

間
に

お
い

て
情
報

や
認
識
の
共
有
を
図
っ

て
お

く
必

要
が

あ
る
。

こ
の

た
め

、
行

政
、

福
祉

関
係

団
体

や
、

食
事

関
係

団
体

な
ど

が
集

ま

り
、

平
時

に
お

け
る

情
報

共
有

や
発

災
時

の
対

応
の

確
認

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

都
道

府
県

に
対

し
て

、
協

議
会

を
設

置
す

る
た

め
に

必
要

と
な
る

費
用
の
補
助
を
行
う
も

の
で

あ
る
。

○
福
祉
支
援
や
食
事
支
援
ほ
か
災
害
対
応
に
携
わ
る
団
体
等
と
都
道
府
県
と
の
間
に

お
い
て
、
都
道
府
県
単
位
の
連
絡
協
議
会
を
行
政
、
福
祉
関
係
団
体
、
食
事
関
係
業

者
な
ど
を
参
集
（
分
野
別
、
テ
ー
マ
毎
に
参
集
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
え
る
）

し
、
年
に
数
回
程
度
開
催
。

災
害
時
に
お
け
る
関
係
者
間
に
お
け
る
平
時
か
ら
の
防
災
に
関
す
る
認
識
、
個
人

情
報
の
取
扱
い
、
発
災
時
に
お
け
る
対
応
の
確
認
等
に
つ
い
て
共
有
す
る
と
と
も

に
、
協
議
会
で
の
議
論
内
容
を
市
町
村
に
共
有
す
る
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

〇
協
議
会
の
参
加
者
（
例
）

１
．
行
政
（
都
道
府
県
の
防
災
部
局
、
福
祉
部
局
、
教
育
委
員
会
、
農
林
水
産
部

局
、
商
工
部
局
、
自
衛
隊
、
管
内
市
町
村
（
救
助
実
施
市
含
む
）
ほ
か
）

２
．
福
祉
関
係
団
体
（
日
本
赤
十
字
社
都
道
府
県
支
部
、
都
道
府
県
社
協

ほ
か
）

３
．
食
事
関
係
（
飲

食
店
組
合
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
団
体
、
生
協
や
食
品
ス
ー
パ
ー
、

卸
売
市
場
、
学
校
法
人
、
栄
養
士
そ
の
他
関
係
団
体

ほ
か
）

〇
開
催
を
委
託
す
る
場
合
の
委
託
先
団
体
と
し
て
、
福
祉
支
援
関
係
に
つ
い
て
は
都

道
府
県
社
協
や
防
災

関
係
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
を

、
食
事
支
援
関
係
に
つ
い
て
は
、
全
国

飲
食
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
の
組
合

員
ほ
か
、
防
災
関
係
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
を

想
定
。
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○
災
害
の
経
験
や
体
制
が
十
分
で
は
な
い
市
町
村
に
お
い
て
も
、

罹
災
証
明
書
の
交
付
及
び
そ
の
前
提
と
な
る
被
害
認
定
調
査
を
円

滑
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
被
災
者
支
援
の
よ
り
迅

速
な
実
施
に
寄
与
し
ま
す
。

国
災
害
関
係
調
査
費

民
間
事
業
者
等

罹
災

証
明

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
派

遣
制

度
に

関
す

る
業

務
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
９

2
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

○
被

害
認

定
調

査
や

罹
災

証
明

書
の

交
付

に
は
、
専
門
的
な
知
識
・
経
験
が
求
め
ら
れ
、

迅
速
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
過
去

の
災
害
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
経
験
の
あ
る

人
材
に
よ
る
助
言
や
、
調
査
員
の
不
足
へ
の

マ
ン
パ
ワ
ー
支
援
が
必
要
で
す
。

○
そ

の
た

め
、

内
閣

府
に

お
い

て
令

和
７

年
７
月
か
ら
登
録
を
開
始
し
た
「
罹
災
証
明

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
そ
の
資

質
を
確
保
す
る
た
め
の
効
果
的
な
研
修
内
容

の
ほ
か
、
本
制
度
の
見
直
し
も
含
め
た
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
併

せ
て

、
被

害
認

定
調

査
員

が
不

足
す

る
場
合
、
調
査
や
交
付
事
務
の
一
部
を
民
間

団
体
等
に
委
託
す
る
自
治
体
も
存
在
し
、
そ

う
し
た
事
例
を
蓄
積
し
、
横
展
開
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
罹
災
証
明
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
内
容
の
検
討
】

○
内

閣
府

に
登

録
さ

れ
た

罹
災

証
明

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
対

象
と

し
た

、
法

制
度

や
国

の
取

組
等

に
関

す
る

最
新

情
報

等
の

習
得

、
実

践
的

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
の

向
上

に
資

す
る

研
修

の
実

施
を

通
じ

、
資
質
確
保
に
効
果
的
な
研
修
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
罹
災
証
明
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣
結
果
の
調
査
・
分
析
】

○
罹

災
証

明
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

派
遣

支
援

を
通

じ
て

事
例

を
積

み
重

ね
る

と
と

も
に

、
罹

災
証

明
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
及

び
派

遣
先

市
町

村
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
を

通
じ

、
ノ

ウ
ハ

ウ
が

不
足

す
る

被
災

市
町

村
に

お
い

て
派

遣
す

る
こ

と
が

効
果

的
な

罹
災

証
明

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
被
害
認
定
調
査
等
の
民
間
委
託
に
係
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
・
整
理
】

○
被

災
市

町
村

に
よ

る
民

間
団

体
等

へ
の

調
査

・
交

付
事

務
の

委
託

に
係

る
支

援
を

通
じ

て
事

例
を

積
み

重
ね

る
と

と
も

に
、

全
国

の
自

治
体

へ
民

間
委

託
に

係
る

ノ
ウ

ハ
ウ

を
横

展
開

す
る

方
法

に
つ

い
て

検
討
し
ま
す
。

46



国
災

害
関
係
調
査
費

民
間

事
業
者

○
自

然
災

害
の

激
甚

化
・

頻
発

化
を

受
け

、
災

害
救

助
法

の
適

用
災

害
に

関
し

、
今

後
、

他
の

都
道

府
県
等

の
職

員
が

被
災

自

治
体

に
応

援
に

入
る

機
会

が
増

加
す

る
見
込

み
の

中
、

応
援

自

治
体

が
支

出
し

た
費

用
を

被
災

自
治

体
に
求

償
す

る
際

の
手

続

を
効

率
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。

○
こ

の
た

め
、

被
災

自
治

体
と

応
援

自
治

体
が

、
応

援
職

員
の

活
動

状
況

、
応

援
自
治

体
に

お
け

る
支

出
記

録
等

を
双

方
が

容

易
に

確
認

し
、

関
連
す

る
書

類
の

提
出

を
省

略
可

能
と

す
る

等

の
効

率
化
を

図
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開

発
を

進
め

る
。

※
令

和
２

年
12
月

、
規

制
改

革
担

当
大

臣
か

ら
「

災
害

救
助

法
の

救
助

費
用

の
求

償
手

続

き
の

効
率

化
」

に
関

し
、

自
治

体
か

ら
の

要
望

を
踏

ま
え

た
対

応
の

要
請

が
あ

り
、

令

和
３
年
３

月
、
防

災
担
当

大
臣

か
ら

検
討

を
行

う
旨

が
公

表
さ
れ

た
。

災
害

救
助

法
に

基
づ

く
救

助
費

用
の

求
償

手
続

き
の

効
率

化
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
9

0
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

 7
0
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
2

0
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
被

災
自

治
体
と
応

援
自
治
体
の
双
方
の
求
償
手
続
き
の
効
率
化
が

図
ら

れ
ま

す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
及
び
運
用

令
和
７
年
度
よ
り

順
次
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
稼
働
を
予
定

応
援
職
員
の
勤
怠
記
録

応
援
自
治
体
に
お
け
る
支
出
記
録

ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
向
け
た
準
備

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
改
修

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
機
能
の
整
理
、
仕
様
の
検
討

令
和
４
年
度
～

令
和

７
年
度

チ
ャ
ッ
ト
機
能
の
追
加

応
援

に
入

っ
た

職
員

が
他

の
応

援
職

員
や

被
災

自
治

体
の

職
員

と
容

易
に

意
思

疎
通

を
図

り
、

被
災

自
治

体
に

お
け

る
円

滑
な

業
務

遂
行

を
サ

ポ
ー

ト

令
和

８
年
度

応
援

職
員
の

勤
怠
管

理
機
能

応
援

自
治
体

に
お
け

る
支

出
記

録
の

管
理
連

携
機
能
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①
災
害
発
生
直
後
か
ら
の
避
難
所
の
生
活
環
境
の

確
保

②
民
間
企
業
や
地
域
住
民
等
の
連
携
体
制
の
強
化

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

避
難

生
活

環
境

の
改

善
に

向
け

た
対

策
の

拡
充

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
0

0
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1

0
0
百

万
円

）
政

策
統

括
官

（
防

災
担

当
）

（
生

活
環

境
担

当
・

食
事

支
援

担
当

）

内
閣

府
民

間
調

査
会
社

等

事
業

概
要

･
目

的

〇
能

登
半
島

地
震

に
よ

り
、

石
川
県

に
お

い
て

最
大

で
40
,
0
0
0
人

を
超

え
る

避

難
者

が
生

じ
、

発
災

当
初

は
過

密
な

状
態

で
避

難
生

活
を

送
る

こ
と

を
余

儀
な

く
さ

れ
、

高
齢

化
が

高
い

地
域

で
あ

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

環
境

の
整

っ
た

ホ
テ

ル
旅

館
等

へ
の

２
次

避
難

も
進

め
ら

れ
る

と
と

も
に

、
断

水
が

長
期

化
す

る
中

で
、

ト
イ

レ
ト

レ
ー

ラ
ー

等
や

水
循

環
式

の
シ

ャ
ワ

ー
の

活
用

等
が

行
わ

れ
た

。

〇
 
今

般
の

地
震

に
お

け
る

対
応

に
つ

い
て

、
避

難
所

に
関

す
る

課
題

と
し

て
は

、

例
え
ば

以
下
の
よ
う
な

指
摘
が

な
さ

れ
て

い
る
。

・
発

災
直
後
に
備
え
地
域
完

結
型

の
備

蓄
が

必
要

で
あ
る
こ
と

・
避

難
所
開
設
時
か
ら
居
住

空
間

の
確

保
が

重
要

で
あ
る
こ
と

・
的

確
な
状
況
把
握
・
ニ
ー

ズ
把

握
を

行
う

た
め

の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
、

食
料
・
水
・
ト
イ
レ
等
の

確
保

の
た

め
備

蓄
や

設
備
整

備
、
民
間
事
業
者

等
と
の
連
携
協
力
が
必
要

で
あ

る
こ

と

〇
災

害
が

多
発

す
る

我
が
国

に
お

い
て

、
今

後
の

災
害

へ
の
備

え
と

し
て

、
発

災
直

後
の

避
難

所
の

環
境

整
備

と
、

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

よ
う
、

取
組
の
強
化
・

充
実
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る
。

〇
 
今
般
の
能
登
半
島
地
震
で
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難
所
の
開
設
・
運
営
の
課

題
に
関
し
、
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組
む
モ
デ
ル
と
な
る
取
組
を
実
施
し

横
展
開
す
る
こ
と
で
、
全
国
的
な
取
組
を
促
進
す
る
。

〇
 
具
体
的
に
は
、
民
間
事
業
者
（
各
種
事
業
組
合
や
N
P
O等

を
含
む
）
が
主

体
と
な
っ
て
、
自
治
体
と
の
連
携
す
る
取
組
で
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
考
え
ら
れ
る

・
自
治
体
と
避
難
所
運
営
に
知
見
の
あ
る
N
P
O、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
等
が

連
携
し
、
全
て
の
指
定
避
難
所
に
お
け
る
レ
イ
ア
ウ
ト
図
を
作
成
し
、
自

治
体
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に

よ
る
運
営
訓
練
を
実
施

・
自
治
体
と
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
事
業
者
と
連
携
し
、
避
難
所
で
の
展
開
も
含

め
た
協
定
の
締
結
、
訓
練
を
実
施

・
迅
速
な
炊
き
出
し
の
実
施
の
た
め
、
自
治
体

と
地
元
飲
食
業
協
同
組
合
と

連
携
し
、
発
災
時
の
炊
き
出
し
の
実
施
に
つ
い

て
協
定
を
締
結

・
ト
イ
レ
確
保
管
理
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
ト

イ
レ
カ
ー
の
派
遣
協
定
の
締
結
等
の
備
え
を
実

施
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実
効

性
の

高
い
被

災
者

支
援

業
務

の
D

X
化
を
推
進
し
た
自
治
体
の
モ
デ
ル
化

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

被
災

者
支

援
業

務
の

D
X
化

に
向

け
た

相
談

・
人

材
派

遣
事

業
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
５

0
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

避
難

支
援

担
当

）

事
業

概
要

･
目

的

災
害

発
生

時
、

被
災

自
治

体
で

は
短

期
間

に
膨

大
な

被
災

者
支

援
業

務

が
発

生
す

る
が

、
被

災
者

支
援

に
係

る
業

務
の

迅
速

化
・

効
率

化
に

は
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
効

果
的

に
活

用
す

る
こ

と
が

有
効

な
手

段
と

な
る

。
し

か
し

、
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
で

も
明

ら
か

に
な

っ
た

よ
う

に
、

各
自

治
体

で
は

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

認
知

不
足

等
に

よ
り

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

の
面

で
課

題
が

あ
る

と
と

も
に

、
デ

ジ
タ

ル
人

材
及

び
防

災
人

材
不

足
等

に
よ

り
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
導

入
の

面
で

も
課

題
が

あ
る

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

解
決

に
相

応
し

い
人

材
を

自
治

体
に

派
遣

し
、

相
談

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
で

、
デ

ジ
タ

ル
ア

ダ
プ

シ
ョ

ン
の

実
現

を
目

的
と

す
る

。

【
デ
ジ

タ
ル
ア
ダ
プ
シ

ョ
ン
と

は
】

ユ
ー

ザ
ー

が
導

入
し

た
デ

ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

や
技

術
を

効
果

的
に

活
用

し
、

最
大

限
の

成
果

を
引

き
出

す
施

策
や

取
組

（
例

：
デ

ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

を
組

織
全
体

で
一
貫
し
て
活
用
す
る

た
め

の
教

育
や

サ
ポ

ー
ト
な
ど
）
。

○
本
事
業
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
・
個
別
避
難
計
画
・
被
災
者
台
帳
の
作

成
、
避
難
所
・
避
難
者
の
管
理
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
に
課
題
が
あ
る
自

治
体
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
課
題
が
あ
る
自
治
体
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

解
決
に
適
し
た
外
部
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
や
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
を
都
道
府
県

及
び
市
区
町
村
に
派
遣
す
る
。

○
派
遣
職
員
は
、
各
自
治
体
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、
被
災
者
支
援
業
務
の

D
X

化
に
潜
在
す
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
把
握

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
提
案
を

す
る
こ
と
で
、
自
治
体
目
線
で
の
被
災
者
支
援
業
務
の

D
X化

を
支
援
す
る
。

○
上
記
に
加
え
、
当
該
年
度
に
被
災
し

た
自
治
体
に
協
力
を
依
頼
し
、
被
災
自
治
体

職
員
と
の
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

被
災

自
治
体
目
線
で
の
被
災
者
支
援
業
務
の

D
X化

も
支
援
す
る
。

※
被
災
自
治
体
に
対
し
て
は
、
発
災
時
に
民
間
事
業
者
の
デ
ー
タ
分
析
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
を
分
析
の
協
力
も

依
頼
。

内
閣

府
民

間
調

査
会
社

等
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○
大

規
模

災
害
発

生
時
に
も
、
応
急
期
か
ら
復
旧
・
復

興
期

ま
で

、
住
ま

い
の

確
保
に
係
る
施
策
の
円
滑
か
つ

切
れ
目

の
な
い
展

開
に

つ
な
げ
る
。

国
災

害
関

係
調
査
費

民
間
事

業
者

等

能
登

半
島

地
震

を
踏

ま
え

た
仮

設
住

宅
取

組
事

例
集

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

4
0
百

万
円

【
要

望
額

】

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

○
「

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

を
踏

ま
え

た
災

害
対

応
の

在
り

方
に

つ
い

て
（

報
告

書
）

（
令

和
６

年
11

月
）

」
を

踏
ま

え
、

木
造

、
プ

レ
ハ

ブ
、

ム
ー

ビ
ン

グ
ハ

ウ
ス

、
ト

レ
ー

ラ
ー

ハ

ウ
ス

等
の

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
、

価
格

、
期

間
、

メ
リ

ッ
ト

・

デ
メ

リ
ッ

ト
等

に
つ

い
て

整
理

し
、

多
様

な
仮

設
住

宅
の

提

供
の

あ
り
方

に
関
す
る
検
討
を
行
う
。

○
そ

の
結

果
を

Ｈ
Ｐ

掲
載

・
冊

子
・

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
頒

布

等
に

よ
り

、
地

方
公

共
団

体
に

普
及

し
、

今
後

の
大

規
模

災

害
時

の
被

災
者

の
住

ま
い

の
確

保
に

係
る

取
組

に
寄

与
す

る
。

令
和

６
年

能
登
半
島
地
震

・
住
家
の
全
壊
・
半
壊
：
3
0
,1

2
0
棟
の
被
害

（
消
防
庁
情
報
：
令
和
７
年
５
月

1
3
日

1
4
時

時
点

）

・
応
急
仮
設
住
宅
の
整
備
戸
数
：
約

1
0
,0

0
0
戸

○
多

様
な
応
急
仮
設
住
宅
の
特
徴
、
課
題
等
の
分
析

○
既

存
の

公
的
住
宅
の
活
用
や
住
宅
の
修
理
な
ど
の

応
急

仮
設
以
外
の
被
災
者
の
住
ま
い
の
確
保
方
策
の
分
析

木
造

プ
レ
ハ
ブ

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス

都
道

府
県
や
有
識
者
等
へ

の
意

見
聴
取

被
災
者
の
住
ま
い
の
確
保

に
関

す
る
取

組
事

例
集

 等
の

改
訂

自
治

体
へ
の
周
知
・
助
言

●
全

国
の
自
治
体
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

●
個
別
の
助
言

●
H

P
掲
載
・
冊
子
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
頒
布
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適
正
か
つ
迅
速
な
被
害
認
定
調
査
及
び
罹
災
証
明
書
の
交
付
が
可
能

と
な
り
、
効
果
的
・
効
率
的

な
被
災
者
支
援
及
び
市
町
村
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

国
災

害
関

係
調
査
費

民
間
事

業
者

等

災
害

の
被

害
認

定
基

準
等

の
適

正
な

運
用

の
確

保
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
1

9
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1

9
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

○
罹

災
証

明
書

は
、

各
種

支
援

策
の

判
断

材
料

と
し

て
活

用
さ

れ
る

た

め
、

そ
の

前
提

と
な

る
住

家
の

被
害

認
定

調
査

は
、

適
切

か
つ

速
や

か

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
災

害
の

中
で

も
、

風
害

に
お

け
る

被
害

認
定

調
査

は
、

外
観

の
み

で

調
査

が
可

能
な

地
震

、
水

害
、

液
状

化
等

と
異

な
り

、
原

則
と

し
て

内

部
立
入
調
査
が
必
要
で
す
。

○
令

和
６

年
８

月
に

九
州

地
方

に
上

陸
し

た
台

風
第

1
0
号

で
は

、
竜

巻

（
突

風
）

に
よ

る
多

数
の

住
家

被
害

に
つ

い
て

内
部

立
入

調
査

を
実

施

し
た

結
果

、
被

害
認

定
に

多
く

の
人

員
を

要
す

る
な

ど
、

風
害

に
お

い

て
も
調
査
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
本

業
務

で
は

、
特

に
風

害
に

お
け

る
被

害
認

定
調

査
の

実
施

に
関

す

る
課

題
及

び
そ

の
対

策
に

つ
い

て
情

報
収

集
・

分
析

を
行

い
、

被
害

認

定
調
査
の
適
正
な
運
用
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

運
用

指
針

、
調
査
手
引
き
等
に
反
映

（
注
）

運
用

指
針

は
「

災
害

に
係

る
住

家
の

被
害

認
定

基
準

運
用

指
針

」
を

指
す

。

○
R

6
台
風
第

1
0
号
に
お
け
る
被
害
認
定
調
査
の
事
例
収
集

○
市
町
村
ヒ
ア
リ
ン
グ

風
害

に
係

る
被
害
認
定
調
査
の
課
題

有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

検
討

会
等

自
治

体
へ
の
周
知
・
技
術
指
導

●
全

国
の
自
治
体
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

●
個

別
の
技
術
指
導

…
宮
崎
県
で
は
、
一
部
損
壊
～
全
壊

で
、

1
,6

9
6
棟
の
被
害

R
6
台

風
第

1
0
号

で
の

竜
巻

（
突

風
）

本
竜

巻
で
の
被
害
家
屋
（準

半
壊
）
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国

災
害
関
係
調
査
費

民
間
企
業
等

①
令

和
６

年
能
登
半

島
地

震
な
ど
、
近
年
日
本
各
地
で
発
生

し
た

大
規
模

災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
へ
の
取
組
事
例
を
分

析
す

る
と
と

も
に
、
有

識
者
や
公
共
団
体
職
員
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を

実
施
し

、
災
害
か

ら
得
ら
れ
た
教
訓
と
有
効
な
事
前
対

策
等

を
調
査

し
ま
す
。

ま
た
、

地
方
公
共

団
体
に
対
し
「
復
旧
・
復
興
ハ
ン
ド

ブ
ッ

ク
」
「

災
害
復
興

対
策
事
例
集
」
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調

査
等

を
実
施

し
、
よ
り

効
果
的
に
活
用
で
き
る
構
成
等
の
見

直
し

検
討
を

行
い
、
改

訂
の
う
え
、
地
方
公
共
団
体
へ
周

知
・

情
報
提

供
を
行
い

ま
す
。

①
復

興
対

策
の
推
進

地
方
公

共
団
体
が

復
旧
・
復
興
対
策
を
よ

り
迅
速

か
つ

円
滑

に
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
近
年
の

大
規
模

災
害

に
お

け
る

復
旧
・
復
興
に
係
る
施
策
や
過
去

の
災
害

で
の

具
体

的
な

取
組
事
例
等
を
収
集
・
分
析
・
整

理
し
、

「
復

旧
・
復

興
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
「
災
害
復
興

対
策
事

例
集

」
と

し
て

と
り
ま
と
め
、
そ
の
取
組
内
容
を

地
方
公

共
団

体
に

周
知

す
る
こ
と
で
、
大
規
模
災
害
か
ら

の
速
や

か
な

復
旧

・
復

興
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、

地
方
公
共

団
体
の
ニ
ー
ズ
調
査
結

果
を
踏

ま
え
、

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
・
事
例
集
の
構
成
等
の
を
見
直

し
ま
す

。

復
興

対
策

の
推

進
、

被
災

者
生

活
再

建
支

援
法

関
連

調
査

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

1
0
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

  
1
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1

0
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

①
今

後
発

生
が
予
想

さ
れ

る
大
規
模
災
害
等
に
お
い
て
、

地
方

公
共
団

体
に
お
け

る
復
旧
・
復
興
へ
の
迅
速
か
つ
円

滑
な

取
組
に

寄
与
し
ま

す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

復
旧

・
復

興
担

当
、

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

②
被

災
者

生
活
再
建
支
援
法
関
連
調
査

被
災
者

支
援
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
各

年
度
の

災
害

に
よ

り
被
災

さ
れ
た
世
帯
に
対
し
て
、
被
災

世
帯

の
生

活

再
建

実
態
等

を
継
続
的
に
調
査
す
る
こ
と
に

よ
り

、
制

度

の
運

用
に
関

す
る
課
題
等
を
検
証
す
る
。

②
制

度
の

適
用
状
況

、
支
援
対
象
、
負
担
の
あ
り
方
、
被
災

世
帯

の
生
活

再
建
実
態

等
に
関
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施

し
、
問

題
点
の
有

無
を
検
証
し
ま
す
。

・
過

去
の
自

然
災
害
時

に
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給

を
受

け
た
世

帯
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

・
調

査
結
果

は
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
検
討
の
た

め
の

基
礎
資

料
と
し
ま
す
。

②
現

行
法

の
課
題
等

の
整

理
・
検
討
に
よ
り
、
今
後
の
被
災

者
支

援
施
策

の
企
画
立

案
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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国

災
害

関
係
調
査
費

民
間

事
業
者

〇
過

去
の
激

甚
災
害
事
例
か
ら
、
降
水
量
や
地
形
条
件
な
ど
と
被

害
額

の
関
係

を
Ｉ
Ｔ
技
術
等
を
活
用
の
上
、
被
災
し
た
公
共
土

木
施

設
や
農

地
等
の
被
害
額
を
推
定
す
る
手
法
の
精
度
を
検
証

し
ま

す
。

○
水

害
被
害

推
定
モ
デ
ル
の
技
術
検
証
の
成
果
を
反
映
し
た
PC
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

、
全
国
都
道
府
県
を
対
象
に
利
用
出
来
る
よ
う
、

必
要

な
デ

ー
タ
収
集
し
、
モ
デ
ル
の
改
良
を
行
い
、
試
験
運
用

に
よ

り
、
本

運
用
実
施
の
た
め
の
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

[事
業

年
度

：
令

和
４
年
度
～
終
了
年
度
未
定
]

〇
近

年
、
各

地
で
水
害

等
の
自
然
災
害
に
よ
る

甚
大
な

被
害
が
発

生
し

て
い
ま

す
。
被
災
さ
れ
た
地
方
自
治
体
か

ら
は
、

復
旧
・

復
興

に
迅
速

に
取
り
組
む
た
め
、
激
甚
災
害
に

対
処
す

る
た
め

の
特

別
の
財

政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

37
年

法
律

第
15
0

号
）

に
基
づ

く
激
甚
災
害
指
定
の
早
期
化
を
強

く
望
ま

れ
て
い

ま
す

。

〇
激

甚
災
害

の
指
定
に

は
被
害
額
の
把
握
が
必

要
と
な

る
た
め
、

速
や

か
な
把

握
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
新
た
な

調
査
手

法
の
構

築
に

向
け
て

検
討
を
行
い
ま
す
。

激
甚

災
害

に
係

る
水

害
被

害
推

定
モ

デ
ル

の
本

運
用

に
向

け
た

技
術

検
証

及
び

試
験

運
用

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

2
7
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

3
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
2

7
百

万
円

 ）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ
○

新
た

な
調

査
手
法
の
構
築
に
よ
っ
て
、
被
害
状
況
の
把
握
が
速

や
か

に
実
施

出
来
れ
ば
、
基
準
に
達
し
た
場
合
の
指
定
見
込
み

の
早

期
公
表

が
可
能
と
な
り
、
被
災
さ
れ
た
地
方
自
治
体
が
財

政
面

に
不
安

な
く
、
迅
速
に
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
む
こ
と
が

出
来

ま
す
。

○
事

前
に
被

災
箇
所
が
想
定
出
来
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
被
災
対

応
が

可
能
と

な
り
、
ま
た
、
防
災
減
災
へ
も
活
用
可
能
で
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

復
旧

・
復

興
担

当
）

対
象
施
設
の
被
害
額
推
定
画
面
イ
メ
ー
ジ

被
害
額
推
定
対
象
都
道
府
県
の
降
水
量
画
面
イ
メ
ー
ジ
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○
 展

示 被
災

者
・

市
民

・
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

等
と

協
力

・
連

携
し

、
大

震
災

の
経

験
・

教
訓

を
、

特
に

子
供

等
に

情
報

発
信

し
ま

す
。

○
 実

践
的

な
防

災
研

究
と

若
手

防
災

専
門

家
の

育
成

防
災

施
策

や
災

害
対

策
の
立

案
・

推
進

に
資

す
る

実
践

的
な

防
災

研
究

を
実

施
し

、
学

術
的

価
値

の
確

立
を

先
導

し
ま

す
。

○
 災

害
対

応
の

現
地

支
援

大
規

模
災

害
時

に
災

害
対
応

の
実

践
的

・
体

系
的

な
知

識
を

有
す

る
人

材
を

被
災

地
に

派
遣

し
ま

す
。

○
 交

流
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

防
災

に
関

す
る

行
政

実
務
者

、
研

究
者

等
、

多
様

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

し
ま

す
。

○
 災

害
対

策
専

門
職

員
の

育
成

地
方

公
共

団
体

の
防

災
担
当

職
員

等
へ

の
研

修
等

に
よ

っ
て

、
災

害
対

策
実

務
の

中
核

を
担

う
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

○
 資

料
収

集
・

保
存

阪
神

・
淡

路
大

震
災

の
資
料

を
継

続
的

に
収

集
・

蓄
積

し
、

防
災

情
報

を
整

理
・

発
信

し
ま

す
。

国

補
助
金

兵
庫
県

[
事

業
年

度
：
平
成

1
2年

度
～

終
了

年
度

未
定

]

○
 事

業
概

要
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を

は
じ

め
と

し
た

国
内

外
の

地
震

災
害

の
経

験
や

教
訓

な
ど
に
関
す
る
震

災
関

連
資

料
の

収
集

・
展

示
や

、
そ

れ
を

生
か

し
た

体
験
・
学
習
、
地

震
防

災
の

調
査

研
究

、
専

門
家

の
育

成
等

の
事

業
を

行
う
特
定
地
震
防

災
対

策
施

設
の

運
営

費
の

２
分

の
１

を
補

助
し

ま
す

。

○
 目

的
・
必
要
性

特
定

地
震
防
災
対
策
施

設
は

、
大

震
災

の
経

験
を

語
り

継
ぎ

、
そ

の
教

訓
を

未
来
に
活
か
す
た

め
に

、
防

災
の

重
要

性
の

市
民

へ
の

普
及

啓
発

、
実

践
的
な
防
災
研
究

、
災

害
対

応
の

現
地

支
援

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

等
を
通
じ
て
、

・
地

域
防
災
力
の
向
上

・
防

災
政
策
の
開
発
支
援

・
災

害
対
策
の
発
信
拠
点

の
形

成
等
を

図
る
も
の
で
あ
り
、

当
該

施
設

の
活

動
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

特
定

地
震

防
災

対
策

施
設

の
運

営
に

要
す

る
経

費
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
2

5
1
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
2

5
1
百

万
円

 ）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
特

定
地

震
防

災
対

策
施

設
の
円

滑
か

つ
安

定
し

た
運

営
に

よ
り

、
地

震
防

災
対

策
の

向
上

に
貢

献
し

ま
す

。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

復
旧

・
復

興
担

当
）

（
運
営
費
の
1
/
2
 
）
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国

拠
出
金

国
連

機
関

災
害
の

頻
発
化
は
地
球
規
模
の
課
題
で

あ
っ

て
、

防
災
は
国

際
社

会
に

と
っ
て
関

心
が
高
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
我
が
国
は
防
災

先
進

国
と
し

て
国
際
防
災
の
世
界
に
お
い
て

引
き

続
き

主
導
的
な

役
割

を
担

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
連
機
関
と

の
連

携
強
化

や
、
災
害
に
脆
弱
な
ア
ジ
ア
太

平
洋

地
域

等
に
お
け

る
防

災
協

力
、
我
が
国
防
災
産
業
の
海
外
展
開
を
推
進
す
る
。

国
際

防
災

協
力

の
推

進
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
4

0
2
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

 6
7
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
3

3
6
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的

資
金

の
流

れ

〇
国

際
的

な
防

災
協

力
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
全
体
の

災
害

被
害

の
低

減
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
海
外
の
優
良
事
例

を
取

り
入

れ
我

が
国
の
防
災
能
力
の
向
上
を
図
る
。

〇
ま
た
、
防

災
産

業
の
海
外
展
開
を
促
進
し
、
我
が
国
防
災
産
業

の
国

際
競

争
力

を
強
化
す
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

①
国

連
機

関
と
の
協
力

国
際

防
災

協
力
の
一
環
と
し
て
、
国
連
防
災
機

関
（U

N
D

R
R
）
に
お
い
て
事
前

防
災
や

復
興
の
重
要
性
・必

要
性
を
発
信
す
る
取
組
や
、

国
連

ハ
ビ
タ
ッ
ト
、

U
N

ES
C

O
に
お
け
る
我

が
国
の

防
災
技

術
の
活

用
に
関

す
る
取

組
を
、
拠
出
金
に
よ
り
支
援
す
る
。

②
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
防
災
能
力

向
上

ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
防
災
能
力
の

向
上

を
図

る
た
め
、

AD
R

C
（
ア
ジ
ア
防

災
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
発
展
途
上
国
等
の
職
員

に
対

す
る
研

修
の
実
施
、
客
員
研
究
員
の

受
け
入

れ
、
加
盟

国
間
で
の

災
害
情

報
の
共

有
な
ど
の
取
組
を
支
援
す
る
。

③
防

災
産

業
の

海
外
展
開

我
が

国
の

防
災
産
業
の
海
外
展
開
を
促
進

す
る
た
め
、
海
外

に
お
け
る
防

災
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
、
官
民
連
携
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

④
ア
ジ
ア
太

平
洋

防
災
閣
僚
会
議
（
AP

M
C

D
R

R
）
の

準
備

20
27

年
に
日

本
で
開
催
予
定
の
ア
ジ
ア
太

平
洋

防
災
閣

僚
会
議

に
向

け
て
、
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
、
必
要
と
な
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
業

務
等
の

整
理

を
行
う
。

事
業

イ
メ

ー
ジ

民
間

事
業
者

等
災
害
関
係
調
査
費

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

国
際

担
当

）
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国
民
間
事
業
者
等

［
事

業
年
度

：
平
成
１
２
年
度
～
終
了
年
度
未
定

］
○
災

害
等
が

発
生
し
た
場
合
、
「
災
害
対
策
基
本

法
」

（
昭

和
３

６
年
法

律
第
２
２
３
号
）
第
２
３
条
の

３
等

の
規

定
に

基
づ

き
、

政
府
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
や
現

地
対
策

本
部

等
を

設
置

し
、
被
災
地
に
お
け
る
災
害
応
急

対
策
を

的
確

か
つ

迅
速

に
実
施
す
る
。
内
閣
府
調
査
チ
ー

ム
や
地

域
防

災
力

強
化

担
当
職
員
等
に
派
遣
し
、
被
災
地

方
公
共

団
体

の
長

に
対

し
、
必
要
な
指
示
・
助
言
等
を
行

う
と
共

に
、

災
害

情
報
を

関
係
機
関
か
ら
収
集
す
る
こ
と

に
よ

り
災

害
応

急
対

策
を

推
進
す
る

た
め
の
経
費
で
あ
る

。

現
地

災
害

対
策

等
経

費
令

和
８

年
度

予
算

要
求

額
1

3
1
百

万
円

【
う

ち
要

望
額

2
8
百

万
円

】

（
令

和
７

年
度

予
算

額
9

0
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性

資
金

の
流

れ

○
職

員
を
早

期
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防

災
関
係

機
関

が
実

施
す
る

災
害
応
急
対
策
の
総
合
調
整
、

緊
急

措
置

に
関

す
る
計
画

の
実
施
が
推
進
さ
れ
、
災
害
応

急
対

策
の

迅
速

な
実
施
、

実
効
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き

る
。

（
目

に
見
え

る
支
援
）

〇
被

災
者
へ

の
支
援
能
力
の
向
上

期
待

さ
れ

る
効

果

災
害
関
係
調
査
費
等

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

総
括

担
当

／
災

害
緊

急
事

態
対

処
担

当
）

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

要
員

の
派

遣
、
移

動
公
共
交
通
機
関
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等

災
害

発
生

被
災

自
治

体
等

へ
（
災

害
対

策
本

部
や

現
地

）

内
閣

府
（
防
災
）

一
定
規
模
の
災
害

発
生

時
地
域
防
災
力
強
化

担
当

職
員

等
の
派
遣

大
規
模
災
害
発
生

時
政
府
調
査
団
や
内

閣
府

調
査

チ
ー
ム

○
災

害
関
連

情
報
等
の

情
報
連
絡
等
業
務

〇
内

閣
府
緊

急
情
報
連

絡
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務

〇
災

害
応
急

対
策
用
通

信
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務

〇
災

害
担
当

職
員
の
現

地
派
遣
経
費
等

主
な

事
業

非
常

参
集

派
遣

決
定

被
災
自
治
体
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
支
援

の
開
始
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国
都
道
府

県
等

[
事
業
年
度
：
昭
和
2
2
年
度
(
平
成

2
5
年
度
）
～
終
了
年
度
未
定
]

１
．

災
害

救
助

費
負

担
金

一
定

規
模

以
上

の
災

害
が

発
生

し
た

場
合

、
都

道
府

県
知

事
等

が
災

害
救

助
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
1
1
8
号

）
に

基
づ

き
、

被
災

者
に

対
し

て
行

っ
た

応
急

救
助

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

、
国

が
一

部
を

負
担

し
ま

す
。

２
．

国
民

保
護

訓
練

経
費

都
道

府
県

知
事

が
、

国
民

保
護

法
に

基
づ

き
救

援
に

関
す

る
訓

練
を

国
と

共
同

で
実

施
し

た
場

合
の

経
費

に
つ

い
て

、
全

額
負

担
し

ま
す

。

災
害

救
助

費
等

負
担

金
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
 2

,8
4

0
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
 2

,8
4

0
百

万
円

）

事
業

概
要

･
目

的
･
必

要
性

事
業

イ
メ

ー
ジ

･
具

体
例

資
金

の
流

れ

○
災

害
に

際
し

て
、

国
が

地
方

公
共

団
体

、
日

本
赤

十
字

社
そ

の
他

の
団

体
及

び
国

民
の

協
力

の
下

に
、

応
急

的
に

、
必

要
な

救
助

を

行
い

、
被

災
さ

れ
た

者
の

保
護

と
社

会
の

秩
序

の
保

全
を

図
り

ま
す

。

期
待

さ
れ

る
効

果

国
庫
補
助

（
５
割
～
約
９
割
）

②

救
助
に
要
し
た

経
費
の
請
求

①

被
災

市 町
村

被
災

都
道

府
県

等

被
災

住
民

国

他
の

市
町

村

他
の

都
道

府
県

等

日
本

赤
十

字
社

（
都

道
府

県
支

部
）

被
害

情
報

の
情

報
提

供

職
員

の
派

遣

実
施

状
況

の
情

報
提

供

技
術

的
な

助
言

･勧
告

応
援

の
指

示
･派

遣
調

整

応
援

の
指

示
派

遣
調

整

応 援 職 員 の 派 遣

応 援 要 請

応
援

職
員

の
派

遣

救
助

･権
限

の
委

任
通

知
・
公

示

被
害

情
報

等
の

情
報

提
供

協 定
委 託

救
護

班
の

派
遣

（
医

療
･助

産
）

応
急

救
助

の
実

施
（
直

接
実

施
）

応
急

救
助

の
実

施
（
委

任
に

よ
る

実
施

）

要 請
協 定

応 援

災
害

救
助

法
の

適
用

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
・

救
援

担
当

）

・
避

難
所

の
設

置
・
応

急
仮

設
住

宅
の

供
与

 
  

・
食

品
の

給
与

  
  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

  
  

・
飲

料
水

の
供

給
  
  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

  
・
生

活
必

需
品

の
給

与
･貸

与
・
医

療
･助

産
  
  
  
  
  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
 

・
被

災
者

の
救

出
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

・
住

宅
の

応
急

修
理

・
学

用
品

の
給

与
・
埋

葬
・
遺

体
の

捜
索

･処
理

・
障

害
物

の
除

去

災
害

救
助

法
に

基
づ

く
救

助

※
 別

途
、

東
日

本
大

震
災

復
興

特
別

会
計

に
計

上
  
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
6
4
百

万
円

（
3
9
0
百

万
円

）
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国
都
道
府
県

[
事
業
年
度
:
 昭

和
4
9年

度
～
終
了
年
度
未
定
]

災
害

弔
慰

金
の

支
給

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

市
町

村
が

、
自

然
災

害
で

死
亡

し
た

者
の

遺
族

に
対

し
て

弔
慰

金
、

又
は

重
度

の
障

害
を

負
っ

た
者

に
対

し
て

見
舞

金
を

支
給

し
た

場
合

、
国

が
1
/
2

（
都

道
府

県
1
/
4
 ･

 市
町

村
1
/
4
）
負

担
を

行
い

ま
す

。

１
．

災
害

弔
慰

金
○

支
給

対
象

遺
族

①
配

偶
者

、
子

、
父

母
、

孫
、

祖
父

母
②

上
記

①
の

遺
族

が
い

な
い

場
合

に
兄

弟
姉

妹
（
死

亡
当

時
そ

の
者

と
同

居
し

、
又

は
生

計
を

同
じ

く
し

て
い

た
者

に
限

る
。

）

○
支

給
金

額
①

支
給

遺
族

の
生

計
維

持
者

が
死

亡
し

た
場

合
５

０
０

万
円

②
そ

の
他

の
者

が
死

亡
し

た
場

合
  

２
５

０
万

円

２
．

災
害

障
害

見
舞

金
○

支
給

対
象

者

重
度

の
障

害
（
両

眼
失

明
、

要
常

時
介

護
、

両
上

肢
ひ

じ
関

節
以

上
切

断
等

）
を

受
け

た
者

○
支

給
金

額
①

生
計

維
持

者
２

５
０

万
円

②
そ

の
他

の
者

１
２

５
万

円

災
害

弔
慰

金
等

負
担

金
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
1

4
0
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1

4
0
百

万
円

）

事
業

概
要

･
目

的
･
必

要
性

事
業

イ
メ

ー
ジ

･
具

体
例

資
金

の
流

れ
○

自
然
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
者

の
遺
族

に
対

し
、
弔
意

の
た

め
に
災
害
弔
慰
金
を
支
給
す
る
と
と

も
に
、

自
然

災
害
に
よ

り
精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
受

け
た
者

に
対

し
災
害
障

害
見
舞
金
の
支
給
を
行
い
、
も
っ
て
住

民
の
福

祉
及

び
生
活
の

安
定
に
資
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

都
道

府
県

の
負
担

額
の

2
/
3

（
支

給
額

の
1
/
2
）

実
施

主
体

市
区

町
村

①

都
道

府
県

②
③

国

支
給

対
象

遺
族

･支
給

対
象

者

④

①
被

害
の

状
況

･遺
族

の
状

況
等

、
必

要
な

調
査

の
実

施
②

災
害

弔
慰

金
･災

害
障

害
見

舞
金

の
支

給
③

災
害

弔
慰

金
･災

害
障

害
見

舞
金

に
市

町
村

が
要

す
る

費
用

の
3
/
4
を

負
担

④
都

道
府

県
が

負
担

す
る

額
の

2
/
3
を

負
担

負
担

金

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

※
 別

途
、

東
日

本
大

震
災

復
興

特
別

会
計

に
計

上
  
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
2
3
百

万
円

（
3
6
百

万
円

）
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＜
災
害
援
護
資
金
の
貸
付

及
び
償
還
事
務
の
流
れ
＞

[
事
業
年
度
:
 昭

和
4
9
年

度
～
終
了
年
度
未
定
]

災
害

弔
慰

金
の

支
給

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

市
町

村
が

、
都

道
府

県
内

で
災

害
救

助
法

が
適

用
さ

れ
た

自
然

災
害

で
負

傷
又

は
住

家
･家

財
に

被
害

が
あ

っ
た

者
に

対
し

て
、

災
害

援
護

資
金

を
貸

し
付

け
た

場
合

に
、

国
が

そ
の

原
資

の
一

部
を

無
利

子
で

貸
し

付
け

を
行

い

ま
す

。

①
貸

付
金

額
被

害
状

況
に

応
じ

て
1
5
0
万

円
～

最
高

3
5
0
万

円

②
所

得
制

限
例

）
住

居
が

滅
失

し
た

場
合

1
,2

7
0
万

円

（
市

町
村

民
税

の
前

年
度

総
所

得
金

額
）

③
利

率
年

３
％

以
内

で
条

例
で

定
め

る
率

（
据

置
期

間
中

は
無

利
子

）

④
据

置
期

間
３

年
（
特

別
の

場
合

5
年

）

⑤
償

還
期

間
1
0
年

（
据

置
期

間
を

含
む

）

⑥
償

還
方

法
年

賦
、

半
年

賦
又

は
月

賦

⑦
貸

付
原

資
国

  
2
/
3
 

都
道

府
県

･ 
指

定
都

市
1
/
3
 

事
業

概
要

･
目

的
･
必

要
性

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

資
金

の
流

れ

○
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
世
帯
の

世
帯
主

に
対

し
災
害
援

護
資

金
の
貸
付
け
を
行
い
、
も
っ
て
住
民

の
福
祉

及
び

生
活
の
安

定
に
資
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

都 道 府 県

国
被 災 者

災
害

援
護

貸
付

金
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
1

5
0
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
1

5
0
百

万
円

）

   指 定 都 市

  市 区 町 村実
施

主
体

実
施

主
体

①
借

入
申

請
被

災
し

た
翌

月
か

ら
３

ヶ
月

以
内

に
申

請

②
貸

付
決

定

⑦
借

入
金

償
還

③
県

貸
付

金
 借

入
申

請

④
貸

付
決

定

⑧
県

貸
付

金
 償

還

⑤
国

庫
貸

付
金

 借
入

申
請

⑥
貸

付
決

定

⑨
国

庫
貸

付
金

 償
還

償
還

期
間

1
0
年

（
据

置
期

間
含

む
）

元
金

+
利

子
償

還
期

間
1
1
年

無
利

子
償

還
期

間
1
2
年

無
利

子

①
借

入
申

請
（
被

災
し

た
翌

月
か

ら
３

ヶ
月

以
内

に
申

請
）

②
貸

付
決

定

⑤
借

入
金

償
還

償
還

期
間

1
0
年

（
据

置
期

間
含

む
）

元
金

+
利

子

③
国

庫
貸

付
金

 借
入

申
請

④
貸

付
決

定

⑥
国

庫
貸

付
金

 償
還

償
還

期
間

1
1
年

無
利

子

一
般

市
町

村
の

場
合

指
定

都
市

の
場

合

都
道

府
県

･
指

定
都

市
国

１
．

国
庫

貸
付

金
借

入
申

請

２
．

貸
付

決
定

３
．

国
庫

貸
付

金
償

還

償
還

期
間

: 都
道

府
県

1
2
年

  
指

定
都

市
1
1
年

無
利

子

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

※
 別

途
、

東
日

本
大

震
災

復
興

特
別

会
計

に
計

上
  
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
3
百

万
円

（
3
百

万
円

）
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国
②
の
1
/
2

相
当
額
を
補
助

被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
人

都
道

府
県

基
金
拠
出

被
災
者

②
支
援
金
支
給

市
区

町
村

都
道

府
県

被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
人

（
公
財
）
都
道

府
県
セ
ン
タ
ー

国

① ②
③

④

⑤
⑥

⑦

①
り
災
証
明

書
の
発

行
②
支
援
金
支

給
申
請

③
送
付

④
送
付

⑤
支
援
金
の

支
給

⑥
補
助
金
の

申
請

⑦
補
助
金
の

交
付
（

補
助

率
１
／
２

）

被
災

世
帯

③①

※
令
和
６

年
度

末
基

金
残
高
3
7
5億

円

［
事
業
年
度
：
平
成
１
１
年
度
～
］

○
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
、
生
活
基
盤
に

著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
に
対
し
、
都
道
府
県
が
相
互
扶
助
の
観
点
か

ら
拠
出
し
た
基
金
を
活
用
し
て
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
を
支
給
す
る

こ
と
で
、
そ
の
生
活
の
再
建
を
支
援
し
、
も
っ
て
住
民
の
生
活
の
安
定

と
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
き
、
一
定
規
模
以
上
の
自
然
災
害

に
よ
り
、
住
宅
に
全
壊
等
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
て
、
都
道
府

県
か
ら
委
託
を
受
け
た
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
人
が
、
支
援
金
を
支

給
し
ま
す
が
、
国
は
、
そ
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
補
助
し
ま
す
。

○
支
援
金
は
「
基
礎
支
援
金
」
と
し
て
全
壊
等
世
帯
に
1
0
0
万
円
、
大

規
模
半
壊
世
帯
に
5
0
万
円
が
支
給
さ
れ
、
こ
の
額
に
「
加
算
支
援
金
」

と
し
て
住
宅
を
建
設
・
購
入
す
る
場
合
は
2
0
0
万
円
、
補
修
す
る
場
合

は
1
0
0
万
円
、
賃
借
す
る
場
合
は
5
0
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
加
算
さ
れ
る
仕

組
み
（
単
数
世
帯
は
３
／
４
の
額
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
２
年
の
法
改
正
で
、
支
援
金
の
支
給
対
象
と
し
て
中
規

模
半
壊
世
帯
を
追
加
し
、
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
。

※
中
規
模
半
壊
世
帯
へ
の
支
給
額
は
、

基
礎
支
援
金
:
な
し

加
算
支
援
金
:
建
設
・
購
入
1
0
0
万
円
/
補
修
5
0
万
円
/
賃
借
2
5
万
円

被
災

者
生

活
再

建
支

援
法

施
行

に
要

す
る

経
費

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

6
0

0
百

万
円

（
令

和
７

年
度

予
算

額
6

0
0
百

万
円

）

事
業

概
要

・
目

的
・

必
要

性
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
本
制
度
に
よ
り
、
被
災
者
の
生

活
の
再

建
を

支
援
し
、

住
民

の
生
活
の
安
定
と
被
災
地

の
速
や
か

な
復
興

に
資

す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

政
策

統
括

官
（

防
災

担
当

）
（

被
災

者
生

活
再

建
担

当
）

※
 別

途
、

東
日

本
大

震
災

復
興

特
別

会
計

に
計

上
  
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
5
1
1
百

万
円

（
6
5
4
百

万
円

）
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令和８年度内閣府防災部⾨ 
  税制改正要望事項 
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令和８年度税制改正要望事項（内閣府（防災担当）） 

 

【◎：主要望、○：従要望】 

 

 

◎ 地震防災対策用資産に係る課税標準の特例措置の拡充・延長 

（地方税：固定資産税）（国土交通省（気象庁）） 

 

 

○ 既存住宅の耐震改修等に係る特例措置の延長 

（国税：所得税）（国土交通省） 

 

 

○ 既存住宅の耐震改修等に係る特例措置の延長 

（地方税：固定資産税）（国土交通省） 

 

 

○ 耐震改修が行われた要安全確認計画記載建築物等に係る税額の減額措置

の延長 

（地方税：固定資産税）（国土交通省） 

 

 

○ 浸水防止用設備に係る課税標準の特例措置の延長 

（地方税：固定資産税）（国土交通省） 

 

 

○ 令和６年能登半島地震に係る被災住宅用地等に係る課税標準の特例措置

の拡充 

（地方税：固定資産税、都市計画税）（国土交通省） 
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① 地震防災対策用資産に係る課税標準の特例措置の拡充・延長 [拡充・延

長]

＜税目＞（地方税）固定資産税 

背景・目的 

地震による甚大な被害を防止・軽減するためには、行政だけでなく事業者、 

地域住民等を巻き込んだ総合的な地震防災対策を強力に推進することが必要 

である。そのため、各地の事業者が緊急地震速報受信装置等を整備すること 

を通じて、事業者自体により、その被害の軽減を図ることが重要である。 

また、これまで、対象地域を「南海トラフ地震防災対策推進地域」「日本海

溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策推進地域」「首都直下地震緊急対策区

域」に絞っていたが、令和６年能登半島地震等において、大きな被害が生じ

たこと等に鑑みれば、同地域だけでなく、全国においても特例措置を適用し

緊急地震速報受信装置等の設置を促すことを通じて、より一層地震防災対策

を推進する必要がある。 

現行制度の概要 

 南海トラフ地震防災対策推進地域、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防 

災対策推進地域及び首都直下地震緊急対策区域内の不特定多数の者が利用す

る施設等、地震防災上の措置が必要な施設・事業等の管理・運営を行う個人・ 

法人が、緊急地震速報受信装置等の地震防災対策用資産を取得した場合の固 

定資産税の課税標準を 2/3とする。 

要望内容 

対象地域を全国に拡充する。 

また、適用期限を３年間延長し、令和 11年３月 31日までとする。 

＜国土交通省（気象庁）と共同要望＞ 
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② 既存住宅の耐震改修等に係る特例措置の延長 [延長]

＜税目＞（国税）所得税

背景・目的 

 我が国の住宅ストックは戸数的には充足。既存住宅活用型市場への転換が

重要である一方で、耐震性等が不十分な住宅は多数存在している。リフォー

ムにより住宅ストックの性能を高めるとともに、住宅リフォーム市場を活性

化することが必要である。

現行制度の概要 

 一定の耐震改修工事等を行った場合、以下の合計額（①＋②）を所得税額

から控除する。 

① 耐震改修等の一定の改修工事に係る標準的な工事費用相当額※1の 10％

② 上記工事に係る標準的な工事費相当額の限度額超過分及びその他の増築

等工事の費用に要した額の合計額分※2の５％

※１ 耐震改修の場合は 250 万円が上限

※２ 最大対象工事限度額は標準的な工事費用相当額と同額、かつ、①と②

の合計 1,000万円を上限とする 

要望内容 

適用期限を２年間延長し、令和９年 12月 31日までとする。 

＜国土交通省と共同要望＞（内閣府は従要望） 
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③ 既存住宅の耐震改修等に係る特例措置の延長 [延長]

＜税目＞（地方税）固定資産税

背景・目的 

 我が国の住宅ストックは戸数的には充足。既存住宅活用型市場への転換が

重要である一方で、耐震性等が不十分な住宅は多数存在している。リフォー

ムにより住宅ストックの性能を高めるとともに、住宅リフォーム市場を活性

化することが必要である。

現行制度の概要 

 耐震改修等が行われた住宅について、下記の割合で固定資産税額を軽減す

る。 

翌年度 1/2軽減※１ 

※１ 通行障害既存耐震不適格建築物の耐震改修については、翌年度から２

年間 1/2 軽減。耐震改修後に当該住宅が認定長期優良住宅に該当するこ

ととなるものについては、翌年度 2/3 軽減。通行障害既存耐震不適格建

築物の耐震改修後に当該住宅が認定長期優良住宅に該当することとなる

ものについては、翌年度 2/3 軽減、翌々年度 1/2 軽減。 

要望内容 

適用期限を２年間延長し、令和 10年３月 31 日までとする。 

＜国土交通省と共同要望＞（内閣府は従要望） 
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④ 耐震改修が行われた要安全確認計画記載建築物等に係る税額の減額措置

の延長 [延長]

＜税目＞（地方税）固定資産税 

背景・目的 

切迫する南海トラフ地震、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震、首都直下 

地震等の発生を見据え、地震による人命・財産の被害の防止のため、既存建 

築物の耐震化は喫緊の課題である一方、多額の費用負担を要する耐震改修が 

着実に実施されるよう、引き続き、予算措置と相まって、改修に係る税制支

援が必要である。 

現行制度の概要 

 耐震改修促進法に基づき耐震診断が義務付けられた建築物で耐震診断結果

が報告されたもののうち、政府の補助を受けて耐震改修工事を完了したもの

について、工事完了の翌年度から２年間、固定資産税額（耐震改修工事費の

５％を限度）の 1/2 を減額する。 

要望内容 

適用期限を３年間延長し、令和 11年３月 31 日までとする。 

＜国土交通省と共同要望＞（内閣府は従要望） 
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⑤ 浸水防止用設備に係る課税標準の特例措置の延長 [延長]

＜税目＞（地方税）固定資産税

背景・目的 

近年、気候変動の影響による水災害が激甚化・頻発化しており、特に地下

街等は、浸水スピードが速く閉鎖的であり、人命に対するリスクが大きく、

浸水が発生した場合、都市・経済活動が機能不全に陥るため、避難確保や浸

水防止を図ることが不可欠である。 

防水板、排水ポンプ等の浸水防止用設備は、平時においては利用されず、

初期投資やその後の維持管理コストもかかるため、導入に対して負担が大き

いものである。また、地下街等は、浸水スピードが速く閉鎖的であり、人命

に対するリスクも大きいことから、迅速に浸水防止を図ることが不可欠であ

り、浸水想定区域内の地下街等の所有者又は管理者が、水防法で規定する避

難確保・浸水防止計画に基づき取得する浸水防止用設備（防水板、防水扉、

排水ポンプ、換気口浸水防止機）について、本特例措置を延長する必要があ

る。 

現行制度の概要 

 浸水想定区域内の地下街等の所有者又は管理者が、水防法で規定する避難

確保・浸水防止計画に基づき取得する浸水防止用設備（防水板、防水扉、排

水ポンプ、換気口浸水防止機）について、最初の５年間、課税標準を 1/2 以

上 5/6以下の範囲内で市町村の条例で定める割合に軽減する（参酌標準：2/3）。 

要望内容 

適用期限を３年間延長し、令和 11年３月 31 日までとする。 

＜国土交通省と共同要望＞（内閣府は従要望） 
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⑥ 令和６年能登半島地震に係る被災住宅用地等に係る課税標準の特例措置

の拡充 [拡充]

 ＜税目＞（地方税）固定資産税、都市計画税 

背景・目的 

令和６年能登半島地震の被災地においては、公共土木施設災害復旧事業や

土地区画整理事業の未了等のやむを得ない事情により、現行の特例措置の適

用期限である令和７年度中に住宅再建が完了しない見込みの被災者が多数存

在するため、令和８年度以降の住宅再建を目指す被災者についても、引き続

きその負担の軽減を図る必要がある。 

現行制度の概要 

○ 被災住宅用地等に係る課税標準の特例措置

住宅が震災等の事由により滅失・損壊した土地について、当該土地が住宅

用地として使用することができないと市町村長が認める場合に限り、被災後

２年度の間、固定資産税及び都市計画税を以下の通り減額する。 

・固定資産税：課税標準を 1/6（200㎡以下）、1/3（200 ㎡超）

・都市計画税：課税標準を 1/3（200 ㎡以下）、2/3（200 ㎡超）

要望内容 

 令和６年能登半島地震について、被災住宅用地等に係る課税標準の特例措

置を２年間延長し、令和 10 年３月 31日までとする拡充を行う。 

＜国土交通省と共同要望＞（内閣府は従要望） 
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令和８年度内閣府防災部⾨ 
 機構・定員要求事項 
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令和８年度 主な機構・定員要求 

令 和 ７ 年 ８ ⽉

○「防災庁」（仮称）の新設に伴う体制整備［内閣官房から事項要求］
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内閣府 

郵便番号 １００－８９１４ 

東京都千代田区永田町１－６－１ 

中央合同庁舎第８号館３階 

内閣府政策統括官（防災担当） 

電話 （０３）５２５３－２１１１（大代表） 

ＵＲＬ http://www.bousai.go.jp 
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